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　いつもと違うようで違わないプロローグ







　夏休みが一週間後に迫ったある日のこと──

　ギャルゲー研究部……通称Ｇ研……のメンバー六人はシナリオ担当の赤あか羽ばねサヤカ先せん輩ぱいを中心に一致団結し、目前に迫った『シナリオコンテスト』の締しめ切きりに向けてラストスパートをかけていた。

　ギャルゲー制作においてはなんの役にも立たないおれは、みんなの分の飲み物をコンビニまで買いにいったり、アイスを買いにいったり、お菓子を買いにいったり、資料用の本を調ちよう達たつするために図と書しよ館かんへ足を運んだり、必要な本が見つからないときは本屋にも走った。

　夕方、通算五度目のコンビニ訪問を終え、再び部室に戻ってくると、

「ネタネタネタネタネタ！　ネタが足りなーい──っ！」

　サヤカ先輩が椅い子すの背もたれに身体からだを預け、背伸びをしながら絶叫していた。

　両脚を微妙に開いて机の上に乗せ、スカートがひるがえるのもかまわず、「ネタネター！」とまるで駄だ々だをこねる赤ちゃんのようにだらしない格かつ好こうで絶叫を繰くり返している。

「発狂か？　発狂なのか？（ボリボリ）」

　呑気のんきにお菓子をむさぼり食っているのはＧ研のトラブルメーカーこと雪ゆき平ひらカオルだ。

　その隣となりに座っている原げん画が家か兼グラフィッカーの川かわ野の辺べ陽ひ香か理りさんが、「カオルちゃん、一人ひとりでお菓子食べすぎ」と注意を促うながし、雪平からお菓子の袋をさっと奪うばい取った。

「……どうやらネタ切れのようですね」

　窓の外の夕焼け空を撮さつ影えいしていた秋あき葉ば凜りんさんがカメラごと室内を振り返った。

　サヤカ先輩が執しつ筆ぴつの作業に入るまでは、部長の桐きりヶが谷や京きよう子こ先輩を中心に、みんなでアイデアを出し合ったり、それを元に議ぎ論ろんを行ったり、他ほかのメンバーにも出る幕はあったのだが、出てきたアイデアを具体的にまとめ、実際に文章化の作業を行うのはサヤカ先輩の仕事だ。資料本を探してきたり、ネットで調しらべ物ものをするくらいの手助けはできるが、作業の大部分はサヤカ先輩が独力で問題解決を図はからなければならない。

「ネタの補給ね。それなら私にいい考えがあるわ」

　例によって京子先輩がみんなの前に立ち、「注目！」とキリッとした声で全員に呼びかけた。

　何を言い出すのかと身構えていると、

「今ここに、『通常言動禁止令』を公布します」

「……なんですかそれ？」

　おれがそう訊きくと、「簡かん単たんなことよ」と京子先輩は平らな胸を張り、

「毎日毎日、同じメンツで同じような会話をしていたって、サヤカにはもはやなんの刺し激げきにもならないわけ。──だから通常言動を禁止。そして、いつもの自分たちとは違う、別の一面を前に押し出して、新しん鮮せんな会話のネタをサヤカに提供しようってわけ」

「素直にネットでネタ探しでもしたほうが効率いいんじゃ……」

　おれがいつものように控え目に反はん論ろんしていると、

「はい、アウト！　椎しい名な、アウトよ」

　京きよう子こ先せん輩ぱいがおれをビシッと指差し、アウトを連呼した。

「……え？　アウトって？」

「そこはノリノリで、『わっかりました！　おれ、来世で生まれ変わる予定のナメクジになんとなく転生してみます！』って言うところでしょう？　いつもみたいに、『そんなの……』って否定的な意見から入る椎名は『通常言動禁止令』に引っかかります。よってアウトです」

　もう始まってんのかよ。問答無用じゃねーか。

「雄ゆう介すけ？　どうやってナメクジに転生するつもりなのだ？　気合いか？　気合いなのか？」

「おれが言ったんじゃねーっつの！」

「──アウト！」再び京子先輩の判定が下る。「カオル、椎名。それじゃあ、いつもの会話のやり取りと何も変わらないじゃないの。通常言動禁止よ？　趣しゆ旨しを理解しなさい」

「ふむ」

　雪ゆき平ひらがソファーから立ち上がり、のそのそとおれの側そばに寄ってきた。

「……何かご用ですか？」お触ふれに従って口く調ちようを変えてみる。「雪平さん？」

「雄介君、おはようございます。空気の澄すんだ清すが々すがしい朝ですね」

「…………」正直、キモかった。背筋に鳥とり肌はだが立った。「……もう夕方ですが」

「雄介君、お金をかしてください。できれば一万円ほど」

「一万円？　何を買うつもりですか？」

「はい、私はギャルゲーを買います。私は雄介君から強ごう奪だつした一万円を使って帰りにギャルゲーをバイします。ホワイなぜなら私はアイライクギャルゲーが好きだからです。あなたもミートゥーですか？　オーイエーマザーファッカー？　アーハー？」

「……くっ……ボケ製せい造ぞう機き……」

　一度にこれだけボケを重ねられたらどんな突っ込み芸人もさばき切れないと思う。

「ノー、ノー！　アレハ雄介君デハアリマセーン！　ナメクジデース！」

「だから！　おれはナメクジじゃねーって言ってんだろうが！」

「──はい、アウトー。椎名、アウトよ」

　思わず素すが出てしまったおれに京子先輩が容赦なくアウトを言い渡す。

「椎名君、カオルちゃんは『アレハ雄介君デハアリマセーン！　ナメクジデース！』って言ったんだから、『椎名君＝ナメクジ』とは言ってないよ？」

「……そうだね」

　おれは川かわ野の辺べさんのどうでもいい解説を聞き流し、深いため息をついた。背後で、「ぷぷぷ、雄ゆう介すけは忍耐力が足りないのだ」と笑う声が聞こえる。

「コスプレだな」

　唐とう突とつにサヤカ先せん輩ぱいが席を立ち、真顔でつぶやいた。

「コスプレ？」

　川野辺さんが疑問の声を上げると、「その通りー！」とサヤカ先輩が声を張り上げ、

「ひかりちゃーん。コスプレのお時間ですよー」

「え？　え？　私？」

「──ちょっと、陽ひ香か理り？　そこは『コスプレ大好き！』って飛び上りながら喜びを表現するところでしょう？　なんなのよ、その糞くそつまんないリアクションは」

「こ、コスプレ大好きー……」

　川野辺さんが引きつった表情を浮かべ、心にもない形だけの喜びを表現する。

　なぜコスプレ？　とおれは疑問に思ったが、それを口にすると、また京きよう子こ先輩に、「何よその普通のリアクションは？」と言われそうな気がしたので黙だまっておいた。

「ラストシーンに季節ネタを絡からめたいと思ってるんだけどさー」

　サヤカ先輩がロッカーに駆かけ寄りながら解説を始める。

「冬の一大イベントと言ったらやっぱりクリスマスだろー？　んで、クリスマスときたら連想するのはサンタクロースだからさー。ちゅーわけで、ひかりちゃんには是ぜ非ひともミニスカサンタクロースのコスプレをしていただきたい」

「いいえ、違います。あれは雄ゆう介すけ君くんではありません。トナカイです」

「トナカイでもねーよ！」

　くそ、雪ゆき平ひらめ。口く調ちようを変えてるだけで、ウザいのはいつもと一いつ緒しよじゃねーか。

「陽香理、とにかく……服を脱ぎなさい」

「へ？」川野辺さんが後ろに一歩後退する。「ぬ、脱ぎなさいって……」

「ふふふ、どこへ行こうと言うの？　陽香理？」

　京子先輩が薄うす笑わらいを浮かべながら川野辺さんを牽けん制せいする。

「じゃじゃーん！　凜りんお手製のコスプレ衣い装しようだぞー！　ほら、こっちがひかりの分で、もう一方がトナカイ役のしーなの分だー！」

「は、はあ？　トナカイ役？」

「トナカイ役のしーなにはひかりを背中に乗せて校庭を十周してもらうからなー」

「無理無理！　そんなの無理っす！」

「通常言動禁止令」京子先輩がおれと川野辺さんに迫ってくる。「椎しい名なも陽香理も、リアクションが普通すぎてつまらないわ。もっと意表を突いて、パンツを脱いだり、逆ギレしたり、パンツを脱いだり、命いのち乞ごいをしたり、パンツを脱いだり、もっとリアクションを工く夫ふうしなさいよ」

「どんだけパンツ脱がせたいんですか！」

「いいえ、違います。あれは雄ゆう介すけ君くんではありません。『漆しつ黒こくラバー』のメインヒロイン、夢ゆめ川かわカエデの１／８スケールＰＶＣ塗と装そう済ずみ可動フィギュアです」

「お前は黙だまれ！　喋しやべるな！　二度と喋るな！」

「脱げー、脱げー」「脱ぎなさい」「……これは絶好のシャッターチャンス」

　京きよう子こ先せん輩ぱいとサヤカ先輩がおれたちを取り囲み、コスプレ衣い装しようを押しつけてくる。

　秋あき葉ばさんはバッグから一いち眼がんレフカメラを取り出そうとしていた。

　……通常言動禁止令とか言っておきながら、自分たちは通常スタイルじゃないか。

　もうまもなく日が暮れるとはいえ、真夏に分厚い生き地じのコスプレ衣装を着込み、背中に川かわ野の辺べさんを乗っけて、校庭を十周もしろだなんて……そんなのあんまりだ……。




　その後、グラウンドにて──

「ほらほら、もっと速く。もっとトナカイ的に動くのよ」

「……グラウンドを這はい回るトナカイ……なかなかシュールな絵が撮とれそうです」

「ひかりー。振り落とされないように気をつけろよー？」

　先輩たちのにぎやかな声が背後から聞こえる。だが川野辺さんを背中に乗せて四よつん這ばいでグラウンドを歩くおれにはリアクションを返す余裕はない。

「……わっ、わっ……落ちちゃう、落ちちゃうよぉー」

　川野辺さんがおれの首にしがみついてきた。

　ボヨンボヨン、と背中に柔らかいものが当たる。

　こ、これはなかなかのボリュームで──って、うげぇ……首が締しまる。

　──ミニスカサンタのコスプレ衣装に身を包んだ川野辺さんを背中に乗せて歩く。

　文章にするとこれほど素す晴ばらしいシチュエーションはないかのように思えるが──

「もっとよ……もっとスピードを上げるのよ！」

「雄介！　こんなスピードではとてもじゃないが一晩でプレゼントを配るのは無理だぞ！」

　おれの尻しりをハリセンで叩たたく京子先輩と雪ゆき平ひら。

　傍ぼう観かん者しやに徹てつするサヤカ先輩。

　おれと川野辺さんの黒歴史（確かく定てい）を撮さつ影えいする秋葉さん。

　そして、頭をすっぽり覆おおい尽くす分厚い生地のトナカイ用コスプレ衣装はおれの視界を狭せばめており、川野辺さんのサンタ姿を拝おがむことはできない。……というか川野辺さんはおれの背中の上だし、この四つん這いの状況で、顔を後ろに向けるのは至し難なんの業わざだ。

　……死ぬ。このままでは本当に死んでしまう……。

　いつも通りじゃない展開と見せかけて、やはりいつも通りの展開というオチ──
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　逃げ出したい。全すべてを放り出して逃走したい。

　でも──

　ここでおれが立派にトナカイ役を演じることができれば、きっとサヤカ先せん輩ぱいのシナリオ作りの助けになる。クオリティアップの一助となる。

　夏休み終しゆう盤ばん、Ｇ研に訪れたこの危き機きを乗り切るためには必要な行為なのだ。

　……だと思いたい。
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　時は夏の終わり、八月下げ旬じゆん──

　……ではなく、プロローグから二週間ほど時間を遡さかのぼる。……遡らせていただく。

　ウェブ上で絶大な人気を誇る、『ギャルゲープリンセスましゅろんの攻略部べ屋や』の管理人である金きん髪ぱつツインテールの少女、ましゅろんとの戦いから一週間が経たったある日のこと。Ｇ研のボスこと京きよう子こ先せん輩ぱいが、「改めて究極のギャルゲーを作る方法を考えてみましょう」と原点に立ち返り、この世の誰だれもが即答不可能な大げさなテーマをメンバーに投げかけてきた。

「椎しい名な、究極のギャルゲーを作る方法を五文字以内で答えなさい」

「……いや、クイズじゃないんですから」

　おれは呆あきれ気ぎ味みにつぶやく。

「というかですね……ある日突然ポンと答えが出るような、簡かん単たんなテーマじゃないと思いますよ。究極のギャルゲーを作るっていうお題目は」

「どうしてよ？」

「いや、だって、ギャルゲーってシナリオとか絵とか音楽とかプログラムとか、たくさんの要素が組み合わさって一本のゲームになるわけじゃないですか？　シナリオを書く作業と絵を描かく作業はまったく別物ですよね？　だから、究極のギャルゲーを作ろうと思ったら、大おお雑ざつ把ぱに議ぎ論ろんするんじゃなくて、『究極のシナリオ』とか『究極のヒロイン』とか、要素別に具体的な議論を行う必要があると思うんですよ」

「なるほど」

「なるほどだなー」

「……なるほどですね」

「なるほどなのか？」

「なるほどかもしれません」

　さて、どのセリフが誰だれのセリフでしょうか？　五人全員のセリフを言い当てた人にはＧ研が制作した究極のギャルゲーをプレゼントしちゃいます！　……というのはもちろん冗じよう談だんだ。

　おれの何気ない意見に全員が頷うなずいたものだから、ちょっと気が動転してしまった。

　雪ゆき平ひらだけは疑問形だったけど……。

「椎名にしてはいいことを言うじゃない」

　京子先輩がホワイトボードに『究極のシナリオ』と書き殴る。そして、「ドン！」とボードを叩たたいてみんなの注目を集め、「さっそく議論に移りましょう」と息巻いた。

「究極のシナリオかー」サヤカ先輩が腕組みをし、うーん、と唸うなる。「あたしがいの一番にアイデアを出さないと、示しがつかないよなー。シナリオライターだしー」

「……ここでサヤカを出し抜けばメインシナリオライターの座を奪うばえますね（ニヤリ）」

「おやおや。凜りんさん、あたしとガチでやり合うつもりかね？」

「……ふふふ、望むところです」

「カオルちゃんも参戦しますぞ！　音楽部門に続き、シナリオ部門も制せい覇はするのだ！」

　雪ゆき平ひらがおれの周りでピョンピョン飛とび跳はねる。見たくもないものが一いつ瞬しゆん見えたような気がするが、たぶん気のせいだろう。ちなみにおれは相あいも変わらず床ゆかの上にクッション座り。おれ専用の席が設置される気配けはいは今のところない。

「みんな気合いが入っているわね。いいことだわ。──あ、そうよ。どうせ議ぎ論ろんするなら対戦形式にしましょう。そのほうが絶対盛り上がるわ」

「もしかしてまたポイント制ですか？　最下位になったら罰ばつゲームっていう……」

　思い出したくもない記き憶おくが脳のう裏りによみがえる。巨乳小学生を無理やりナンパさせられ、危うく逮たい捕ほされそうになった最悪な思い出が……。マイナス九百九十九ポイントを獲かく得とく（むしろ失っている）したおれに与えられた罰ゲームがそれだったのだ。

「今回は個人戦ではなく団体戦にするわ。それも一年生ＶＳ二年生よ」

「お、そりゃいーなー。面おも白しろそうだー」

「……燃もえ燃もえです」

　先せん輩ぱいたちがワイワイ言いながらホワイトボードの前に集まる。

　一年生チームも、雪平の「ウスノロドモ集まれ！」の号令によって渋しぶ々しぶ集結した。

「そういや、審しん判ぱんはどうするんだ？　今回は京きよう子こも参戦するわけだろ？」

　サヤカ先輩が疑問を唱えた。もっともな疑問である。

「心配いらないわ」

　そう言って京子先輩がパソコンの前に座る。何をするのかと画面を覗のぞき込むと、インターネット電話用のアプリを立ち上げていた。京子先輩はオンラインのメンバーから、『ましゅろん』を選せん択たくし、迷うことなくコールした。さっとヘッドセットを装着し、応答のあったましゅろんと会話を始める。おそらく、ましゅろんを審判にするつもりなのだろう。おれの推測通り、数分後、ヘッドセットを頭から外した京子先輩が、「ましゅろんが審判を引き受けてくれたわ」とみんなに報告した。

「ましゅろん、ここに来るんですか？　それともネット上でやり取りを？」

「電話だけでなんとかなるでしょう」

　京子先輩がマウスを操そう作さし、スピーカーからましゅろんの声が聞こえるように設定を変更した。声だけでもやかましそうだなぁ、と思っていると、雪平が机の上のヘッドセットのマイクに、「ましゅろん！　カオルちゃんですぞ！」と無む駄だに大きな声で呼びかけた。

　──と、その直後、

【こんにちは　しんぱんやくの　ましゅろんです──　どうぞ　よろしくおねがいします　はっきりしていってね～】

　明らかにましゅろんの声ではない……というか機き械かい的てきな音声がスピーカーから流れた。

「おー、この合成音声は動画サイトの実況プレイ動画なんかで有名な『はっきり』だな」

「はっきり？　なんですかそれ？」

「しーな、知らないのかー？」サヤカ先せん輩ぱいの解説が始まる。「いわゆる『読み上げソフト』だよ。掲示板のレスを読み上げるときに使うものなんだけど、動画サイトなんかでもこのソフトを使った実況動画が流は行やってるんだよ。『はっきり』は他ほかの合成音声と比べると声が平坦で全然リアルじゃないんだけど、このリアルじゃない声で『死んでください。よろしくお願ねがいします』とか言われると、笑っちゃうんだよなー」

「愛あい嬌きようがありますよね。私もけっこう好きです」と川かわ野の辺べさん。

「……これもある種のギャップ萌もえです」と秋あき葉ばさん。

【それでは　はりきって　まいりましょう　よろしくおねがいします】

　間の抜けた声がスピーカーから発せられた。

　なるほど。たしかに愛嬌のある声だな。でも、イントネーションが微妙に狂っているような気がするんだけど、これ、わざとやってんのかな？　それとも仕様か？

【なお　ゆうしょうちーむには　ましゅろんてぃーしゃつが　じゅよされます　わすれたころに　ちゃくばらいでとどきますので　じゅうぶんに　ちゅういしてください──　ましゅろんてぃーしゃつとは　しろじのてぃーしゃつに　ひらがなで　おおきく　ま　とかいてあるてぃーしゃつです　たいへんこうかなものです　だいじにしてください　よろしくおねがいします】

　必ず最後に『よろしくおねがいします』がつくんだな。

　……ってか、ましゅろんＴシャツってなんだよ。しかも着払いで届くとか……。

「そろそろ勝負に移りましょう。時間がもったいないわ」

　京きよう子こ先せん輩ぱいのその一声で、さっそく一年生ＶＳ二年生のアイデアバトルが開始。

　二年生チームはホワイトボードの前に、一年生チームは少し離はなれて扉近くに陣取った。

「ジャンルはましゅろんに任せるわ。シナリオでもキャラクターでも、ギャルゲーに関することならなんでも問題にしてくれてかまわないわ。今の私たちに求められているのは『究極』に準ずるアイデアだけよ。どんなときも『究極』を意い識しきしなさい。いいわね？」

　京子先輩の演説が終わると、ましゅろんが合成音声を駆く使しして最初のお題を提示した。

【つんでれを　だいざいにした　いんぱくとのある　ぎゃるげーのたいとるを　かんがえてください　せいげんじかんはじゅっぷんです　よろしくおねがいします】

　──ツンデレを題材にしたインパクトのあるギャルゲーのタイトル。

　ネーミングセンスが問われる勝負だ。ツンデレを題材にしたギャルゲー……ということだから、それとはっきりわかるようなタイトルにしないとダメだろう。

「タイトルかぁ。どんなのがいいかな？」川かわ野の辺べさんが声をひそめながら言う。「ツンデレ……ツンデレ……ツンデレ……ツンデレ無む双そう？」

「それ、ゲームの種類が違うよ」ツンデレが一体何を薙なぎ払うつもりだ。

「カオルちゃんに名案があります」雪ゆき平ひらがしゅたっと手を上げた。

「名案はいいけど、お前、もうちょっと声のボリューム落とせ。先せん輩ぱいたちに聞こえるぞ」

「声をひそめるのか？（推定50ホン＝ファミレスの喧けん騒そうレベル）」

「……お前、内ない緒しよ話ばなしとか苦にが手てそうだよな」

　地声の大きさも問題だが、そもそもデリカシーが著いちじるしく欠かけている雪平に、配はい慮りよや気き遣づかいを期待するほうが間違っているのかもしれない。

「それで名案って？」川野辺さんが訊きく。

「カオルちゃんの名案が勝負の明暗をわけるのである」

「それが名案？　……だったら怒るよ？」

　川野辺さんが珍しく低い声で言う。すごみのある声だった。

「も、もちろん、今のは軽いジョークなのだ……」

　ヘラヘラ笑いながら誤ご魔ま化かす雪平。ヘタレにもほどがある。

「名案とは当然タイトルのことなのだ。……むふ、敵チームにアイデアを盗まれる恐れがあるから、筆ひつ談だんにするのだ。雄ゆう介すけ、今すぐ紙とペンを用意しろ！」

「ほらよ」

　おれはあらかじめ用意しておいたメモ用紙とシャーペンを雪平に手渡した。

「むふー。さすがは我わが参さん謀ぼうなのだ。雄介、近々昇進だぞ？」

「参謀に昇進とかあるのかよ」

「あるのだ！」

　言いつつ雪平がシャーペンを握り、メモ用紙に長ったらしい文字を書き殴った。

　そこには『史上最強のツンデレましゅろん！～果たして彼女がデレる日は来るのか!?～』という審しん判ぱんに喧けん嘩かを売っているとしか思えないトチ狂ったタイトルが書いてあった。

「お前、そんなに自じ爆ばくしたいのか？　っていうか……単なるアホですか？」

「むふー？　ちょっと何を言ってるのかわからないですね？」

「とぼけんな！」

　叫びながら雪平の頭を激はげしくシェイクさせると、痛いのだー、痛いのだー、とペンギンみたいに手足をバタバタさせながらもがきまくった。

「うーん、でもタイトル自体はけっこういいと思わない？」

「ん？」「むふー？」

　おれが手の動きを止めると、それにつられて雪平も暴あばれるのを止やめた。

「だってほら、『史上最強』とか『デレる日は来るのか!?』とか、すごくわかりやすいし」

「……た、たしかに」

「おやおや？」雪ゆき平ひらが顔を傾け、おれの顔を覗のぞき込む。「カオルちゃんの大勝利ですかな？」

「くっ……」

「雄ゆう介すけは左さ遷せん決定。新たな参さん謀ばうには陽ひ香か理りを抜ばつ擢てきするのだ」

「二人ふたりとも喧けん嘩かしないの」川かわ野の辺べさんが仲裁に入る。「早くしないと十分経たっちゃうよ？」

「そっか、制限時間があるんだった。……じゃ、じゃあ、とりあえず雪平案の『史上最強のツンデレましゅろん！～果たして彼女がデレる日は来るのか!?～』を改変する方向で考えるとして……いや、待てよ。『ましゅろん』の部分だけ差し替えればそれでいいんじゃない？」

「そだねー」と頷うなずく川野辺さん。「えーっとぉ、史上最強のツンデレ。そのあとに続く言葉だから……ツンデレ……ツンデレ……ツンデレ……ツンデレ無む双そう？」

「だから、それはゲームのジャンルが違うから……」

「え、えっと、だったら、ツンデレ……ツンデレ……ツンデレ……ツンデレ女子？」

「ツンデレ女子か。うん、いいんじゃない？　○○女子って呼び方、巷ちまたで流は行やってるし」

「決定か？　決定なのか？」

　まだなんらかの微び調ちよう整せいが必要かなぁ、と考えを巡めぐらせていると、

【しゅーりょー　しゅーりょー　でございます　よろしくおねがいします】

　終了を伝えるアナウンスがスピーカーから流れた。

　結局、おれたちは『史上最強のツンデレ女子！～果たして彼女がデレる日は来るのか!?～』というタイトルで先せん輩ぱいたちと勝負することになった。

「それでは採点と行きましょうか。ましゅろん、お願ねがいね？」

　京きよう子こ先輩がマイク越しにましゅろんへ呼びかける。両チームとも、すでにチャット機き能のうを使って、『ツンデレを題材にしたインパクトのあるギャルゲーのタイトル』をましゅろんに伝えてある。あとはどちらに軍配が上がるのか、ましゅろんの判決を待つのみ。

【はいはい　ではまず　いちねんせいちーむの　さいてんからです　たいとるは『史上最強のツンデレ女子！～果たして彼女がデレる日は来るのか!?～』です　これはなかなか　おもしろいたいとるだと　おもいます──　ただ　ちょっとながいので　ちょっぴりげんてん……　しかし　それでも　こうとくてん　はちじゅうごてんは　さしあげてもいいかな　なんておもったり　よろしくおねがいします】

　八十五点か。たしかにこのタイトルは長すぎだよな。キャッチコピーみたいなサブタイトルまでついてるし。でも、雪平の案が元になってこの点数なら悪くない。

「むふー。ましゅろんの採点は厳きびしいのだー」

「そうかな？　妥当だと思うよ？」

　雪平はともかく、川野辺さんはおれと同じような認にん識しきみたいだな。

「八十五点かー。なかなかやるなー」

「……ツンデレハンターの私の食指がわずかに動く程度には面おも白しろいタイトルですね」

　そういや、あっちにはツンデレマニアの秋あき葉ばさんがいたんだっけ。といっても、ネーミングセンスはまた別の問題だからな。要注意なのはむしろシナリオ担当のサヤカ先せん輩ぱいだろう。もちろんオールラウンダーの京きよう子こ先せん輩ぱいも侮あなどれない。

【にねんせいちーむの　さいてんに　うつりたいと　おもいます】

　ましゅろんが合成音声を操あやつり、先輩たちのタイトル案に評価を下す。

【たいとるは『ツンデレ・ユニバース』です】

　案外、普通のタイトルだった。

　これは勝てるんじゃないのか？　と内心で勝ちを意い識しきしていると、

【──あらすじ】

　ましゅろんが続けて、「あらすじ」を語り出した。

【あるひ　いせかいから　やってきた　『ツンデーレ・ユートピアー』なるしょうじょが　しゅじんこうのまえに　すがたをあらわし『まもなくこの世界は消滅してしまいます。消滅を防ぐためにはツンデレ少女がデレた瞬しゆん間かんに発する、固有のパワーを集める必要があります』と　おどろきの　しんじつを　あかす……　いせかいのてくのろじーを　みせられたしゅじんこうは　なぞの　しょうじょに　きょうりょくするため　ひきこもりせいかつから　だっきゃくし　いせかいの　てくのろじーを　もちいて　ばったばったと　つんでれしょうじょたちを　つぎつぎに　でれさせていく──　せかいの　しょうめつを　ふせぐためには　ひゃくにんぶんの　つんでれぱわーが　ひつようで　さらに──】

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！」おれは途と中ちゆうで口を挟はさんだ。「どうしてあらすじがあるんですか？　これ、タイトル勝負じゃないんですか？」

「はっはっはー。何を言っているのかね、しーなくん？　ましゅろんは、タイトルのみ、とは一言も言ってないぞ？　あらすじをつけちゃいけない、なんてルールはなかったはずだー」

「え、だって、そんな……」

「おーい、ましゅろーん。問題ないよなー？」

　サヤカ先輩がマイクに向かって話しかける。すると、ノイズが若じやつ干かん入ったあと、

【はい　なんの　もんだいも　ございません　よろしくおねがいします】

「噓うそだろ!?」「ズルイのだ！」「……反則ですよぉ」

　三者三様のリアクションを見せる一年生チームの面々。

　だが、審しん判ぱん役やくのましゅろんはおれたちの批判を聞き流し、

【あ　そうです　さいてんを　していませんでしたね　しつれいしました……　さて　にねんせいちーむの『ツンデレ・ユニバース』ですが　ひじょーに　せっていが　おもしろいです　しかも　いちねんせいちーむよりも　はなしのすけーるが　おおきい　よって　きゅうじゅうごてん　さしあげたい──　このように　おもっています　よろしくおねがいします】

　九十五点。こちらを十点も上回っている。点数だけ見るとおれたちの負けだが──

「納なつ得とくいかねぇ」「納得がいかないのだ！」「納得がいきません……」

　三人そろって不満を口にした。温厚な川かわ野の辺べさんでさえ憤ふん慨がいしている様よう子す。

　よし。ここはチームを代表して、このおれが先せん輩ぱいたちにビシッと言ってやろう。

「京きよう子こ先輩……」

「何かしら？」

「そ、そのですね……」くっ、ちっこいのにこの威圧感はなんなんだ……。「ましゅろんは問題ないと言いましたけど、やっぱりあらすじをつけるのは卑ひ怯きようだと思うんですよ」

「椎しい名な？　考えてもみなさい？　漫まん画がや小説は比較的安価だけれど、ギャルゲーは、特に中高生には安い買い物とは言えないわ。つまり、『タイトルのみ』でギャルゲーを購こう入にゆうしようと考えるギャルゲーユーザーはほとんどいないと考えていい。最低でも、あらすじや、ヒロインのビジュアルくらいは事前に調しらべるはずよ。そうでしょう？　椎名、あなたたちは、広報活動を怠おこたったのよ。私たちにアピール力で負けたの。──つまり、そういうことよ」

　……どういうことだよ。さっぱり意味わかんねぇよ。

　京子先輩の屁へ理屈に頭を悩ませていると、

【そろそろ　つぎの　もんだいに　うつってもいい？】

　ましゅろんが、微妙に口く調ちようを変えて語りかけてきた。ちょっと馴なれ馴なれしい。

【つぎのおだいは　いもうとです　いもうとを　だいざいにした　いんぱくとのある　ぎゃるげーのたいとるを　かんがえてください　せいげんじかんは　さきほどとおなじ　じゅっぷんです　よろしくおねがいします】

　またタイトル勝負か。……あ、そうだ。一応、先輩に釘くぎを刺しておこう。

「京子先輩、次の問題は、あらすじなしってことにしませんか？」

「タイトルのみで勝負ってこと？」

「別にあらすじ付きでもいいですけど、その場合、おれたちもあらすじ付けますよ？」

「まあいいわ。椎名の提案に乗ってあげる。今度は純粋にタイトルのみで勝負しましょう」

「お願ねがいします」

　危ない危ない。あっちにはシナリオ担当のサヤカ先輩がいるんだ。あらすじありだったらこちらが圧倒的に不利。タイトルのみの勝負に持ち込めたのは幸運と言える。

「まずは究極の妹像を考えるのだ！」

「うん。そうだね。そこが一番のポイントだよね」

　自陣に戻ると、雪ゆき平ひらと川野辺さんが先に話し合いを始めていた。

「ツンデレシスター・イン・ユニバース……でどうだ？」

「さっきの先輩たちのアイデアにシスターくっつけただけだろ、それ……」

「定てい番ばんの妹キャラと言えば」川かわ野の辺べさんが難むずかしい顔で既き存そんの妹キャラをなぞる。「おしとやかな妹。騒さわがしい妹。ツンデレな妹。無口な妹。ヤンデレ風ふう味みな妹。子供っぽい妹。うーん、他ほかに何かあるかな？」

「吸きゆう血けつ鬼きの妹！　実じつ年ねん齢れい五千歳！」

　雪ゆき平ひらが唐とう突とつにアイデアを口にした。インパクトのある設定ではあるが──

「実年齢五千歳って、兄貴は何歳なんだ？　兄貴も吸血鬼なのか？」

「兄は普通の人間なのだ」

「ちょっと待て。妹が五千歳なのに人間の兄貴が同じ時代に生存してるのはおかしいだろ」

「タイムマシンを使う？　もしくは冷凍保存？」

「……どんなギャルゲーだ」

「な、ならばこれはどうだ！　雑誌モデルをやっている中学生の妹！」

「設定がやけに具体的だな。っていうか──」どこかで聞き覚えが……。

「しかし！　その実態は、オタク趣しゆ味みが高じて、エロゲーにまで手を出してしまった隠かくれオタク！　兄のおれが言うのもなんだけど妹はなかなかの美人だ！　最近ちっとも会話してくれないけどな！　──以上が、カオルちゃんが考えたオリジナルの妹キャラです。ちなみにタイトルは、『カオルちゃんが考えた妹キャラがこんなに不人気なわけがない』なのだー」

「お前、訴えられても知らんからな？」「カオルちゃんって命知らずだよね」

　二人ふたりで容赦なくツッコミを加えた。ここでしっかりとツッコミを入れておかなければ様さま々ざまな人に迷めい惑わくがかかる。……そんな気がしたのだ。

【のこりじかん　ごふんです　そろそろ　このしゃべりかたに　いらいらしてきた　ところではないでしょうか　ひらがなばかりで　よみにくい？　よけいなおせわです　よろしくおねがいします】

「わっ、わっ、急がないと。急がないと」

「よし！　ならばカオルちゃんが、とっておきのアイデアを！」

「どんなアイデアだ？」

「攻略対象のヒロインを大胆にも全員主人公の妹にした、十二人の妹が登場するギャルゲーなのだ！　タイトルはシスター・プリ──」

「だから丸パクリは止やめろって！」

　再び雪平の頭を揺ゆさぶると、むひゅー、と妙な奇声を発し、獰どう猛もうな野生動物のように暴あばれ出した。そして、大人おとなしくなったと思ったら、「……同じ会社だから大丈夫だと思ったのだ」とわけのわからないことを言い出した。ついに頭がおかしくなったのだろうか。

「あー、妹十二人はダメだけどさ、たとえば妹が五人、姉が五人出てきて、十人の姉妹で主人公を奪うばい合う……みたいなギャルゲーはどうだろうか？」

「なるほどー。妹だけじゃなくて、姉キャラも出すんだね。……あ、それなら妹好きにも姉好きにもアピールできるし、うん、いいんじゃない？」

「タイトルはどうするのだ？」復活した雪ゆき平ひらがおれに尋たずねる。

「そうだな。『妹ＶＳ姉～史上最強の姉妹喧げん嘩か～』とか……かな？」

「それだと、さっきのと路ろ線せんがかぶってない？」

「かぶっているのだ」

「え……じゃあ、どうしよう？」

「どうしようか？」

「どうすればいいのだ？」

「…………」「…………」「…………」

　誰だれもが無言。誰もが無表情。誰もがアイデアに詰まってしまった。

　しかも──

【しゅーりょー　しゅーりょー　でございます　よろしくおねがいします】

　ロクに話し合いもできないまま時間切れ。

　さらに、結果のほうも悲ひ惨さんで、

【さいしょのと　にてるよ？　にてるよね？　にてますよね？　よって　ろくじゅってん　おなじては　つうようしません　ばーかばーか　あほーあほー】

　罵ば倒とうの文句のおまけつきだった。

「ありゃりゃー」

「……ギャルゲーマスター椎しい名ながついていながら、そのザマとは。正直がっかりです」

「椎名？　真ま面じ目めにやっているの？　実は手を抜いているんじゃない？」

　勝ちを確かく信しんしたのか、先せん輩ぱいたちの発言には余裕があった。

　一方、おれたちには返す言葉もない。

　……勝負の世界は厳きびしいな。言いわけとか一切できないし。

【にねんせいちーむの　さいてんに　うつりたいと　おもいます　たいとるは『おれの妹が三十人もいるわけがない～クラスメイトは全員妹!?～』です　このたいとるは　たいへんすばらしいですね　くらすめいとが　ぜんいんいもうと……　このせっていが　きもです　とてもきにいりました　きゅうじゅうはちてん　さしあげます　よろしくおねがいします】

　やったぜ九十八点！　とサヤカ先輩が飛び上って喜びを表現する。

　京きよう子こ先輩は、「当然の結果ね」と目を眇すがめ、秋あき葉ばさんは「ちなみに三十人の妹のうち、ツンデレキャラは十五人います」と訊きいてもいない詳細設定を語り始めた。

「……くそっ、パクリ臭くさいタイトルなのに……どうして九十八点も……」

「ひいき！　ひいきなのだ！　ましゅろんは敵に買収されているのだ！」

【ひとぎきの　わるいことを　いわないでください　ぶっころしますよ？】

　間かん髪ぱつ入いれずにましゅろんが反はん論ろんしてきた。さすがに目ざとい。

【つぎの　もんだいに　うつりたいとおもいます　よろしくおねがいします（二倍速）】

　理由はわからないが、急に喋しやべりが速くなった。だが聞き取れない速度ではない。

【つぎは　ひろいんの　せっていしょうぶです　これぞ　きゅうきょくと　おもう　ひろいんぞうを　かんがえてください　せいかくや　ようしなどのとくちょうを　ぶんしょうで　ひょうげんし　それを　かいとうとしてください……　せいげんじかんは　ごふんです　なお　このもんだいで　らすとくえすちょんと　させていただきます──　びようしつに　よやくを　いれているのです　よろしくおねがいします（二倍速）】

　制限時間が五分と短いのは間違いなくましゅろんの都つ合ごうだろう。

【ちなみに　さいごのもんだいは　ぽいんとが　さんばいになります　いちねんせいちーむにも　まだ　ぎゃくてんの　めが　ありますよ？　そうそう　しょうしゃには　ましゅろんてぃーしゃつが　あたえられますが　はいしゃには　ばつげーむが　まっています（二倍速）】

「罰ばつゲーム!?」雪ゆき平ひらが真まっ先さきに悲鳴を上げた。「どんな罰ゲームなのだ!?」

【しっこくらばーの　ばっどえんどを　えんじてもらいます　かえでと　めぐみが　しゅじんこうに　ぶきをもって　おそいかかるしーんです（二倍速）】

「主人公に襲おそいかかるシーン……？」

　嫌いやな予感がする。いや、嫌な予感しかしない、と言うべきか。

『漆しつ黒こくラバー』とはこの夏、ギャルゲー界に旋せん風ぷうを巻き起こしたシナリオ重視のシリアスな雰囲気のギャルゲーなのだが、ましゅろんが言う『ヒロインたちが主人公に襲いかかるシーン』というのはバッドエンド直前の悲ひ惨さんなシーンの一つで、ヒロインたちを裏切るような選せん択たく肢しを選えらび続けることによってこのシーンは発生する。たしか、メインヒロインの夢ゆめ川かわカエデが両手に持ったカッターナイフで、カエデと双そう璧へきをなすもう一人ひとりのヒロイン、刺刀かみそりメグミが日本刀で、それぞれ襲いかかってくるシーンだったと思う。

「カオルちゃんがメグミ役で、陽ひ香か理りがカエデ役。それで問題ないな？」

「あ、うん、私はそれで……」

「ちょ、ちょっと？　なんで二人ふたりとも負けることを前提に話進めてんの？」

「雄ゆう介すけは主人公役なのだー」

「いやいやいや！　メグミ役をおれがやって、雪平が主人公役をやるほうが──」

「主人公は男がやるべきなのだ！」「そ、そうだよ！」

　……酷ひどい。酷すぎる。おれを生贄いけにえにして、二人して保身に走るなんて……。

「おーい、しーなー。制限時間五分だぞー？　大丈夫かー？」

「…………ああ」

　これは……終わったな。

「雄介！　諦あきらめるな！　諦めたらそこで試合終了だぞ！（ボリボリ）」

「ボリボリ言わせんな！　何食ってんだよ！　名言が台無しだろうが！」

「二人ふたりともいがみ合ってる場合じゃないよぉ。急がないとー……」

【のこり　いっぷんです　よろしくおねがいします（二倍速）】

「い、一分って!?　もう無理だろ！」

「雄ゆう介すけ！　お得意の『選せん択たく肢し心しん眼がん能力』でなんとかするのだ！（ボリボリ）」

「だからボリボリ言わせんなって！」

　おれたちは最低最悪のチームワークを発揮し、アイデアと呼ぶのもおこがましい、なんの捻ひねりもない、思いつきですらない、粗末なアイデアをましゅろんに提出した。

　苦くるし紛まぎれに提出したヒロインの設定──それは『ツンデレ妹』という凡ぼん庸ようなアイデア。

　あまりにも低レベルな回答だったからか、ましゅろんからは批評の言葉すらもらえず、

【にてん（二倍速）】

　点数のみの発表だった。罵ば倒とうする気にすらなれなかったのだろう。

　一方、先せん輩ぱいたちのアイデアには高得点がつけられ、

【おさななじみ　いもうと　つんでれ　せいとかいちょう　ぽにーてーる　びょうじゃく　まさか　ひとりのひろいんに　これだけの　ぞくせいを　かんびさせるとは　おみごと　おみごとです　たいへん　すばらしい　ひろいんです　げーむかをきぼうします　そして　このあいであには　ひゃくてん　さしあげたいとおもいます　よろしくおねがいします（二倍速）】

「やったー。満点だー」サヤカ先輩が秋あき葉ばさんとハイタッチする。「いやぁー、『全すべての属性を組み合わせればいいのよ！』って京きよう子こが言い出したときは、どうなることかと思ったけど、案外上う手まくいくもんだなー」

「……さすがは京子です。私は京子に一生ついていきます」

「たまたま思いついたことを口にしただけよ」

　京子先輩が薄うすく微笑ほほえみながら視し線せんを一年生チームに向ける。

「ところで、あなたたち？　覚悟はできてる？」

「うっ……」「むふー……」「はい……」

　完全敗北を喫きつしたおれたちに勝者へ返す言葉などあるはずもなかった。もっとも、今回の罰ばつゲームはおれの一人ひとり罰ゲームみたいなものだ。この罰ゲームで痛い目を見るのは、ヒロインたちに滅多めつた刺ざしにされる主人公……その役を演じるおれなのだから。

「あー、漆しつ黒こくラバーのバッドエンドだっけ？」

「……制服などのコスプレ衣い装しようはありませんが、カッターナイフと摸も造ぞう刀とうならあります。たしか模造刀はロッカーの中に。刃渡り七十センチの本格的な模造刀です」

「この一番右のロッカーだったよな？」サヤカ先輩がさっそくロッカーに駆かけ寄る。「あったあったー。んー、ちょっと埃ほこりかぶってるなー」

「陽ひ香か理り。カッターナイフはこれを使いなさい。右手に青いカッターナイフ、左手に赤いカッターナイフ。ちゃんと原作を再現しないとね。……もちろん主人公が刺されるシーンも」

　ひ、ひぃ！　今、なんかサラッと恐ろしいこと言いましたよ！　このちびっ子先せん輩ぱい！

「よっし。ウェブカメラ設置かんりょー。これでましゅろんも、椎しい名なの流血シーンをライブで楽しめるなー！」

「……私も手ぶれを防ぐため、今回は三脚を使いたいと思います」

　着々と準備が進んでいる。……おれが惨ざん殺さつされる瞬しゆん間かんを撮さつ影えいするための準備が。

　ど、どうする？　逃げるか？　逃げちまうか？

　原作ではまずカエデにカッターナイフでメッタ刺しにされて、その後、逃走する主人公を二人ふたりが刃物を持ったまま追いかけ回して、隣となり町まちとの境にあるつり橋まで追い込み、最後はメグミの刀がお腹なかに突き刺さって、そのまま橋から転落……。

「けっこう重いのだー（よろよろ）」

　雪ゆき平ひらが早くも摸造刀を両手で持ち上げ、ヒュンヒュン、と素す振ぶりを始めている。

「えっと、たしかカエデは……スカートのポケットにカッターナイフを……（ブツブツ）」

　川かわ野の辺べさんも案外ノリノリだった。誰だれに命令されたわけでもなく役作りに精せいを出している。

　……川野辺さんはともかく、雪平は危険人物だからな。悪ノリして、本気でおれに斬きりかかってくるんじゃないのか？　……ありえる。十分ありえるぞ。

「いち、にー、さん、しー！　ごー、ろく、しち、はち！　むふ────っ！」

　髪を振り乱しながら素振りを繰くり返す雪平。……すでに目つきがヤバい。

　こ、これはマジで逃げたほうが身のためなんじゃないのか……？

「椎名？　どこへ行くつもり？　もうすぐ本番よ？」

「……ちょっとトイレに」そしてそのままバックレてしまおうかと。

「はっはっはー。しーなー？　どこへ行こうと言うのかねー？」

「……ふふふ、逃がしはしませんよ」

　おれの思考を事前に察知していたのか、サヤカ先輩と秋あき葉ばさんが扉の前に立たち塞ふさがった。

「くっ……」

　おれは一いつ旦たん戸口の前から離はなれ、周囲を見回した。

　入り口は完全に塞がれている。

　他ほかに出口はない。──いや、待てよ？

　あるじゃないか、もう一つ。

　窓がある。

　Ｇ研の部室があるのは部室棟の二階だが、飛び降りられない高さではない。

「……もうこの案しかない」

　おれは先輩たちと接触しないよう、部室の中央に並べられた机の塊かたまりを時計とけい回まわりにぐるっと迂う回かいし、窓まど際ぎわに向かった。

「よっと……！」

　そして鍵かぎのかかっていない窓を手早く開けると勢いよく縁ふちに飛び乗った。

「あっ、椎しい名な、待ちなさい！　逃げるなんて卑ひ怯きようよ！」

「今日きようは早退させてもらいます！　死にたくないので──っ！」

　窓の外に足がかけられそうなでっぱりがあった。

　おれはそれを伝って横に移動した。

【みそこないました　みそこないました　みそこないましたー！　ぎゃるげーますたーは　いさぎよい　おとこだと　おもっていたのに　よろしく……　するか！】

　最後の、『するか！』のところだけ、ましゅろん本人の声が流れた。

　ドスの効きいた演技派の声だった。

「雄ゆう介すけ！　待つのだ！　原作通り、刀の錆さびになるのだ！」

　雪ゆき平ひらが壁かべのでっぱりを伝って追いかけてきた。

　まずいぞ、早く下に降りないと！

「もう少し左、左に寄って……よし！　ここだ！」

　おれはコンクリートの地面を避け、雑草の生はえた土の上を着地ポイントに定めた。

　しかし──

「む、無理だろこれ……」

　たかが二階と高をくくっていたが、思っていたよりも高さがある。

「ゆ、雄介……。は、早く……も、戻ってくるのだぁ……」

「ちょ、止やめろ、雪平っ！」

　雪平が足をガタガタ震ふるえさせながら刀でおれのお尻しりを突っつく。

　高いところが苦にが手てなのか、それともヘタレ故ゆえか、メグミ役の雪平は壁かべに寄りかかり、へっぴり腰でバランスを取っている。

「……ゆ、ゆーすけぇ」

「だから止めろ………………って、あああっ!?」

　とにかく部室に引き返そうと狭い足場で身体からだの向きを変えようとすると──

　──コツン。

　雪平が手に持っている刀の切っ先がおれの腹に当たった。

　たいした刺し激げきではなかった。

　だが……おれを突き落とすには十分な衝しよう撃げきで──

「うわあああああああああああ──っ!?」

　おれは後ろ向きのまま転落してしまった。

「……原作再現。……さすがギャルゲーマスター椎名ですね……」

「おおー！　やるじゃん、しーなー！」

　たしかに原作もこんなふうな結末でしたけどおおおお！

　でもこれはあああああ！

　これはないですよおおおおお！

　バッドエンドを回かい避ひするつもりが、結果として、メグミの神速の一突きで高さ百メートルのつり橋から転落した、『漆しつ黒こくラバー』の主人公の気持ちを味わう羽は目めになった。

「わあああああああああああああ！」

　絶叫しながらの落下はわずか一秒ほどの出来事だった。

　そして、着地──

　体勢はかなり危うかったが、どうにか足から着地することができた。

　──グキっ！

　しかし、着地の瞬しゆん間かん、嫌いやな音が……。

「た、大変なのだ!?　雄ゆう介すけが芋いも虫むしのようにのたうち回っているのだ!?」

「……わわわっ、椎しい名な君くんがぁ、椎名君がぁ！」

　このあと、おれは先せん輩ぱいたちの手によって保健室へ、さらに病院へと移送された。

　病院では「軽い捻ねん挫ざですね」と診断された。

　全治三日。

　……しょぼい怪け我がといったら不ふ謹きん慎しんだが──

　情なさけなくてその日は先輩たちの顔をまともに見ることができなかった。

　ただ、おれの意に反し、先輩たちは、「ナイスガッツ！」とか「……お見それしました」とか「原作通りね」とか「雄介は男なのだ」とか「椎名君の最後……見届けたよ」とか、ありったけの賛さん辞じの言葉をおれに浴びせた。

　捻ねん挫ざと引ひき換かえに手に入れた新たな称号は『バッドエンドマスター椎名』。

　……実に不本意な結末であった。
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　まだかまだか、と待ち合わせ場所の改札口の前で、周囲をきょろきょろ見回していると、「ちこくだ、ちこくだー」と言いながらサヤカ先せん輩ぱいが駆かけてきた。

「悪い悪い。いやー、服選えらびに時間かかっちゃってさー」

「そ、そうですか……」

　ふんわりしたスカートに上品なデザインのシャツ。

　さらに胸には鮮あざやかな色のネクタイ。

　まるでファッション雑誌の表紙から飛び出してきたかのようだった。
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　単なる寝坊とかだったら、文句の一つも言ってやるところだったが、「服選びに時間かかっちゃってさー」とこんな短いスカートをひらひらさせながら片目を眇すがめて手を合わせられたら、三十分の遅刻くらい簡かん単たんに許せてしまうし、世界不況や地球温暖化ですら、「大丈夫だ、問題ない」と思えてくる。

「ん？　サヤカ先輩、何やってるんですか？」

「メモだよ、メモ」

「メモ？」

　サヤカ先せん輩ぱいがペンを走らせている手帳を覗のぞき込むと、そこには『女の子が気合いを入れて着飾ってきたときの男の反応』と題し、先ほどのおれのリアクションが事細かに記されていた。

　……なるほど。実じつ験けんの一いつ環かんだったか。

「んじゃ、いこーかー」

　手帳をしまったサヤカ先輩が、先に改札口を抜ける。おれもすぐにあとを追った。

　ホームに停とまっていた電車に乗り込み、座席に並んで座ると、まもなく電車が動き出した。

「んー、今日きようはいい天気だなー。絶好のデート日和びよりだぜー」

「で、デートじゃなくて……ネタ探しでしょう？」

「若い男女が街を練り歩く。これをデートと言わずして、なんと申しましょうか」

「……えーと、つまり、サヤカ先輩はおれとデートがしたいんですか？」

「えー。しーなとでーと？　えぇー。えええぇー」

「なんで……そんな露ろ骨こつに嫌いやそうな顔を？」

　ってか先にデートって言い出したのサヤカ先輩じゃないか……。

「だってさー、しーなは人間という枠組みを逸いつ脱だつした、いわば『人じん外がい』の存在だろー？　さすがのサヤカ先輩も人外とは付き合えないわー。無理だわー」

「いやいやいや！　おれは真ま人間ですから！」

「はははー！　真人間ってー！　真人間ってー！　あはははー、それはないわー。しーなに限ってそれはないわー　ありえんし、ありえへんし、ありえまへんですわー」

「……方言混ぜすぎでしょ……」

「ま、デート云うん々ぬんは冗じよう談だんとしてさー」

　やっぱり冗談ですか。……って、そりゃそうだよな。

「今日はネタ探しってことで、渋しぶ谷やに出て、女の子を観かん察さつしたいと思いまーす」

「女の子を観察？」おれは首を傾かしげた。「でも、京きよう子こ先輩には『議ぎ論ろんの取っかかりとなる、シナリオの原案を考えてちょうだい』って言われてませんでした？」

　ここ最近、Ｇ研では『究極のシナリオ』について議論を重ねていたのだが、ある日、京子先輩が、「議論が浅いわ。浅すぎる。やはりあらすじレベルでの議論はここらが限界ね」と言い出し、「もっと深い議論を行うためには叩たたき台だいとなる原案が必要だわ」という具合に原案の必要性を訴え、その結果、シナリオ担当のサヤカ先輩に白しら羽はの矢やが立った、というわけだ。

　ちなみに今日は、部室での活動はお休み。おれとサヤカ先輩だけが欠席、というわけではなく、純粋な休養日なのだが、「しーな、明日あした、付き合ってくれー」と昨日きのうの夜、サヤカ先輩から電話がかかってきて、「頼むよー」と猫ねこなで声ごえで頼まれたものだから、「お断りします」とは言うに言えず、こうして休日出しゆつ勤きんする羽は目めになったのだ。……いや、この場合、出張か。

「あたしはさー、シナリオを考えるとき、まずヒロインの生おい立たちとか、性格とか、ビジュアルとか、キャラクターから考えていくんだよ。貧乏なヒロインとか、病弱なヒロインとか、恋が苦にが手てなヒロインとかさ。ヒロインの具体的なキャラ設定が固まれば、おのずとシナリオの方向性も見えてくるだろー？」

「へえ。いつもそういう手順でシナリオを考えてるんですか？」

「まーねー。ギャルゲーはヒロイン命いのちだからなー」

「で、今日きようは渋しぶ谷やで人間観かん察さつを？」

「その通り」サヤカ先せん輩ぱいがニンマリと笑う。「……人間観察ですよぉ」

「ん？」

　一いつ瞬しゆん、サヤカ先輩の瞳ひとみの奥が怪あやしく光ったような気がしたが──

　その直後、電車が目的地に到着したので、深く考える暇ひまはなく、「降りるぞー」と先に席を立ったサヤカ先輩のあとを追ってそそくさと下車した。




「渋谷はオタク成分が足りないなー。あぁ、息苦しー」

「オタク成分って。そんなこと言ったら自分の部へ屋やとＧ研の部室と秋あき葉は原ばらみたいなオタク街以外はどこに行ってもオタク成分薄うすいじゃないですか」

「まー、それはそーだけどさー。でも、本日の任務はギャルゲーのネタ探しだろー？　空から美少女が降ってくるとか、たい焼きをくわえた女の子が話しかけてくるとか、そういうギャルゲーならではのイベントが起きてくれないとさー」

「現実に何を期待してるんですか……」

「えー、でもさー」

「そんなイベントが現実で起きるのなら、ギャルゲーなんて必要ないじゃないですか」

「夢のないこと言うなー。あ、いや、夢があることを言ってるのか？」

　二十分くらい渋谷の街をウロウロしたあと、夏の暑さから逃のがれるため、近くのＣＤショップに入った。かなり大型の店てん舗ぽで、あらゆるジャンルの音楽が並べられており、マイナーメーカーが出したギャルゲーのサントラすら置いてあった。

「お、変な挙きよ動どうの女の子はっけーん」

　店内を歩き回っていると、サヤカ先輩が前方の試し聴ちようコーナーを指差した。

「なんかノリノリですね……」

　その女の子は頭につけたヘッドホンを両手で押さえ、上半身を上下左右に激はげしく揺ゆらしていた。たまに膝ひざを曲げた状態で軽くジャンプし、その勢いでスカートが若じやつ干かんめくれるのだが、下着こそ見えないものの、健康的な白い太ももがかなり上のほうまで露あらわになっている。

「あれじゃあ、盗とう撮さつされても文句言えませんよ。あんな無防備にお尻しり振っちゃって」

「よほど聴ききハマってんだろーな。ま、挙動不ふ審しんではあるけど、なかなかスタイルいいし、後ろ姿のみならギャルゲーに登場する美少女の域に達してるなー」

「これは顔を見てがっかりするパターンじゃないですか？」

「いやいや、それはまだわからんぞー」

　女の子はなおもノリノリで試し聴ちようを続けている。

　銀ぎん髪ぱつか。すごい髪の色だな。最近はこういう派は手でな髪の色は流は行やってないけど、音楽をやってる人の中には、金とか銀とか紫むらさきとか、ジャンルにもよるけど、今でも普通にいるからな。たぶん、この女の子も、バンドか何かやってる人なのだろう。

　んー、しっかし、この後ろ姿……どこかで見たような気がするんだけど……。

「よっし、しーな！　突とつ撃げきだ！」

「はい？」

「出会いのシーンを演出するんだよ！　女の子の新しん鮮せんなリアクションが、新しいヒロインを考える上で、なんらかの参考になるかもしれないだろー？　なー、頼むよー」

「とかなんとか言いながら笑ってるじゃないですか」

「笑ってないよー。真剣だよー。あたしは笑ってるような顔がデフォなんだよー」

「で、でも、突撃とか言われても、そんなナンパみたいなことは……」

「大丈夫だって。しーなは絶対に選せん択たく肢しを間違えないんだからさー」

　サヤカ先せん輩ぱいがおれの肩をポンポン叩たたき、

「Ａ『突撃する』、Ｂ『突撃しない』。さー、どっちだ？」

「……Ｂです」

「えー、なんでだよー。突撃しなきゃ、なんにも始まらないだろー」

「おれ的には何も始まって欲しくないんですが」

「しーな、噓うそついてるな？　本当はＡが正解なんだろ？　そうなんだろ？」

「マジですってば。おれの直感がＡは止やめとけと告つげています」

　これは本当の話だ。噓なんてついていない。──しかし、サヤカ先輩は、

「こうなりゃ、破れかぶれだー！　しーな、玉ぎよく砕さいしろー！」

「──は？」

「と・つ・げ・き・だあああ！　いってこーい──っ！」

　そう言ってサヤカ先輩はおれの背中を力の限り突き飛ばした。

　ノリノリで試聴を続ける銀髪少女に向かって。

「うわっ──っ!?」

　いつもこうだよ！　この展開だよ！

「──やばっ！」

　つんのめって前のめりになったおれの目の前に銀髪少女の背中が迫ってきた。

　このままではぶつかってしまう、と衝しよう突とつを覚悟したその瞬しゆん間かん、

「──むふー!?　この生なま温ぬるい気配けはいは!?」

　銀ぎん髪ぱつ少女がヘッドホンを外し、固めた拳こぶしを振り向きざまにおれの顔面にぶつけてきた。

「危なっ！」おれは身体からだを沈めてその攻こう撃げきを紙かみ一ひと重えで回かい避ひした。

「なんとっ！　カオルちゃんの裏うら拳けんかわすとは！　雄ゆう介すけのくせに生意気なのだ！」

「……っていうか、お前かよ！　雪ゆき平ひら！」

　見覚えのある後ろ姿だなー、とは思ってたけど、まさかたまたま立ち寄ったＣＤショップの試し聴ちようコーナーで、このやかましい女と出くわすなんて、どんな偶然だよ。

　だけど、おれの予感は的中していたらしい。

　雪平には選せん択たく肢しＢの『突撃しない』が正解。突撃しようものなら問答無用で返かえり討うち。好感度は一切上がらない。というか、むしろ下がる。雪平はおれにとって、攻略対象外の女子なのだ。もう一度言おう。雪平はおれにとって、攻略対象外の女子なのだ！（強きよう調ちよう）。

「にしても、気配けはいだけでよくおれだってわかったな」

「実は気配だけで察知したわけではないのだ」

「そうなのか？」

「臭においだ。臭いで雄介だとわかった。雄介は洗っていない犬の臭いがするからな」

「……犬はお前のほうだろ」

「失礼な！　カオルちゃんは美少女ですぞ！」

「美少女って……その反はん論ろんの仕方は変じゃないか？　普通は、『犬じゃない！　人間だ！』って返すところだろ？　つーか、どうしてお前は何かにつけて見み栄えを張ろうとする？」

「う、うるさいのだ！　カオルちゃんが美少女なのはこの世の真理なのだ！」

　いつものようにいがみ合っていると、「騒さわぐな騒ぐな。他ほかのお客さんに迷めい惑わくだぞー」と言いながらサヤカ先せん輩ぱいがおれと雪平の間に割って入ってきた。

「むふー？　雄介？　どうしてサヤカと一いつ緒しよにいるのだ？　……ま、まさかデートか？　二人ふたりで仲良くデートなのか？　メインヒロインのカオルちゃんを差し置いて？」

「デートじゃない。ネタ集めを手伝てつだってるんだよ。ってか、なぜそこでおれを睨にらむ？」

「ほー、ネタ集めか」雪平が途端とたんに表情を緩ゆるめた。「よろしい。それではカオルちゃんもネタ集めを手伝ってやろう。──それで？　時給はいくらだ？　千円か？　二千円か？」

「サヤカ先輩。行きましょう。時間がもったいないです」

「そだなー。次行くかー」

　連れ立って歩き出すと、「じ、時給ゼロ円でもいいのだ！　手伝わせて欲しいのだ！」と雪平がおれの腕にしがみついてきた。

「……変だな。今日きようはやけに身体からだが重い……」

「無視か!?　無視なのか!?　スルースキル発動なのか!?」

　……ったく、鬱うつ陶とうしいな。

　おれは雪平を引きずりながら歩き出した。

　どうせ追い払ったってついてくるんだ、こいつは……とうんざりしながら。




「な、なんだって？　下着売り場……？」

「そうなのだ。あそこのファッションビルの三階。陽ひ香か理りはそこにいるのだ」

　横断歩道を横切っていると、突然雪ゆき平ひらが川かわ野の辺べさんの所在を明かした。

　信号待ちをしている間に、電話でコンタクトを取ったらしい。

　川野辺さんまで渋しぶ谷やにいるなんて、どんな偶然だよ、と思っていたら、

「本当は二時ごろ合流して、そのまま秋あき葉は原ばらに行く予定だったのだ」

「ああ、なんだ。待ち合わせしてたのか」

「下着売り場かー」サヤカ先せん輩ぱいがビルを見上げ、「面おも白しろそうだなー。行ってみるかー？」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ。おれは下着売り場なんて……」

「陽香理はパンチラ絵に適した下着を探している、と言っていたのだー」

「おー、それはちょうどいいな。パンツのデザインとか色とか、そういうのも新しいヒロインを想像する上で、重要な情報になってくるからなー。大人おとなっぽいキャラは黒とか、活発なスポーツ少女は縞しまパンとかさ。そもそも、あたしが考えたヒロインを絵にするのは陽香理だからなー。たとえば下着の色とヒロインの髪の色。色の組み合わせが不自然にならないように原げん画が家か兼グラフィッカーの陽香理と、入念な打ち合わせを行う必要がある」

　もっともらしいことを半笑いで解説するサヤカ先輩であった。

　……この人、ただおれを下着売り場に連れていきたいだけだな……。




　五分後、某ぼうファッションビルの三階に到着。

　おれは二人ふたりのかしましい女子に引きずられるようにしてこのビルにやってきた。

　レディース専門のファッションビルらしく、どのフロアにも男の姿は見当たらない。

　十代と思おぼしき女性客があらゆるフロアでショッピングを楽しんでいる。

「はいはーい。こちらが下着売り場でございまーす」

「雄ゆう介すけ。ございますだぞ」

「……ございますか」

　洋服や雑貨売り場ならまだしも、下着売り場に用のある男性は普通いないだろう。

　浮きまくり＆目立ちまくり。場違いにもほどがある。……一人ひとりじゃないだけマシだが。

「おいおい、雪平、略してゆっきー。陽香理いないみたいだぞー？」

「本当なのだ。いないのだ。どこに行ったのだ？　トイレか？」

「……おれに訊きくな」

「雄介。至急、女子トイレに向かえ。そして陽香理を捜さがしてくるのだ」

「（お前はそんなにおれを犯罪者にしたいのか……）」

　意い識しき的てきに声のボリュームを落とす。

　……こんな場所で騒さわぎは起こしたくはないからな。

「しーなー。この下着どうよー？　豹ひよう柄がらだぞ、豹柄ー」

　サヤカ先せん輩ぱいが上下セットの下着を自分の身体からだに当ててアピールしてきた。

「（そ、それ、いくらなんでも布面めん積せきが小さすぎませんか？）」

「セクシー系のインポートランジェリーだからなー」

「（さすがにギャルゲーのヒロインはそういう下着は身につけないと思うんですが……）」

　おれはそわそわしながらサヤカ先輩に意見する。

　……くそっ、他ほかの女性客の視し線せんが気になって仕方がない。

「まー、そうだな」と言いつつサヤカ先輩が下着を元の場所に戻す。「やっぱ、下着のデザインとキャラクターの性格は一致させないとダメだよなー」

「ギャルゲーのヒロインは清純なイメージが強いのだ！　──しかし！　しかしなのだ！　カオルちゃんは、この中から一枚だけ下着を選えらべと言われたら、あえてこの下着を選ぶのだ！」

　そう言って雪ゆき平ひらが手に取ったのはガーターベルト付きの黒い下着だった。

「この下着姿で、手にはロウソクを持って、反対側の手には鞭むちなのだ！　魅み惑わくのカオルちゃん女王様さまが真しん性せいのマゾである雄ゆう介すけをブヒブヒ言わせてやるのだ！」

「（妙な願がん望ぼうを抱くな。気き色しよく悪わるい）」雪平の額ひたいを事務的に小突く。「（ブヒブヒって豚ぶたかよ）」

「こういう黒い下着は京きよう子こが似合いそうだなー」

「ですなー」と言いながら雪平がおれの身体に下着を合わせる。「キモイのだ」

「（当たり前だ……！）」

　プロの芸人っぽく反射的にツッコミを加える。

　ボケ製せい造ぞう機きの雪平の相手をするのもだいぶ疲れてきた。……主に精神面が。

「（にしても、この下着売り場広いっすね……）」

「そだなー」と言ってサヤカ先輩が周囲を見回す。「あー、陽ひ香か理りのことだから、通路と通路の間で屈かがみ込んで、時間を忘れて下着を物色してるのかもしれないなー」

「（じゃあ、よく捜さがせば見つかるかもしれませんね）」

「むふー？」

　売り場に下着を戻し、おれたちのもとに戻ってきた雪平が変な声を出した。

「二人ふたりともあそこを見るのだー」雪平がフロアの奥を指差す。「金きん髪ぱつ美少女がいるのだー」

「おー。本当だー。見事な金髪だなー。あれは地毛だぞ。おそらく」

「（外国人ですかね）」と相変わらず小声のおれ。

　金髪美少女はこちらに背を向けている。まだ素す顔がおを確かく認にんしたわけではないから、美少女かどうかは判然としない。金髪美少女（仮）と表現するべきだろう。ただ後ろ姿に魅力があるのはたしかで、雪平が『美少女』と確認する前から断定してしまうのも無理のない話だった。

「髪長いなー。京きよう子ことか雪ゆき平ひらよりも長いんじゃないのかー？」

　金きん髪ぱつ美少女（仮）はスリムなブラックジーンズを穿はいていた。スカートにはスカートの魅み力りよくがあるが、こうして見ると、ヒップラインが強きよう調ちようされるスリムタイプのジーンズもなかなかのものだ。金髪美少女（仮）は熱ねつ心しんに下着を選えらんでおり、時折、前まえ屈かがみの姿勢を取ることがあるのだが、彼女のお尻しりは、その瞬しゆん間かんがもっとも美しかった。おれはここが下着売り場であることを忘れ、しばしの間、金髪美少女（仮）の後ろ姿を堪たん能のうした。……堪能してしまいました。

「雄ゆう介すけがよこしまな目で金髪美少女を見ているのだ」

　おれの邪心を見抜いた雪平がおれを軽けい蔑べつの眼まな差ざしで見つめてきた。

「尻か？　あの尻がいいのか？　金髪美少女の尻がお気に入りなのか？」

「（……だ、誰だれもそんなこと言ってないだろ）」

「なぜ目をそらす！」雪平がおれの腕をつかむ。「むふー！　そんなにあの尻が気に入ったのなら、『選せん択たく肢し心しん眼がん能力』を駆く使しして、あの金髪娘を攻略してこい！」

「（お前はアホか。下着売り場でナンパなんてできるわけないだろうが……）」

「なお、選択肢は自分で考えるように。以上、ブリーフィング終わり」

「（自分で？　……ああ、つまり、フラれてこいと？）」

『選択肢心眼能力』は与えられた選択肢の中から正解を導き出す能力。自分で考えろ、という雪平の言葉は、おれに「玉ぎよく砕さいしろ」と言っているようなものだ。

「その通り──なのだ！」

　なのだ！　と叫んだ直後、雪平が八や重え歯ばを覗のぞかせながらおれを突き飛ばした。

　──が、雪平の行動を予見していたおれは両脚を開いて踏ん張りを利きかせた。

「（雪平よ？　海で突き飛ばされたときの恨うらみは忘れちゃいないからな？）」

　ロリ巨乳小学生のナンパを先せん輩ぱいたちに強しいられたときのことだ。あのときは雪平に背後から突き飛ばされて、女の子の足元まで転がったからな。あれ以来、おれは雪平にだけは背後を取られまいと常に気を張っているのだ。……ふふふ、まったくワンパターンな奴やつだぜ。

「しーなー。隙すきありー」

「──え？」

　背後からサヤカ先輩の声が聞こえた、と思ったら、

「金髪美少女に突とつ撃げきだー」

「う、うわあああああ──っ！」

　ドン！　と完全にノーマークだったサヤカ先輩に背中を突き飛ばされた。

「むふふふー！　こんな簡かん単たんな囮おとりに引っかかるとは！　雄介は単細胞すぎるのだ！」

　ち、ちくしょー！　雪平がこんな巧妙な手を使うなんて！

　ってか、結局、ＣＤショップのときと同じ展開だよ！

　おれは突き飛ばされた勢いのまま下着売り場を大胆に横断した。

　ただ金きん髪ぱつ美少女（仮）とはかなり距きよ離りがあったので、

「あぶっ……」

　なんとかギリギリ、黒いジーンズに包まれたお尻しりの目前で、ピタリと停止した。

　金髪美少女（仮）は背後に迫ったおれには気づかず、なおも下着選えらびを続けている。

　このまま立ち去ろう。そう思って床ゆかに手をついた瞬しゆん間かん、

「ね、ねえ、この人……」

　金髪美少女（仮）の友達だろうか。隣となりに立っていた茶ちや髪ぱつの女の子が、怪け訝げんな表情を浮かべ、金髪美少女（仮）の肩を叩たたいた。──まずい、と思ったときにはもう遅かった。

「──うん？」

　次の瞬間、金髪美少女（仮）がこちらを振り返った。

　かなりの美人だった。

　ああ、（仮）はもう必要ないな、とどうでもいいことを考える。

　どうしよう。謝あやまったほうがいいのか、それともこのまま全力で逃走すべきか。

　ちらちらと表情をうかがいながらあれこれ考えていると、

「え？　え？　ええぇ？」

　突然、金髪美少女が真まっ青さおな顔で視し線せんを彷徨さまよわせ始めた。

　びっくりしている、というよりは、焦あせっているような表情に近かった。

　どうしたんだろうか、と目鼻立ちの整ととのった金髪美少女の顔を観かん察さつしていると、

「──あれ？」

　目の前で慌あわてている女の子の顔が、ふいに知り合いの一人ひとりと重なった。

　──ましゅろん。

　間違いない。彼女だ。ましゅろんだ。髪型がいつものツインテールではなく、服装も中世の貴族を気取ったような華はなやかなものではないが、顔はましゅろんそのものだった。

　ストレートの金髪。そしてスリムなジーンズ姿。

　攻略サイトの管理人として顔を合わせるときとは装よそおいがまったく違っていた。

「あ、久しぶり。ましゅろ──」

「いやあああああああああああああああ──っ！」

　ましゅろん、と言い切る前に、眼前の少女が猛もう然ぜんと突進してきた。

　プライベートバージョンのましゅろんは、「ダメダメダメェ！」と叫びながらおれの腕を強引に引き寄せ、「きゃああああ！」とおれを伴ったまま通路を走り出し、売り場の端はしっこにある試着室に飛び込んだ。

「ハァハァハァ……」

　荒い呼吸を繰くり返しながらガーッと勢いよくカーテンを閉めるましゅろん。

　急いで移動したからか、ましゅろんのキャミソールの肩かた紐ひもが片方外れていた。隙すき間まから微妙にブラジャーが、いや、微妙どころか半分くらい見えているが、指摘すると余計状況が悪化しそうなので、おれはあえて黙だまっていた。

「あの、ましゅろ──」

「だから言わないで──っ！」

　名前を呼んだ途端とたん、ましゅろんがおれの両肩に手を置き、

「お願ねがいだから話しかけないで何も問いかけないで理由も訊きかないで何がなんでも訊かないで私なんて無視してこの場から立ち去ってお願いだからなんでもするから許してください！」

　口く調ちようは別人だが、ましゅろんらしい言葉の勢いがあった。日本語がおかしなことになっているが、状況から察するにこの言葉の羅ら列れつはおれに対する『口止め』を意味するようだ。

「もうちょっと声をひそめたほうがいいよ。他ほかのお客さんに怪あやしまれるから」

「……は、はい」

「もしかして友達には内ない緒しよにしてるの？　攻略サイトのこととか」

「…………そうです」ましゅろんは小さく頷うなずき、「今、一いつ緒しよにいる友達、気になった言葉があったらなんでもかんでもネットで検索しちゃうような子なんです。ググレカス！　とか言うまでもなく自主的にググっちゃうような子で……四六時中ググってるんです」

「ああ……だからＨＮで呼ばれるのを嫌いやがったんだ」

「そうです」ましゅろんが再び頷き、「あ、あの、今後もし街まち中なかで私を見かけても……」

「わかってるよ。無む闇やみに話しかけたりしないよ」

「あ、ありがとうございます……」

　素すのましゅろんは健けな気げで可愛かわいかった。こっちのほうが本来の性格なのだろうか？　秋あき葉ばさんがこの場にいたら、「……ついにましゅろんがデレましたね」と言ってニヤリとしそうだ。

「おーい、しーなー。何やってんだー？」

　試着室の外からサヤカ先せん輩ぱいの声が聞こえてきた。おれは慌あわててプライベートバージョンのましゅろんに「もう行ったほうがいいよ」と耳打ちした。すると、ましゅろんは、「ありがとうございます」と丁てい寧ねいに頭を下げ、「失礼します」と断ってから試着室を出ていった。

「しーなー？　金きん髪ぱつ美少女と試着室で何やってたんだよー？」

　入れ替わりにサヤカ先輩が中に入ってきた。

「……えっと、まあ、トラブルにトラブルが重なった形になりまして……」

「なんだそりゃー？」

「あの子のプライバシーに関かかわることなのでこれ以上は何も言えません」

「ふーん」

　能天気なサヤカ先輩は、「ま、いっかー」と笑顔えがおを浮かべた。

　危ない危ない。相手がサヤカ先輩でよかった。これが雪ゆき平ひらとか京きよう子こ先輩だったら、詳細を語るまで、「言うのだ！」「言いなさい！」と日が暮れるまで追及され続けるだろうからな。

「むふぅー」

　試着室を出ると、眉み間けんにしわを寄せた雪ゆき平ひらがおれに迫ってきた。

　案あんの定じようだ。……ま、真実を明あかす気はないけどな。

「雄ゆう介すけ、説明責任を果たせ。カオルちゃんには雄介のプライベートを知る権利がある」

「残念ながら部外者には何も教えられません」

「な、なんですとー!?」

　沸ふつ騰とうしたヤカンみたいに憤ふん慨がいした雪平が拳こぶしを振り上げる。

「……暴ぼう力りよくに訴えたって無む駄だだからな」

　ましゅろんとの約束を破るわけにはいかない。

　おれはガンを飛ばして雪平を威い嚇かくした。

「ゆ、ゆ、雄介のマヌケ面づらなんてちっとも恐くないのだ！」

「ほー、そーか」

　おれは威圧的な態度を保ったまま雪平との距きよ離りを詰めた。

　ひぅぅ、と雪平が小さな悲鳴を上げながら後ずさりをする。

　と、そのとき──

「ん？　この声、カオルちゃん？」

　どこからともなく川かわ野の辺べさんのこもった声が聞こえてきた。

「む、むふ？　陽ひ香か理り？　陽香理なのか？」

　雪平が周囲をきょろきょろ見回しながら、「ひ、陽香理！　匿かくまって欲しいのだ！　悪い奴やつに追われているのだ！」と騒さわぎ出した。

「悪者っておれかよ……」

　うんざりしながら雪平の行方ゆくえを見守っていると、「こ、ここだな！」と雪平が隣となりの試着室のカーテンをガーッと勢いよく開けた。すると──

「…………へ？」

　中からＧ研の原げん画が家か様さまが現れた。

　川野辺さんは洋服を着ておらず、花柄のブラとショーツのみ身につけていた。

「えっ!?」

　なんて大胆な、と思ったが、よく考えてみると場違いなのはおれのほう。

「し、椎しい名な君!?　どうしてここにっ!?」

　錯さく乱らんした川野辺さんが自分の身体からだを両手で抱きしめ、怯おびえた猫ねこのように縮ちぢこまる。抱きしめた拍子にたわわな胸がより強きよう調ちようされ、ブラからはみ出さんばかりに盛り上がった。

「雄介死ねえええええ──っ！」
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　直後、なぜか雪平がつかみかかってきた。

「カーテン開けたのお前だろうが!?」

　押し倒されないように、後ろに一歩後退して応戦する。

　その結果、下着姿の川かわ野の辺べさんが視界の外に消えた。

「今のうちー、今のうちー」

　おれと雪ゆき平ひらが力比べをしている間に、「ショーは終わりでーす」とサヤカ先せん輩ぱいが冗じよう談だんを言いながら試着室のカーテンをさっと閉じた。

「雄ゆう介すけはギャルゲーマニア兼下着マニア！　究極の変態兼業マニアなのだ！」

「くっ！（意味わかんねーよ！）」

「陽ひ香か理りの下着姿を眺めながらギャルゲーのヒロインの下着に関連づけていたに違いないのだ！　雄介は二次元と三次元を自由に行き来する、ＦＢＩをも脅おびやかす要注意人物なのだ！」

「ぬぅっ！（おれが悪いのか？　おれが悪いって言うのか!?）」

　場所が場所なので強く反はん論ろんすることができず、おれはその後も雪平の罵ば倒とうの餌え食じきとなった。




　余談だが、後日ましゅろんから、変なメールが届いた。

『あれは何かの間違いです。おそらく、わたくしの中の弱気な心が実体化し、その実体化したましゅろんΓガンマとでも言うべき存在とあなたは遭そう遇ぐうしてしまったのでしょう。あれはわたくしとは似て非なる存在ですから、今後、別の場所で出会ったとしても「ましゅろん」などと気軽に話しかけてはいけません。絶対に無視しなさい。精神エネルギーを吸い取られる可能性があります。わかりましたか？　いえ、わかりなさい！　わかりやがりなさい──っ！』

　こんな感じのメール。

　……ましゅろんもいろいろと大変なんだなぁ。




　下着売り場での騒そう動どうのあと、落ち着きを取り戻した川かわ野の辺べさんと合流すると、その後、四人で某ぼう家電量販店に向かった。

「そろそろ新しいＰＣが欲しいにゃー」

　サヤカ先せん輩ぱいがにゃあにゃあ言いながら奥のフロアへぐんぐん進んでいく。

　人間観かん察さつをするために渋しぶ谷やに来たんじゃないのかよ、と思ったが、おれとしては普通にショッピングしているほうがずっと気が楽なので、その余計な言葉は喉のどの奥に引っ込めた。

「しーなー。あそこ見てみろよー」

　店内をウロウロしていると、サヤカ先輩がカメラ売り場のほうを指差した。

「なんですか？」

「ほら、あそこだよ、あそこー。一眼レフカメラのコーナーに長身の女の子がいるだろー？」

「いますけど」と頷うなずくと、「いるのだ」「いますね」と雪ゆき平ひらと川かわ野の辺べさんが同じように頷いた。

「かなりの美人さんとあたしは見た」「カオルちゃんも見た」「私もそう思います」

「それで？　おれに突とつ撃げきしてこいと？」

「そのとーり！」サヤカ先輩が笑顔えがおを浮かべ、「さー、しーな！　ゆけー。とつげきだー！」

「わかりました！　このギャルゲーマスター椎しい名なにお任せを……って騙だまされるか──っ！」

　おれはノリツッコミを入れつつ、サヤカ先輩を睨にらみつけた。

「あの人、どう見ても秋あき葉ばさんじゃないですか！　さすがにもう騙されませんよ！」

「チッ……」と舌打ちをするサヤカ先輩。「バレちまったかー」

「行くとこ行くとこ罠わなだらけじゃないですか」

　雪平といい、ましゅろんといい、秋	葉さんといい、全部仕込みなんじゃないのか？

　あ、でも、ましゅろんだけはサヤカ先輩も正体に気づいていないようだったから、あの場にましゅろんがいたのは本当に偶然だったのかもしれない。

「……やはり髪型だけでは騙せませんでしたか……」

　秋葉さんがおれたちのもとに歩み寄ってきた。

　髪は後ろで一つにまとめ、アップヘアにしている。ましゅろんみたいな細みのデニムを穿はいていて、そのせいで、ただでさえ長い秋葉さんの脚がいつもより長く見える。

「……用心のためカツラをかぶっておくべきでした」

　秋葉さんのこの物言いは──

　……やはりおれを騙すために待ちかまえていたんだな……。




　秋あき葉ばさんを加え、次に向かったのはコーヒーショップ。

　雪ゆき平ひらが、「喉のどが渇かわいたのだー」と言い出したからなのだが、喉が渇いていたのは雪平だけではなかったようで、ほとんど全会一致で次の目的地が決まった。ほとんど、というのは「おれ以外」という意味だ。コーヒーショップでまた無用なトラブルが起きるのでは？　という疑念がおれの中にあったのだ。

　──雪平、ましゅろん、川かわ野の辺べさん、秋葉さん……。

　順にＧ研と縁えんのある人物が登場したということは（ましゅろんだけはやはり偶然居合わせただけのような気がするけど）次に現れるのは……というか最後に待ち受けているのは京きよう子こ先輩以外にいない。このままコーヒーショップに向かえばまたなんらかの罠わなが発動するだろう。しかし、家電量販店のときのように注意深く観かん察さつすればそうそう騙だまされることはないだろう、という楽観が勝ったため、まあいいか、とおれは納なつ得とくし、サヤカ先輩たちと連れ立ってコーヒーショップに向かった。




「秋葉さん、何を読んでるんですか？」

「……『Sad Sacrifice Stories』の特集記事です」

「あ、そのギャルゲー、来週発売ですよね？」

「……イエス。大変待ち遠しいです」

　隣となりのテーブルで川野辺さんと秋葉さんのギャルゲートークが始まった。やかましい雪平は川野辺さんの隣で携帯ゲームに興きようじているので今は静かだ。

「珍しいブランドですよね。人が死にまくる鬱うつゲーばかり出してるのに、売り上げが毎回業界トップクラスっていうのは」

「……シナリオに噓うそがないですし、原げん画が家かさんも人気がありますから」

「秋葉さんはやっぱりメインヒロイン狙ねらいですか？」

「……ふふふ……近年稀まれに見るツンデレヒロインです。『漆しつ黒こくラバー』のメグミすら凌りよう駕がしかねないキャラ設定です。ビジュアルだけでご飯三杯はいけます」

　おれは、他人のフリ他人のフリ、と窓の外を眺めながらアイスコーヒーを口に運んだ。

　しばらく窓の外の人の流れを目で追いかけていると、

「しーなー」

　隣の椅い子すに座っていたサヤカ先輩がおれの肩をちょんちょんと指で突っついた。

「ほらほら、あそこ見てみろよー」

「あそこってどこですか？」

「あっちの窓まど際ぎわ」とサヤカ先輩が真後ろを指差す。「ほら、あそこの黒髪の子だよ」

「黒髪って……こっちに背中を向けて座ってる白いシャツの人ですか？」

「そうそう」

「……なるほど」

「なるほど？　何がなるほどなんだー？」

「あれ京きよう子こ先せん輩ぱいですよね？」

「へ？」サヤカ先輩が素すっ頓とん狂きような声を上げた。「あれが京子ー？　あははー、んなわけないじゃんかー。何言ってんだよしーなー」

「いやいや、どこからどう見たってあの後ろ姿は京子先輩ですよ。背せ格かつ好こうといい、髪の長さといい、服装のセンスといい、何を取っても京子先輩と合致しますよ」

「似てるだけだって。人違い人違い。だいたい、京子が渋しぶ谷やのコーヒーショップなんかにいるはずないんだよー。昨日きのうの帰り、『明日あしたは家の用事があるから』って言ってただろ？」

「それは京子先輩の噓うそです」おれは断言してやった。「京子先輩が、最後の最後におれを騙だますために仕組んだアリバイ工作。……違いますか？　大方、今日きようのネタ探しも、サヤカ先輩が言い出したことじゃなくて、京子先輩が発案したことなんでしょう？」

「おいおい、しーな。それはさすがに深読みがすぎるぞ？」

「いくら揺ゆさぶっても無む駄だですよ。おれはもう騙されません」

　おれはアイスコーヒーを一気に飲のみ干ほし、

「最初の雪ゆき平ひらだって、秋あき葉ばさんだって、おれを騙すための仕込みでしょう？」

「……んー、まぁー、それは否定しないけどさー」

「ほらやっぱり」

「でも、あそこに座ってるのは京子じゃないんだってー。しーなを騙そうとあれこれ企画したのは本当だけど、今回のことはあたしの独断だから、京子は無関係なんだってー」

「またそうやって騙そうとする……」おれはため息をついた。「この手の企画を画策するのは京子先輩以外にありえませんから。……ったくもう。こんなのドッキリと変わらないじゃないですか。ってか、京子先輩の頭の中は一体どうなってるんですか？　おれのマヌケなリアクションなんか集めたってなんの参考にもならないでしょう？」

「お、おぉー、しーなが、いつになく京子に批判的だ。珍しいー」

「たまには言わせてください。愚ぐ痴ちらせてください。おれはヘタレですから、京子先輩に面と向かって文句を言う勇気がないんです。……まあ、京子先輩が『究極のギャルゲー』を目標に掲げているのは別にいいんですよ。おれも協力するつもりですし。ただやることが極端すぎるというか……いや、たしかに極端なことをやらないと究極のギャルゲーにはたどり着けないのかもしれませんけど、人使いが荒いというか、悪ノリがすぎるというか……」

「しーなー。もうそれくらいにしとけー。それ以上は命にかかわるぞー」

「……たまにはいいじゃないですか」おれはうつむいたまま続けた。「それにしても、京子先輩って謎なぞの人ですよね。小学校中学年並みの身長に、ほとんど平らに等しい胸……あんなに身体からだが小さいのに、おれより腕力あるし、地声も大きいし、疲れ知らずだし。その上、学年主席でしたっけ？　あの人、実は人間じゃなくて、人の皮をかぶった化ばけ物ものなんじゃないですか？」

　そう言って隣となりのサヤカ先せん輩ぱいに視し線せんを向けると、




「小学校中学年並みの身長に、ほとんど平らに等しい胸……ですって？」




　隣に座っていたはずのサヤカ先輩がいつの間にか京きよう子こ先輩にすり替わっていた。

「…………え？」

「え？　──じゃないわよ！　この陰湿陰口マスター椎しい名な！」

　京子先輩が自じ慢まんの腕力を生かして、おれをアイアンクローの刑に処する。

「いたたたたっ！　止やめてください！　暴ぼう力りよく反対！」

「残念ながら、私は人間ではなく化け物……人間の理屈なんて通用しないわ」

「あああっ……余計なこと言うんじゃなかった」

　自分で自分の首を絞しめることになるなんて……まさに自じ業ごう自じ得とく！

「……ふふふ、どうやら椎名にはお仕置きが必要みたいね……」

　手の力を緩ゆるめた京子先輩が底冷えするような低い声を響ひびかせた。

「お、お仕置きって……アイアンクロー以上のお仕置きを……？」

「……サバイバルギャルゲー合宿よ」

　京子先輩がおれの背後にいるサヤカ先輩たちに視線を向けた。

「また合宿ですか……」と不安そうに川かわ野の辺べさん。

「頭についてる『サバイバル』はどういう意味なのだー？」と不ふ思し議ぎそうに雪ゆき平ひら。

「無人島にでも行くんじゃないのかー？」と投げやりにサヤカ先輩。

「……無人島萌もえ……難なん易い度どが高そうです」と意味不明なことを言う秋あき葉ばさん。

「とにかく、明日あした、午前七時に部室に集合するように」

　午前七時とか、いくらなんでもやる気出しすぎだろ……。

　おれは脱力しながら、先ほどサヤカ先輩が指差した窓まど際ぎわの一席に視し線せんを投じた。

　そこには京子先輩とよく似た女の子が未いまだ腰を下ろしていた。

　……マジで他人の空そら似にかよ。

「ん？」

　と、ちょうどそのとき、その京子先輩似の黒髪の女の子が座っている席に、大人おとなびた容姿のポニーテールの女の子が駆かけ寄り、隣となりの席に腰かけた。そして、落ち着く暇ひまもなく「じゃ、いこっかー」と足元の荷物を持ち上げ、黒髪の子と一いつ緒しよに席を立った。

　おっ、後ろ姿は京子先輩そっくりだったけど、顔立ちは全然違うな。京子先輩は目がつり上がっているけど、この子は目が垂たれている。容姿の雰囲気は全体的に川野辺さんっぽい。

　女の子たちは入り口付近に座っているおれたちのほうへ徐々に近づいてきた。

「ねえねえ、さっちゃん。自由研究どうする？」

「あ、うん。あたしね、お姉ねえちゃんが去年やったシャボン玉の研究を……その、教えてもらうっていうか……ノートがあるから、それを参考にするの」

「いいなー、さっちゃん。私、一人ひとりっ子だから、その手は使えないよー」

　……この子たち小学生かよ。たしかに黒髪の子は京きよう子こ先せん輩ぱいに近い体型をしているから、見るからに幼いけど（京子先輩に失礼な言い方）、後ろを歩いているポニーテールの女の子は背も高いし、胸大きいし、顔立ちも大人びている。発育には個人差があるとはいえ、あのポニーテールの女の子は本当に小学生なのか……。




「あああー！　この前のお兄にいちゃんだー！」




　ぼんやりと女の子たちを眺めていると、突然、ポニーテールの女の子が、向日葵ひまわりみたいな笑顔えがおを浮かべ、おれが座っているテーブルに向かって無邪気に駆かけ寄ってきた。

「……え？」

「あれれー？　忘れちゃったんですか？」女の子がおれの顔を覗のぞき込む。「ほらー、海であったじゃないですかー」

「……あ……あ、あああああー！」

　こ、この子、おれが海でナンパした小学生じゃねーか！

「ロリ巨乳小学生キター！」サヤカ先輩の声が店内に轟とどろく。「──偶然の再会！　二度目の邂かい逅こう！　これぞまさに、『これなんてギャルゲー？』だなー」

「……舌足らずな言こと葉ば遣づかい……私を萌もえ殺す気ですか……」

「ロリ巨乳小学生はカオルちゃんの天てん敵てきなのだ！」

　あああもう、この人たちは！　ややこしくなるから喋しやべらないでくれぇ！

「んー？　どうしたんですかー？　顔色が悪いですよー？」女の子がおれの顔を覗き込む。

「…………じ、実は風か邪ぜ気ぎ味みなんだ（ごほごほ）」

「あ、私、風邪薬ぐすり持ってますよー」

「（なんでそんなもん持ち歩いてるんだよ！）」

　頼む！　頼むから空気を読んで、早めに立ち去ってくれ！

　おれは心の中でそう叫んだが──

「この薬ですー。ちょっと苦にがいですけど、効果抜群なんですよー」

　無邪気な天然小学生にはおれの心の叫びは届かない。

「思い出すわね。椎しい名なの海での勇ゆう姿しを」

　そして、極きわめつけ。京子先輩がおれの黒歴史である『椎名、夏のナンパ大作戦』を大声で語り出した。海、小学生、ロリコン、ナンパ──犯罪臭しゆう漂ただよう単語が瞬またたく間まに店内の隅々に広がっていく。と同時に店内にいるお客さんの視し線せんがおれたちのテーブルに否いや応おうなしに集中する。

　──ざわざわ……ロリコン……ナンパ……小学生……ざわざわ──

　い、いたたまれねえええ！

　おまけに女の子がおれに無邪気な笑えみを浮かべるたびに、「ドンドン！　ガスガス！」とテーブルの下で、京きよう子こ先せん輩ぱいと雪ゆき平ひらがおれの足を踏みつけてくる。

「きょ、京子先輩……止やめっ……」

「へえー、じゃあ、自由研究の課か題だいに困っているのね？」

　京子先輩はおれの黒歴史を語り終えると、引き続き女の子たちとの雑ざつ談だんに移った。

　こ、この人、とことんおれをイジめる気だ……。

　──ロリコン滅べよ……ロリコンは引く……ロリコンは犯罪──

　男性客も女性客も、さらには店員さえもがおれのアンチに回っていた。

　もはやこの店内におれの味方はいない──

　……くそっ！　こんなオチ、予想できるかよ！







[image: ]　サバイバルギャルゲー合宿第一弾～第二弾の予定はありません～







「それでは今回の合宿の趣しゆ旨しを説明します」

　紺こん色いろのブルマを穿はいた京子先輩がソファーの上から全員を見下ろしている。

　時刻は午前九時半。本当は午前七時集合だったのだが、雪平が大幅に遅刻したため、合宿の開始がこんなにも遅くなってしまったのだ。……といっても九時半でも十分早いが。

「本合宿では、実生活の全すべてにギャルゲーを重ね合わせてもらいます。日常のあらゆる場面でギャルゲーを感じ取れるようになること──それが今回の合宿の最終目的です」

　京子先輩はざっと趣旨を説明すると、「何か質問は？」と部員たちを見回した。

「あの、いいですか？」おれは小さく手を挙あげ、「たしかサバイバルギャルゲー合宿っていう大層な名前がついていたと思うんですが、どの辺にサバイバル要素が？」

「質問の意味がよくわかりません。──はい、次」

「えぇー」

　そんな堂々としたスルーの仕方アリかよ……。

「あ、あのぉ……」今度は川かわ野の辺べさんが手を挙げた。ちょっと控え目に。「どうして……ブルマ着用なんでしょうか？　まさか合宿が終わるまでこの格かつ好こう……？」

　おれ以外の女子は京きよう子こ先せん輩ぱいに限らず、誰だれもが紺色のブルマを穿はいている。上は白い体たい操そう着ぎ。胸元にはゼッケンが縫ぬいつけられていて、「きょうこ、さやか、りん、ひかり、かおる」と丸い書体のひらがなでそれぞれの名前が記されている。

「先月の合宿で早々に解散となった『ブルマーズ』の再来よ。あのときはなんの捻ひねりもなく普通にブルマを穿いたからダメだったのよ。──でも、胸にネーム入りのゼッケンをつければあら不ふ思し議ぎ。たちまちギャルゲーのキャラクターっぽくなっちゃうわけ」

　京子先輩は満足げに頷うなずくと、「もう一つ理由があるの」と話を続け、

「これもギャルゲーと一体化するための訓練の一つなのよ。──ほら？　ギャルゲーのヒロインって、三次元では絶滅しつつあるブルマをなんの疑問も、なんの躊躇ためらいもなく着用するじゃない？　今どき体育の授業でブルマを採用している学校なんて存在しないと思うけど……でも、ギャルゲーの世界ではブルマの着用はとても自然なことなのよ。当たり前のことなの。今回の合宿の趣しゆ旨しは『ギャルゲーとの一体化』だから、ギャルゲーの世界で常じよう識しきとされていることはどんどん日常の中に取り入れないといけないわけ。──とまあ、そういうことよ」

　なるほどなるほど。よーくわかりましたよ。女子がブルマなのはわかりました。納なつ得とくがいきました。──だけど、どうして男子は……というかおれには、競きよう泳えい水着を穿いた上に薄うす手でのウインドブレーカーというわけのわからない格好を指定したんですか！　嫌いやがらせか！

「……生きるのが辛つらい」

　内心での反発心とは裏腹に現実のおれはテンションが低かった。つーか、ダダ下がり。

　かといって文句を言えば、「じゃあ、あなたもブルマを穿きなさい」という返しが、最悪の一手として考えられるわけで……となれば現状維い持じが一番無ぶ難なんな選せん択たくである。

「質問タイムしゅーりょー」

　答えるのが面めん倒どうになってきたのか京子先輩が早々に質問を打ち切った。

「いちいち何をしろとは言わないから、各自、ギャルゲーの登場人物になったつもりで、日常の中にギャルゲー的要素を取り入れなさい。以上、説明終わり。──解散」

　ぴょん、とソファーの上から飛び降りた京子先輩はそのまま自分の席に戻った。

　解散！　と言われても、一体何をすればいいのやら……。

「おい雄ゆう介すけ！」

　ブルマ姿の京子先輩を遠巻きに眺めていると、雪ゆき平ひらがおれの背中を小突いた。

「メインヒロイン、カオルちゃんの登場だぞ！」

「……はあ」

　おれが気のない返事で応答すると、

「なんなのだ、その薄うすいリアクションは？　わかっているのか？　雄介はギャルゲーの主人公を演じる義務があるのだぞ？　早くカオルちゃんを攻略しろ！」

「ギャルゲーのヒロインは『攻略しろ！』とか言わないから。……っていうか、どうしておれがギャルゲーの主人公を演じなきゃならんのだ。勝手に義務化すんな」

「何を言う！　女子はギャルゲーのヒロインを、男子はギャルゲーの男子を、それぞれ演じるように、と京きよう子こちゃんが言っていたではないか!?」

「……たしかにギャルゲーと一体化しろとは言っていたが……」

「だったら！　一刻も早くカオルちゃんを攻略しろ！　手遅れになっても知らんぞ!?」

　雪ゆき平ひらはその後もぎゃあぎゃあ騒さわぎ立て、「今回限りだぞ！」とか「キャンペーン中だぞ！」とか「かなりお得だぞ！」とか悪徳業者っぽい謳うたい文句を掲げ、おれににじり寄ってきた。

　だが、おれには雪平を攻略する気などさらさらない。なぜなら雪平は攻略対象外。おれと雪平が恋愛関係を築きずくことは未み来らい永えい劫ごうありえないことなのだ。

「……私もギャルゲーマスター椎しい名な争そう奪だつ戦せんに加わりたいと思います（ニヤニヤ）」

　と、ここで秋あき葉ばさんが参戦を表明。どう見ても悪ノリだけど。

「残念ながらりんりんはサブキャラ扱いなので個別ルートは用意されていないのだ」

「……りんりん」秋葉さんがポッと頰ほおを赤らめる。「……そのあだ名、気に入りました」

「と、とにかく、りんりんの出る幕はないのだ！　この現実という名のギャルゲーでのメインヒロインはカオルちゃんなのだからな！」

「……メインヒロイン（笑）」

「何が可お笑かしいのだー！」

「……ただうるさいだけのサブキャラのくせに（ボソッ）」

「むふー!?」雪平が驚きよう愕がくの表情を浮かべる。「その発言は聞き捨てならないのだ！」

「……よろしい。ならば戦争だ」

「上等なのだ！　かかってこいなの………………あ、でも、痛いのは嫌いやだぞ？」

　この組み合わせの対戦は何気に珍しいな。

　……おっと、そうだ。二人ふたりがいがみ合っているうちに──

「むむ？　──雄ゆう介すけ？　どこへ行くのだ？」

「トイレだよ」

「トイレ？　そのまま戻ってこないつもりなのではないか？」

「戻ってくるって」

　おれは適当に雪平を言いい包くるめ、部室をあとにした。

「……ふぅ、なんとか逃げられたな」

　鬱うつ陶とうしい雪平を退しりぞけるために「トイレへ行く」と演技を打ったのだが……さて、これからどうしようか。さすがにこのプール上がりルックで校内を徘はい徊かいするわけにはいかない。もちろん用を足す程度の時間が経たてば部室に戻らなければならないわけだが──

「椎しい名な君くん……」

　廊下で思案していると、部室から川かわ野の辺べさんが出てきた。

「あれ？　どうしたの？」

「え、えっと、その……椎しい名な君くん、トイレに行くんだよね？」

「そのつもりだけど」

「だ、だったら……そ、その……トイレまで私を護ご衛えいしてくれない？」

「護衛？」

「う、うん」と川野辺さんは首を縦たてに振り、「……人に見つかりたくないの」

「ああ、そういうことか」

　部室の中ならまだしも、他ほかの生徒がいるかもしれない校内をブルマ姿でうろつくのはかなり勇気がいる。おれは、「水泳部です」と言いわけすればなんとか誤ご魔ま化かせるかもしれないが、川野辺さんはネーム入りのゼッケンに紺こん色いろのブルマ姿だからな。誰だれがどう見たってコスプレとはっきりわかる。恥はずかしがり屋の川野辺さんには耐えがたい格かつ好こうなのだろう。

「じゃあ、おれが先せん導どうするから後ろからついてきてよ」

「あ、うん。ありがとう」

　川野辺さんがモジモジしながらおれの背後に隠かくれる。

　おれは歩き出しながら、「隣となりの校舎の一階のトイレでいいよね？」と訊きいた。

「一階は人の出入りが多いけど……うーん、でも、仕方ないか」

「大丈夫だよ。まだ午前中だし、っていうか夏休みだし」

　部室棟から渡り廊下に出る直前、おれは一応、人がいないかどうか確かく認にんした。

「オーケー。今ならいけるよ」

　連れ立って渡り廊下に飛び出すと、急いで隣の校舎に移動した。

　そして物理室や生物室などの特別教室が並ぶ、無人の廊下を一気に駆かけ抜ける。

　トイレは階段の手前にある。こちら側からだと、男子が先で女子が奥。

　──と、トイレを目前にして問題が発生した。

　女子トイレから話し声が聞こえてきたのだ。

　運動部の女子だろうか、複ふく数すうの笑い声がトイレの中で反はん響きようしている。

「ど、どうしよう？」

「どうするって……しばらく様よう子すを見るしか……」

　男子トイレの入り口前で立たち往おう生じようしていると、女子トイレの中から「そろそろいこっかー」と間延びした声が響ひびき、足音と共に気配けはいが近づいてきた。

　──やばいっ！

　おれは慌あわてて川野辺さんの手を引いて男子トイレに駆け込んだ。

「し、椎名君っ!?　ここ男子トイレ!?」

　悲鳴を上げる川野辺さんの口を片手で塞ふさぎ、「しーっ」と声をひそめるよう指示を出す。

　見知らぬ女子の声が昇降口のほうへ遠ざかっていく。

　ふぅー、とおれが息を吐はき出すと、隣となりの川かわ野の辺べさんが、

「……だ、男子トイレに入っちゃった。……しかもブルマ姿で……」

　絶望感漂ただよう表情で天を仰あおいだ。

「……ブルマ姿で男子トイレ……変態……変態すぎる……」

「ほ、ほら、『漆しつ黒こくラバー』の夢ゆめ川かわカエデも、校内を主人公と二人ふたりで逃げ回ってるときに、身をひそめる場所として男子トイレを選えらんでたし……。そ、そんなに悲ひ観かんすることないって」

　無理やりギャルゲーに関連づけてフォローしたものの、気落ちした川野辺さんを励はげますのは容易ではなく、「……男子トイレってこういう構造になってたんだね……へーそっかー……」と自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う川野辺さんの目は廃人と化した麻ま薬やく中毒者のようだった。その上、災さい難なんは男子トイレを出たあとも続き、

「……激げき写しや。激写です」

　カメラをかまえた秋あき葉ばさんが廊下で待ち受けていた。

「ちょ、ちょっと、秋葉さん！　撮とらないでくださいよ！」

「……ふふふ、それは無理な話です。この決定的瞬しゆん間かんを見み逃のがすわけにはいきません」

　パシャパシャと連射機き能のうを生かしてあらゆる角度からシャッターを切る秋葉さん。

　ブルマ姿のカメラマン。……こちらもそうとうシュールである。

　それはそうと、秋葉さん登場直後の川野辺さんのリアクションはと言うと──

「ううう、椎しい名な君くんの役立たず……」

　こいつマジで使えねー、とばかりにおれから露ろ骨こつに距きよ離りを取り、両手で肩を抱きしめながら女子トイレに駆かけ込んでいった。バカバカー、と金切り声を上げながら……。




　　　◇　◇　◇




　お昼前、京きよう子こ先せん輩ぱいが「調ちよう理り室しつで料理を作りましょう」と言い出した。

　ギャルゲーと言えばヒロインの手料理。コンビニのお弁当なんてありえない、と普段ふだんのＧ研のお昼を否定し、「ジャンケンで負けた人に昼食を作ってもらいます」と部長の権力をここぞとばかりに発揮した。

　そういえばうちの女性陣の料理の腕前は、実際のところどんなものだろう？

　ブルマ着用の五人の女子を眺めながらそんなことを考えていると、

「はいはい。さっそくジャンケンするわよ」

　京子先輩が全員を一ヶ所に集め、「最初はグーだから」と握にぎり拳こぶしを前に突き出した。

　直後、「あたしはグーを出すぞ！」とサヤカ先輩が揺ゆさぶりをかけ、「だったらカオルちゃんもグーを出す！」と雪ゆき平ひらがさらに場を混乱させた。そして、ヒロインの手料理と言いながらジャンケンに参加させられている男のおれ……。

「「「「「「最初はグー！　じゃーんけーん」」」」」」




　結果は──




「これ……絶対にあまりますよね？」

「大丈夫よ。問題ないわ。調ちよう理り室しつに冷れい蔵ぞう庫こがあるから」

　ジャンケンに負けたおれと京きよう子こ先せん輩ぱいはすぐさま近場のスーパーへ向かった。

　当然、おれは競きよう泳えい水着にウインドブレーカーを羽は織おった、プール上がりルックのまま。京子先輩もネーム入りのゼッケンをつけた体たい操そう着ぎに紺こん色いろのブルマ姿で。……目立ちまくったのは言うまでもないが、おれは開き直りと若さを武器に主婦の群れへと突とつ撃げきした。幸い同年代の若いお客が少ない場所だったので、同じ学校の生徒に目撃されることはなかった。

「とはいえ、これはさすがに買い込みすぎですよ……」

「何言ってるの。みんな育ち盛りなんだからこれくらい食べるわよ」

　おれも京子先輩も、両手に大きな袋を二つずつ提さげている。

　献こん立だては肉野菜炒いために豆とう腐ふの味み噌そ汁しるだと京子先輩は言っていたが、先ほど肉のコーナーで、牛肉に加えて豚肉、鶏とり肉にく、さらには羊の肉までカゴの中に放り込んでいた。焼き肉パーティーでもおっぱじめるつもりなのだろうか？　それとも肉野菜炒めに四種類の肉を全すべて投入するつもりなのか。野菜だって優ゆうに十種類を超えているし、失敗を前提に多めに買い込んだんです、と主張しても、マヌケな雪ゆき平ひらだって「本当なのか？」と疑問に思うはずだ。

「仮にあまったとしても、『野菜もお肉も、椎しい名なが生のまま美お味いしく頂きました』っていうテロップを最後に流すから何も心配はいらないわ」

「──胃が心配です！　胃が！　主におれの胃が！」

「冗じよう談だんよ」京子先輩がくすっと笑い、「椎名？　ギャルゲーのヒロインは料理を作る際、極端な行動に出るものなのよ。大量の食材を買い込み、大量の失敗の山を築きずく……。ギャルゲーの世界では定てい番ばんのイベントでしょう？」

「まあ、それはそうですが……」

　日常にギャルゲーを重ね合わせる──合宿の趣しゆ旨しは重々承知しているが、ギャルゲーにあるその手の料理ネタを現実に適用すると、実害が生まれるんじゃないかって気がする。具体的には火事とか火災とか発火とかガス爆ばく発はつとか、そういうの。……ありえそうだから困る。




　調理室に到着すると、まず生ものを一いつ旦たん冷れい蔵ぞう庫この中にしまった。そして京子先輩と手分けして野菜各種を袋の中から取り出し、肉野菜炒めの準備に取りかかった。

「椎名はたまねぎを切りなさい。私はにんじんを切るから」

「……おれがたまねぎですか」

　目がしみるんだよな。たまねぎって。

「さー、やるわよー。……うおりゃあああああー」

「──ちょ、京きよう子こ先せん輩ぱい！　なんて包丁の使い方をしてるんですか！」

　まるで竹でも割るような豪ごう快かいな包丁の振り下ろし方だった。

　──スパン！

　両手で握った包丁を、まな板の上のにんじんに向かってまっすぐ振り下ろす。

　手で押さえていないものだから、切断された瞬しゆん間かん、二つになったにんじんがまな板の外に勢いよく飛び出した。一方は床ゆかに、そしてもう一方はごみ箱ばこの中にホールインワン。素す晴ばらしいコントロールだが、今はゴルフの時間ではない。

「おかしいわね。ちゃんと『漆しつ黒こくラバー』のカエデみたいに全力で包丁を振り下ろしているのに、どうして切った野菜がフライパンの中に入らないのかしら」

　やはりカエデの真ま似ねだったか。……素すじゃなくてよかった。

　たしかカエデの場合、切った野菜がいい感じに放ほう物ぶつ線せんを描きながら中ちゆう華か鍋なべに降り注ぐんだったか。あのシーンはいかにもギャグパートって感じで、音楽はコミカル、声せい優ゆうさんの演技も演出過多な熱ねつ血けつ料理漫まん画がの登場人物みたいに大げさな語り口なんだよな。

　それはともかく……あのシーンは再現不可能だろ。

　二次元世界におけるギャグパートはしばしば物理法則を無視するからな。

「あの、さっきから思ってたんですけど、ギャルゲーのヒロインって、普通に料理上じよ手うずなヒロインもたくさんいますよね？　何も変わり種のヒロインばかり演じなくても……」

「んー、まあ、それもそうね」

　京子先輩が新たなにんじんをまな板の上に置く。両手で握っていた包丁は右手で持ち、左手はちゃんと細長いにんじんに添そえている。ようやくまともに料理する気になったようだ。

　──と思ったのだが。

「これって、どのくらいの薄うすさで切ればいいのかしら……いえ、そもそもにんじんは皮を剝むかないといけなかったような……でも、皮にも栄養があるという話を聞いた覚えがあるし……だとしたらこのまま切っても問題ないような……」

　京子先輩は予想以上に手て際ぎわが悪かった。

　素人しろうとのおれが数分ほどで一玉分のたまねぎをスライスしたのに対し、先輩はにんじんのヘタを切り落としたところで手を止め、その赤いにんじんを睨にらみつけたまま固まっていた。

「先輩、どうしたんですか？」

「（……どうして私がこんな些さ細さいなことで悩まなければならないの）」

「聞いてます？」

「（……こんな地味な作業、私の趣しゆ味みじゃないわ）」

「おーい。せんぱーい」




「……予定を変更します」
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　京きよう子こ先せん輩ぱいがそうつぶやき、ゆっくりと包丁をまな板の脇わきに置いた。

「予定を変更？　どういうことですか？」

「肉を焼きます」ロボットのような口く調ちようだった。「肉を焼くのです」

「は？　肉を焼く？　何言ってるんですか？」

「だ、だから！　肉を焼くと言っているのよ！（ニンジンをおれの口に突っ込む）」

「はごおおおおおっ!?（息できねぇ！）」

　激げつ高こうした京子先輩が冷れい蔵ぞう庫こに駆かけ寄り、先ほどしまった各種肉を取り出す。

　やけにプリプリしている。一体どうしたというのだろうか。

「肉野菜炒いためなんて所しよ詮せん、肉を食べるための口実でしょう？　だったら堂々と肉だけ食べればいいのよ。肉だけ。肉を焼く……つまり、肉炒め。今日きようの献こん立だてはそれだけよ」

「それだけって……味み噌そ汁しるは作らないんですか？」

「作りません。いえ、作れません。むしろ、作り方がわかりません……！」

「……えぇー？」

　も、もしや、京きよう子こ先せん輩ぱいって料理がまったくできない人なんじゃ……。

　肉の詰まった白い発泡トレイを両手いっぱいに抱えた京子先輩を疑ぎ惑わくの目で見つめると、

「しょ、食事なんてね、何を食べても一いつ緒しよなのよ。現にギャルゲーのヒロインたちはどれだけ食べても太らないし、ニキビだってできないわ。健康にも影えい響きようがない。立ち絵や一枚絵にだって体重の増減は反映されないもの。何年経たっても美び貌ぼうを保てる……それがギャルゲーのヒロインの素す晴ばらしいところなのよ！」

「……なんて露ろ骨こつな話のそらし方……」

「何か言った？」京子先輩が鬼おにの形ぎよう相そうでおれを睥へい睨げいし、「い、言っておくけどね、私はわざと料理が下へ手たなヒロインを演じているの。ほら、『漆しつ黒こくラバー』のメグミは刀の扱いには長たけているけど、包丁を持たせると途端とたんにへっぴり腰になるでしょう？　──つ、つまり、そういうことよ……」

　う、うわあー。ついに自分の料理の不ふ得え手てをギャルゲーのヒロインに責せき任にん転てん嫁かし始めたぞ。

　料理が苦にが手てなら苦手って前もって言ってくれればいいのに……。

「──やっほー！」

　ゴチャゴチャ言い合っていると、調ちよう理り室しつの扉が開き、サヤカ先輩たちが入ってきた。

「……今日きようは集合時間が早かったので、お腹なかペコペコです」

「私もです」

「雄ゆう介すけ！　上流家庭育ちのカオルちゃんに安っぽい料理を出すんじゃないぞ！」

　四人は入り口近くのテーブルを囲むようにして席に着いた。そして、もっとも食い意地の張った雪ゆき平ひらが、「まーだーなーのーかー？」と言いながらおれたちに視し線せんを投げてきた。

「椎しい名な。あなたは配はい膳ぜん係がかりよ。私は肉を焼くから急いで箸はしと食器を用意しなさい。容赦なくガンガン焼くから、椎名もどんどんサヤカたちに肉を運びなさい」

「マジで肉だけなんですね……」

「四の五の言わないで早く準備しなさい」

「へーい」

　おれは調理室の食器棚だなから地味なデザインの皿を取り出し、京子先輩がフライパンで肉を焼き始めたのを横目で確かく認にんすると、サヤカ先輩たちがいるテーブルに小皿と箸を並べた。再び食器棚に戻り、今度は肉を運ぶための大皿を引っ張り出し、京子先輩の側そばへ駆かけ寄る。

「ちょうど牛肉が焼けたところよ。さあ、じゃんじゃん運びなさい」

「……黒コゲなんですが」

「ウエルダンと言いなさい、ウエルダンと」

「いや、これは焼きすぎでしょう。先輩、ちゃんと油ひきましたか？」

「……え？　油？　……あ、ああ、油ね！　……そ、そんなの当たり前でしょう！」

　うわああああ！　この人、料理の基本すらわかってないっぽいぞ！

　ってか、ひけよ！　油くらいひけ！　そりゃコゲるわ！

「ちょっと椎しい名な、ボーイごときが料理長に指図してんじゃないわよ。あなたの仕事は料理を運ぶこと。それだけよ。ほら、さっさと肉を運ぶ」

「横おう暴ぼうな料理長だなぁ……」

　おれは黒コゲの牛肉を大皿に移し、サヤカ先せん輩ぱいたちが待つテーブルにそれを運んだ。

「あー、昔、何かの漫まん画がでこういう黒コゲの肉を見た覚えがあるなー」

「……『漆しつ黒こくラバー』のカエデ飯めしよりは幾いく分ぶんマシかもしれませんが」

「カエデ飯はモザイク入りでしたもんねー」

「雄ゆう介すけ？　これはなんの冗じよう談だんなのだ？　客を舐なめているのか？」

「国産の牛肉を強火でじっくりウエルダンで焼いた結果がこの有あり様さまです」

　おれはボーイ風ふうに丁てい寧ねいに解説を加えた。

　シンプルな料理だけに、みんな容易に悲ひ惨さんな調ちよう理り過程が想像できたようで、

「えーと、他ほかの料理は？」

「大変申もうしわけございません。本日はこの黒コゲのお肉のみとなっております」

　おれはサヤカ先輩の苦にが笑わらいに無表情で応こたえた。

「お昼抜き……ですかね」と川かわ野の辺べさん。「ま、まあ、ダイエットと思えば……」

「おい！　そこの糞くそボーイ！　今すぐ料理長を呼べ！　カオルちゃんが説教してやる！」

　呼ぶのはいいけど、ちゃんと臆おくせず対応できるんだろうな。

「お昼を抜くのは別にいいけどさー、この黒コゲの肉はどー処理すんだよー？」

「……残ざん飯ぱんの処理は主人公の役目と相場が決まっています。ギャルゲーの世界では……」

　秋あき葉ばさんが、素人しろうと料理長が作った肉にく炒いためを『残飯』と言い切った。いや、食べ切れずに残ってしまった料理という意味での残飯ならまだマシな表現か。……というか──

「残飯の処理？」

「……そうです。残飯の処理です。今回の合宿の趣しゆ旨しからいって、この黒コゲ肉を処理するのはギャルゲーマスター椎名の役目だと私は考えます」

「ですよねー」とサヤカ先輩が笑う。「しーなの役目だよなー」

「今回の合宿はそういう趣旨ですもんね。仕方ないですよね（……椎名君くん、頑がん張ばってね）」

「雄介？　そういう趣旨らしいぞ？」

　雪ゆき平ひらが邪悪な笑えみを浮かべ、下へ手たくそな箸はし使づかいで黒コゲ肉をつまみ上げる。

「ほれ、雄介！　食え！　食うのだ！　このカチカチの肉を！」

「……や、止やめんか！」

　おれは雪平の手から逃のがれようと、慌あわててテーブルを離はなれた。

「あっ……」

　──と、振り返った先に素人料理長が立っていた。料理長こと京きよう子こ先輩は、「食べないの？」とも「食べなさいよ！」とも言わずに静かに佇たたずんでいた。きっと失敗料理だという自覚が本人の中にもあるのだろう。だから何も言わず、謙けん虚きよにおれの行動を見守っているのだ。

「……くっ」

　ここで京きよう子こ先せん輩ぱいが「食べなさいよ！」と言えば、楽に反はん論ろんできるのだが──

「しーなー。自分に負けるんじゃないぞー」

「雄ゆう介すけ！　覚悟を決めるのだ！」

「……く、くうううっ」

　もしかしたら、この京子先輩の「頑がん張ばって作ったのに……」という控え目なアピールは、おれに黒コゲ肉を食べさせるための作戦かもしれず、だとすればこの健けな気げな立たち居い振ふる舞まいはなんらかのギャルゲーのヒロインを参考にした演技である可能性が高い。

　だけど、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな京子先輩にあんな目をされたら……あんな目をされたら……。

　たとえそれが演技だとしても！　食べるしかないじゃないか！　男としては！

　くっそー、もうどうにでもなれー！

　おれは雪ゆき平ひらが差し出した黒コゲ肉にかじりついた。

　──ガリっ！

「う、うわあああっ……」

　歯が折れるんじゃないかと思うくらいカチカチだった。

　だが……一度口につけたからには完食するのが男というもの……！

　……ガリガリガリガリガリ…………ゴリィ！

　おれは気合いと根性と男気で黒コゲ肉の完食を目指した。




　食後、「……胃、大丈夫かな」とお腹なかを擦さすりながら部室に戻っていると、「椎しい名な」と京子先輩に呼び止められた。

「……な、なんですか？」

　そわそわしながら背後を振り返ると、京子先輩が小走りで近づいてきた。

「これを飲みなさい」

　そう言って京子先輩が差し出してきたのは錠じよう剤ざいの胃い薬ぐすりが入った小ビンだった。

「こ、これを……おれに？」

「いいから飲みなさい」

　錠剤を二粒取り出し、眼前に突きつけてくる京子先輩。

　多くを語る気はないようだが、なんだかこういう気き遣づかいは先輩っぽくない気がした。

　……あー、もしかしたらこの展開はあれかな？　『漆しつ黒こくラバー』の主人公が、メインヒロインであるカエデが作った、通称『カエデ飯めし』を食べてお腹を壊こわすシーン。体たい調ちようを崩くずしてしまった主人公を見て強い責任を感じたカエデは、ドラッグストアに足を運んで胃薬を購こう入にゆうし、「これを」と錠じよう剤ざいの入った小ビンを主人公に手渡すのだ。

「京きよう子こ先せん輩ぱい。あのシーンのカエデってもっとしおらしくなかったですか？」

「……は？　なんですって？」

「え？　いや、ですから、あのシーンを再現するならもっと──ふごおおおお!?」

　突如、口の中に錠剤が押し込まれた。

「ひょうほへんぱい、あにをふるんへすか──っ!?　っへか、ひずっ！（京子先輩、何をするんですか──っ!?　ってか水っ！）」

「……水なんてありません」

　京子先輩は低い声でそうつぶやくと、回れ右をして去っていった。

　結局、どこまでが素すで、どこまでが演技だったのか、皆目見当もつかなかった。




　昼食はこの通り、散々な結果に終わってしまったのだが──

　夕食時にも大きな波乱が待ち受けていた。

　雪ゆき平ひらが、いや、雪平一人ひとりがジャンケンに負けた時点で嫌いやな予感はしていたし、全員が同時に深いため息をついたことからも、雪平以外の五人の意見は一致していたものと思われる。

　当の雪平も、「カオルちゃんに任せておけ！」と最初のうちは息巻いていたものの、買い出しから戻ってくると、「……雄ゆう介すけ、ちょっと相そう談だんがある」とおれを部室の隅に招き寄せた。

「雄介、いいのか？　カオルちゃんに全すべてを任せてしまっても？」

「……何が言いたい？」

「カオルちゃんの料理の腕前は日本残ざん飯ぱん級きゆう、ゆくゆくは世界廃はい棄き物ぶつ級だぞ？　あっさりと制せい覇はしてしまうぞ？　そんなカオルちゃんに夕食を任せてしまっても……本当にいいのか？」

「お前なあ……」

　手伝てつだって欲しいのなら、素直にそう言えばいいのに。素直じゃないのは京子先輩も同じだけど……って、そういや、あの二人ふたりって従い姉と妹こ同士なんだっけ？

　血筋なのかな。二人のプライドの高さは。きっと身長の低さも遺い伝でんだろう。

　このあと、京子先輩に事情を説明すると、「困っているヒロインを助けるのは、ギャルゲーの主人公の義務よ」とあっさり許可が下りた。

　──と、ここまではよかったのだが。

　どうやら味方が増えて気が大きくなったらしく、雪平は、調ちよう理りを開始してしばらくすると、暴ぼう走そうという名の悪ノリを始めた。「カレーを作るのだ！」と言い出したときは、「雪平にしては無ぶ難なんな選せん択たくじゃないか」と感心したのだが、深ふか鍋なべで肉と野菜を炒いため、水を浸ひたしたあたりで、雪平の暴走が本格化した。鍋の中に次から次へと妙なものを投入し始めたのだ。

　隠かくし味あじにコーヒーはまだいいとしても、マヨネーズとか（綺き麗れいに溶けない）、納なつ豆とうとか（川かわ野の辺べさんの苦にが手てなもの）、バルサミコ酢すとか（チョイスもあれだが入れすぎなんだよ！）、らっきょうとか（それは最後に添そえろ！）、さらに酸すっぱめの調ちよう味み料りようを多数投入した。

　その結果、『辛からそうで辛くない、ただ酸っぱいだけのカレー』が出来上がった。

　……そして、これだけでは終わらないのが元祖トラブルメーカーの雪ゆき平ひらである。

　雪平は投入する食材や調味料選えらびに熱ねつ中ちゆうするあまり、ルーを入れたあと、鍋なべを搔かき混ぜる作業を怠おこたり、見事に鍋を焦こがしてしまった。雪平の暴ぼう走そうを食い止めるのに必死で、おれは鍋が焦げついていることに気がつかなかった。……一生の不覚である。

　と、それだけでも最悪なのに、何を思ったのか雪平は、「大変なのだ！」と焦げついた鍋を今さらのようにお玉で搔き混ぜ始めた。お玉で鍋の底のコゲをはぎ取った結果、『辛そうで辛くない、ただ酸っぱいだけのカレー』にコゲの苦にがみを加わり、『辛そうで辛くない、ただ酸っぱいだけのカレーと見せかけて、めちゃくちゃ苦いカレーじゃねーか！』に進化した。

　……いや、退化か。

　こうして本日二品目の『豪ごう華かコゲ料理』が完成した。

　ただ、幸いだったのは思ったほど先せん輩ぱいたちに怒られなかったことだ。

　特に京きよう子こ先輩は昼間、自分が料理に失敗したこともあって、「……許してあげるわ」とわなわなと拳こぶしを震ふるえさせていたものの、普段ふだんの京子先輩と比べるとかなり寛かん容ようだった。




　　　◇　◇　◇




　午後十一時、その日は早めの就しゆう寝しんとなった。

『合宿＝徹てつ夜や』という共通認にん識しきを持っているＧ研のメンバーだが、夕食後、京子先輩が、「就寝十一時、起床六時」というルールを急きゆう遽きよ設定した。

　それはなぜか？

　誰だれもがお腹なかを空すかせていたからだ。

　よせばいいのに、京子先輩は、「合宿中の買い食いは禁止だから！」と『買い食い禁止令』を公布していた。そのため学外へ食料を調達しにいくわけにはいかなかったのだ。

　──ぐぅぅー。

　暗がりの中、誰かのお腹の音が、無音の室内に響ひびき渡った。

　誰だよ今のー、とサヤカ先輩がひそめた声で言う。

　だが正直に名乗り出る者はいない。……ちなみにおれではないのであしからず。

「……はぁ」

　ゴツゴツした床ゆかの上で寝返りを打つ。

　男はおれ一人ひとりとはいえ、男女が同じ部へ屋やで雑ざ魚こ寝ねするのは大いに問題があるような気がしたが、Ｇ研のメンバーは一人ひとり残らず空腹の餌え食じき（……と言うと語ご弊へいがあるかもしれない。おれは一応、お昼に黒コゲ肉を食べたので。夕食は抜きだったが）になっていたので、「そんなのどうでもいいよ。早く寝ようぜ」と食欲を誤ご魔ま化かすための睡眠欲が何よりも優ゆう先せんされた。

　この闇やみに包まれた部室の床ゆかにはマットレスが複ふく数すう敷しかれていて、女性陣はその上に寝転がっているのだが、マットレスが二人ふたり分ぶん足りず、ジャンケンに勝った雪ゆき平ひらがソファーを占有。そして敗者のおれはこうして硬い床の上で寝る羽は目めになったわけだ。……まあ、仮にジャンケンに勝っていたとしても、雪平にソファーは譲ゆずったと思うけど。




　──ガツン！

　深夜、仰あお向むけで寝るおれの顔面に何者かの踵かかと落おとしが炸さく裂れつした。

「……うおぉぉぉぉ」

　おれは鼻を押さえながら身体からだを起こし、痛みが引くまで身を縮ちぢめてじっと耐え忍んだ。

「こ、この尻しりは……誰だれの尻だ……」

　暗闇に目が慣なれてきたころ、目の前に丸いお尻が浮かび上がってきた。しばらく様よう子すをうかがっていると、「……椎しい名なのバカ」という京きよう子こ先せん輩ぱいの寝言が聞こえてきた。

「どんな夢見てんだろ……」

　それにしてもなんて寝ね相ぞうの悪さだ。おれとは反対側の壁かべ際ぎわで寝ていたはずなのに。

　そんなことを考えながらブルマが食い込んだ先輩のお尻をまじまじと眺める。

　……ってか、このシチュエーションはまずいだろ。

　さっきから先輩のお尻がおれを挑発するかのように右を向いたり左を向いたりしている。

　健全な男子高校生であるおれには、この光景はいささか刺し激げきが強すぎる。

　それにこんなにくっつかれたんじゃ、眠るに眠れない。

「外の空気でも吸ってくるか……」

　おれは物音を立てないよう細心の注意を払いながら部室の外に出た。




「……ん？　あれは？」

　部室棟を出て、渡り廊下を歩いていると、中庭のベンチで見覚えのある人ひと影かげを発見した。

　サヤカ先輩だった。

　赤い髪とピンク色のパジャマが外灯と月つき明あかりに照らされ、真夜中だというのに強い存在感を放っている。就しゆう寝しん時じはどんな格かつ好こうをしてもいい、とのことだったので、おれは学校指定の体たい操そう着ぎに着替えているのだが、パジャマ姿のサヤカ先輩を遠とお目めに眺めていると、ここが学校だということを忘れてしまいそうだった。

「おー？　しーなか？」

「ども」

　おれが軽く手を上げると、サヤカ先せん輩ぱいがベンチからすっと立ち上がった。

「眠れないんですか？」

「んー、それもあるけど」と言って再びベンチに腰を下ろし、「原案を考えてたんだよ」

「そういえばサヤカ先輩。昼間はずっと机にかじりついてましたよね」

「そーそー。合宿の趣しゆ旨しを半ば放ほう棄きしてなー」

「まあ、今回はあまり意味のある合宿だとは思えませんけどね……」

　そう言いながらベンチに腰かけると、「なぁ、しーな。なんかネタくれよ」と言いながらサヤカ先輩がおれの頰ほっぺたを突っつき始めた。

「もうかれこれ一週間くらい考えてるんだけど、突破口というか、出発点というか、原案の取っかかりとなるアイデアすら見つからない状態なんだよ」

「えーと、あれはダメなんですか？　ほら、『おれの妹が三十人もいるわけがない～クラスメイトは全員妹!?～』みたいなアイデアがあったじゃないですか」

「あれはダメー」サヤカ先輩は即答した。「設定はたしかに面おも白しろいけど、妹が三十人いるってことは言いい換かえればヒロインが三十人いるってことだろ？　つまり、三十人分のキャラ設定とキャラデザが必要になってくるわけだ。……商業ならまだしも、同人でやるにはいくらなんでもボリュームが大きすぎるだろ？」

「たしかに」

「断片的なアイデアってのはさ、妄もう想そうみたいなものなんだよ。そういう妄想を元に何かを作ろうとしたとき、当初は思いもしなかった障害に阻はばまれることがある。まあ、妹三十人はちょっと考えればすぐに弊へい害がいに気づくけど」

「じゃあ、サヤカ先輩は『完かん璧ぺきなアイデア』を求めているわけですね」

「理想はそうだなー」

　サヤカ先輩が、はは、と渇かわいた笑い声を上げながら夜空を見上げる。

　今夜は満月なので、星の数が極端に少なかった。

　……んー、ちょっと冷えてきたな。

　そろそろ部室に戻ろうかな、と思っていたころ──

「しーな……静かに……」と言ってサヤカ先輩がおれの口を手で塞ふさいだ。

「（どうしたんですか？）」と目で疑問を唱えると、

「……あれは雪ゆき平ひらだな」

　サヤカ先輩の視し線せんが渡り廊下のほうを向く。同時におれの口を塞いでいた手を離はなした。

「ゆ、ゆ、ゆ、ゆ、ゆーすけはー、し、し、し、し、死ねばいいー♪」

　妙な歌を口ずさんでいる人物がいた。

　なんなんだあの変な生き物は、とおれは改めて雪平の不ふ思し議ぎな生態に疑問を覚えた。

「裏門のほうに向かってるな。……よし、あとをつけようぜ」

　雪ゆき平ひらの生態調ちよう査さが原案のヒントに繫つながる、とでも思ったのか。

　サヤカ先せん輩ぱいはおれの手をつかみ、静かにベンチから立ち上がった。

「坂道を下っていくな。……どこに行くんだろーか」

　雪平は黒いナイトキャップを左右に揺ゆらしながら坂を下りていく。

　相変わらず妙な歌を口ずさんでいる。おれを蔑さげすむような呪のろいじみた詞しの歌を。

「あー、コンビニかー」

　サヤカ先輩が茂しげみの中から顔を出す。先ほど急に雪平が立ち止まったので、慌あわてて道みち脇わきのこの茂みの中に隠かくれたのだが、その後、雪平が再び歩き出し、おれたちが隠れている茂みとは反対側にある、青い看板のコンビニに入っていった。

「さすが雪平。食い意地が張ってる」

「まー、仕方ないだろー。お昼も夕方も食事にありつけなかったんだから」

「……そうでした」

　茂みの中で雪平が買い物を終えるのを待っていると、

　──トットット……。

　坂の上から複ふく数すうの足音が下ってきた。

　こんな時間に通行人？　と不ふ思し議ぎに思いながら足音の正体を探ると、

「あれは……秋あき葉ばさんと川かわ野の辺べさんですね」

「わははー。二人ふたりとも空腹に耐えられなかったみたいだなー」

　ジャージ姿の秋葉さんと川野辺さんはふらふらとコンビニに吸い寄せられていった。

　直後、おれの腹が、「ぐぐぅー」と唸うなり声ごえを上げた。

「身体からだは正直だよなー」とサヤカ先輩が苦笑し、「んじゃ、あたしたちも行くかー」

「……そ、そうしましょう」

「あ、でも、お金持ってきてないや」

「秋葉さんたちに借りればいいんじゃないですか？」

「んー、それでもいいけど……」サヤカ先輩は難むずかしい顔をし、「ここであたしたちが顔を出したら、『お前ら昨日きのう、夜中に買い食いしてただろ？　ほら、これを見ろ。証拠の写真だってちゃんとあるんだ』って凜りんたちを脅せなくなるからなー」

「……なんすかそれ」

「お金は取りに戻ればいいし、コンビニに行くのは三人が学校に戻ってからにしよーぜ」

「……まあ、別にいいですけど」

　そんなわけで、引き続き茂みの中で待たい機きすることになった。

「おにぎりー、ポテチー、アイスクリームー♪」

　数分後、雪平たちが連れ立ってコンビニから出てきた。

　三人とも大きめのコンビニ袋を提さげている。

「みんな幸せそうな顔をしてますね」

「だなー」

　おれとサヤカ先せん輩ぱいは坂道を上がっていく三人を茂みの中でやりすごした。

　足音と話し声が徐々に遠ざかっていく。

　そろそろ大丈夫かな、とおれが茂しげみから出ようとすると、

　──トットット……。

　テンポの速い足音が坂の上から近づいてきた。

　雪ゆき平ひらあたりが戻ってきたのかと思ったら、

「……げっ」

　現れたのは紺こん色いろのブルマを穿はいた京きよう子こ先輩だった。

　しー、とサヤカ先輩が再びおれの口を手で塞ふさぐ。

　サヤカ先輩と密着したまま京子先輩の動向をしばらくうかがっていると、

「……ああー、さすがの京子も空腹には勝てなかったか……」

「みたいですね」

　京子先輩はおれたちの側そばを通過すると、まっすぐコンビニに向かって歩いていった。

　ところが──

　コンビニの自動ドアを前にして、京子先輩がピタリと足を止めた。

　そして「うー」とか「あー」とかいった苦悩の声を漏もらしながら背中を丸め、

　──回れ右をした。

　坂の上を振り返った京子先輩は背筋を伸ばし、「パン！」と両手で頰ほおを叩たたいた。

　気合いを入れ直した部ぶ長ちよう様さまはすぐさま学校へ引き返し始めた。

「……選せん択たく肢し……シナリオ……幼おさな馴染なじみ……みかづきはんげつ……ツンデレ……」

　空腹を紛まぎらわすためか、京子先輩が『一人ひとりギャルゲーしりとり』を始めた。

　坂を上がっていく、その小さな後ろ姿は、大物芸能人並みの威い厳げんに満みち溢あふれていた。

「さ、さすが京子だぜー」

　茂みから抜け出したサヤカ先輩が身を震ふるわせながら感嘆の声を上げた。

「しーな！　あたしたちも京子を見習って、この絶望的な空腹を克服するぞ！」

「え、えええぇー？」

「京子が『一人ギャルゲーしりとり』ならあたしたちは『ヒロイン限定しりとり』だー！」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ」

「あたしから行くぞー。まずは『漆しつ黒こくラバー』の『夢ゆめ川かわカエデ』だー」

「……初しよっ端ぱなから詰みじゃないですか」

　おれは『で』から始まるギャルゲーのヒロインの名前を思い浮かべようとしたが、どんなに頭を捻ひねっても、『で』から始まるヒロインの名前は思いつかなかった。

　どうでもいいことだが、合宿が始まる前、「どの辺にサバイバル要素が？」と『サバイバルギャルゲー合宿』という言葉の意味をおれは京きよう子こ先せん輩ぱいに尋たずねたが、空腹に苛さいなまれている今、『サバイバル』という言葉の意味がほんのちょっとわかったような気がした。京子先輩がこうなることを予想していたとは考えづらいので、この合宿の顚てん末まつは偶然の産物だと思うが。
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　合宿が終わって一週間が経たったある日、Ｇ研のメンバー六人で花火大会に足を運んだ。

　夕方、会場に到着したものの、花火が上がるまでまだ一時間以上も余裕があったので、出店を見て回ろう、ということになった。

「むっふー。冷たくて甘くて滑なめらかでちょっと辛からくてほくほくしてて微妙に熱あつくて歯ごたえがあってほふほふしててぐちゅぐちゅしててひじょーにクリーミーなのだー」

　アホ舌の雪ゆき平ひらが、かき氷と焼きそばとたこ焼きとイカ焼きとソフトクリームを同時に食べながらそれぞれの食べ物の感想を一いつ緒しよくたに述べている。気持ち悪い食べ方をする奴やつだ。

「カオルちゃん？　前歯に青のりがついてるよ？」

　そう言いながら川かわ野の辺べさんが右手に持っているソフトクリームの先端にかぶりつく。

　食欲旺おう盛せいなのは雪平だけではなかった。

　空腹を味わったサバイバルギャルゲー合宿の反動か、あの日以来、川野辺さんの食欲は目に見えて増進していた。部活中、雪平が食べているスナック菓子なんかを、「もらうね」と遠えん慮りよなしにがばっと奪うばい取るのだ。

「ひかりー。調ちよう子しに乗って食べすぎるなよー」

　サヤカ先せん輩ぱいが川かわ野の辺べさんの浴衣ゆかたの袖そで口ぐちをやんわりとつかむ。

「太ったんだろ？」

「……い、言わないでくださいよぉ……」

　川野辺さんがチラッとおれのほうに視し線せんをよこす。

　……き、気まずい。この手の話題には混ざりにくいんだよな。

　おれは慌あわててそっぽを向いた。

「んでー？　具体的には？　何キロ太ったんだ？」

「そ、それは……」

「それはー？」

「……（ごにょごにょごにょ）……」

　川野辺さんはひそめた声でサヤカ先輩に耳打ちした。

　たぶんおれに聞かれたくなかったのだろう。

　しかし──

「へぇー、二キロかー。陽ひ香か理りは二キロも太ったのかー」

「いやああぁぁ！」川野辺さんが大おお慌あわてでサヤカ先輩の口を押さえる。

　あーあ、と内心で同情していると、直後、川野辺さんと目が合った。

　おれは、気を利きかせて「どうしたの？　なんの話？」と聞こえなかったフリをしようと思ったのだが、「あはは……」とうっかり苦にが笑わらいを浮かべてしまい、「う、うううっ」と川野辺さんの赤面を誘さそってしまった。

「……内うち訳わけを教えてください」

　秋あき葉ばさんがかき氷の入ったカップを片手に川野辺さんの横に並ぶ。

「う、内訳？」

「……腰回りに一キログラム、胸に五百グラム、お尻しりに五百グラム……といったような」

「わ、わかんないですよ、そんなの」

「……むっ!?」秋葉さんが懐ふところからコンパクトデジタルカメラを取り出した。「今、胸が！　胸がぷるるんと激はげしく揺ゆれ動きました！　──はっ、まさか!?　二キロ分の栄養の全すべてがバストに集中してしまったのでは!?」

「その可能性はなきにしもあらずね」

　京きよう子こ先輩が秋葉さんの推測に同意しつつ、川野辺さんの正面に立つ。

「陽香理？　実際のところどうなの？」

「……どうなのと言われましても……」

「何よ。恥はずかしがらなくてもいいじゃない」

　いつもは髪を下ろしている京子先輩だが、今日きようは浴衣ゆかたを着ていることもあり、アップヘアにしてそのボリュームのある髪を頭の後ろで一つにまとめ、赤いかんざしを挿さしている。もちろん髪型が違うのは京きよう子こ先せん輩ぱいだけではない。各おの々おの、和服に似合うように髪型を工く夫ふうしている。

「ほらほらー。正直に答えなさーい」

　京子先輩が浴衣ゆかた越ごしに川かわ野の辺べさんの胸を指で突っつく。

「ひ、ひゃんっ!?」

「このボリュームと弾力性から算出される陽ひ香か理りのバストサイズは……ズバリ八十七センチ」

　京子先輩が川野辺さんの胸を見つめながら、「合ってる？」と問いかける。

「じ、自分の胸の正せい確かくな大きさなんて知りませんよぉ……」

　泣きそうな顔で川野辺さんが言う。

「まー、普通は自分の胸の大きさなんていちいち測らないよなー」

「……その通りです」秋あき葉ばさんが頷うなずく。「……カップのサイズは把は握あくしていますが」

「ギャルゲーのヒロインがスリーサイズを公開するのは、本人のためじゃなくて、あくまでユーザーのためだからなー」

「……その通りです」と秋葉さんが同じリアクションを繰くり返す。「……ただ、自分の体型を気にしている場合は別です。たとえばダイエットを始める前にウエストを測ったり、モデルを目指している人が身長や体重を気にしたり……」

　なるほど。体型にコンプレックスがある人がサイズを気にするのは当然のことだよな。おれのクラスにも身長の低さを気にしている男子がいるのだが、毎日、家で身長を測っていると話していた。おれの場合、身長にしても体重にしても平均的な数値だから、自分の体型を気にしたことはあまりない。

　……あー、コンプレックスと言えば、真まっ先さきに思いつくのは京子先輩の幼児体型だよな。

　と、そんなことを考えながら当の本人にさりげなく視し線せんを向ける。

「ううん……」

「むふー……」

　京子先輩とその隣となりに立っている雪ゆき平ひらが難むずかしい顔をして唸うなっていた。

　……もしかしたらこの貧乳コンビ、秋葉さんの言葉に何か心当たりがあるのかも。

　たとえば毎晩、鏡かがみの前で胸の大きさを測っているとか。……二人ふたりの裸を見たことがあるわけではないから、正確な胸の大きさはわからないが、おれは京子先輩が風ふ呂ろ上あがりの火ほ照てった身体からだにメジャーを当てて「……ああ」と苦悩している姿を想像してしまった。
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　それにしても、京子先輩の胸って実際どのくらいの大きさなのかな。

　あー、雪平の胸は……まあ、別に想像しなくてもいいよな……。

「ねえ、カオルちゃん。このソフトクリーム食べてくれない？」

「……むふ？　いいのか？」

「うん。これ以上食べたら……大変なことになりそうだから」

　川かわ野の辺べさんが食べかけのソフトクリームを雪ゆき平ひらに手渡す。

　そして、ふぅ、と深いため息をつき、

「ギャルゲーのヒロインはいくら食べても太らないからいいですよねぇ……」

「しみじみと言うねぇー」サヤカ先せん輩ぱいが顔を綻ほころばせる。「ギャルゲーのヒロインはさー、『いくら食べても太らない体質』っていう設定のヒロインが多いよなー」

「……ギャルゲーの場合、身長や胸の大きさなどはヒロインごとに変化をつけることができますが、身体からだの横幅……明らかなぽっちゃり系などはご法はつ度とですから」

「おい、りーん。ぽっちゃり系は既き存そんのギャルゲーにけっこういるぞ？」

「……私は明らかなぽっちゃり系と言ったのです」

「はあー？　明らか、ってなんだよー？」

「……目に見えて太っているとわかるレベルのぽっちゃり系のことです」

「や、それはもうぽっちゃり系とは言わないから」

　サヤカ先輩が、「紛まぎらわしい表現は止やめろよなー」と嫌味いやみっぽく言葉を吐はき捨てる。

「……サヤカの揚げ足取りはたまにウザいです」

「なんだよー。この程度の指摘で拗すねんなよー」

　サヤカ先輩が「おー、恐い恐い」と言いながらおれのほうへ避ひ難なんしてくる。

「お、しーなー。そのたこ焼きあたしに一つくれよー」

「一つって……これで三つ目ですよ？」

「えー？　そうだったかー？（もぐもぐ）」

「……ったく」

　人のこと言えないじゃないか。

　サヤカ先せん輩ぱいにしても秋あき葉ばさんにしても京きよう子こ先輩にしても、今日きようはみんな食べすぎだ。

　たぶん合宿の反動で太ったのは川かわ野の辺べさんだけではないだろう。

　といっても、みんなもともとスマートだからな。六人の中ではたしかに川野辺さんが一番肉付きはいいようだけど、他ほかの五人が瘦やせているからそう見えるだけであって、川野辺さんの体重でも、おそらく平均体重を下回っているはずだ。……まあ、京子先輩の場合、『瘦せている』というよりは『成長していない』と言うべきかもしれないが。

「あー、たこ焼きといえばさ──」

　秋葉さんの追求を避けるためか、サヤカ先輩が話題を変えた。

「『ＳＳＳ』の主人公とキズナの出会いのシーンを思い出すよなー」

「そう？　私は中ちゆう盤ばんにキズナが不良に絡からまれて、手に持っていたたこ焼きを落としてしまうシーンのほうが印象深いけれど」

「……私はキズナが古こ今こん東とう西ざいのたこ焼きをニヤニヤしながら解説するシーンが……」

　サヤカ先輩が言う『ＳＳＳ』とは一週間前、合宿終了後にＧ研の六人で、秋あき葉は原ばらへ買いに出向いた『Sad Sacrifice Stories』というギャルゲーのことだ。

　シナリオに定評のあるブランドの前評判の高いギャルゲーで、発売初日に五万本を売り上げたという景気のいいニュースや、秋葉原のとあるショップに『ＳＳＳ』が二千本入荷され、『地じ震しんが来る前に早く！』というポップ付きの『ＳＳＳ２０００タワー』なるものが建造されたというニュースがウェブ上で話題になった。

　ちなみに、『ＳＳＳ』にはヒロインが三人いて、先ほどからみんなが話題にしている『キズナ』という女の子がメインヒロイン。フルネームを愛あい瀬せキズナという。

　病弱なヒロイン、黒くろ木きユカリ。

　無口系ヒロイン、静しず谷たにアヤメ。

　この二人ふたりを加えた三人の女の子が、『ＳＳＳ』の攻略可能キャラとなっている。今どきのギャルゲーで、攻略可能キャラが三人というのは少ないほうだが、その分、一人ひとり一人ひとりのシナリオが濃こく、割り当てられたＣＧの枚数も多い。

　シナリオは『人の死』や『自じ己こ犠ぎ牲せい』をテーマにした、いわゆる『鬱うつゲー』に分類されるもので、主人公にとっても、ヒロインにとっても、もちろんプレイするユーザーにとっても、目を背けたくなるような辛つらいイベントが目め白じろ押おしで、スタッフロールが流れる直前、最後の一行まで、一いつ瞬しゆんたりとも気が抜けない。どのルートにも怒ど涛とうの展開が待っている。

　今でこそ先輩たちは落ち着いているが、『ＳＳＳ』が発売された日の夜、おれの携帯電話は鳴りっぱなしで、『ゆ、ユカリが！　ユカリが！　屋上から、屋上から！』と真まっ先さきに電話をかけてきたのがサヤカ先せん輩ぱいだった。川かわ野の辺べさんと雪ゆき平ひらはダークなシナリオが大好きだから、比較的落ち着いてプレイできたようで、おれには電話をかけてこなかったが、サヤカ先輩と京きよう子こ先輩はかなり重症で、感動の渦うずと、錯さく乱らんの波と、絶望の海に呑のみ込まれているような状態で、思いの丈たけを一晩中、おれにぶつけ続けた。一方、秋あき葉ばさんからは夜明け間ま際ぎわになってコールがあったのだが、『………………………………（ガサガサ）』と聞こえてくるのは雑音だけで、どうやらおれに電話をかけたはいいものの、心の整せい理りがついていなかったらしく、無言電話状態が長らく続き、『……キズナ……ラブ……』というつぶやきが最初で最後の言葉となった。

「凜り々りしい顔つきなのに、たこ焼き好きってところが可愛かわいいですよね」

「なのだー。たこ焼きを頰ほお張ばるＣＧなんて激げきカワなのだー」

　雪平が川野辺さんの意見に同意しつつ、しれーっとおれのたこ焼きを一つ奪うばい取る。

「うまうまー。うまうまなのだー」

「……油ゆ断だんも隙すきもない」

　おれは残り一個となったたこ焼きを急いで口の中に放り込んだ。

「しっかし、ネット上でもそうだけど、キズナが一番人気っぽいよなー」

「そういえばサヤカ先輩はユカリ派でしたね」

　おれがそう訊きくと、

「とーぜん。だって、病弱なヤンデレキャラだぞー？」

「……ユカリには健けな気げさが足りません」と秋葉さん。

「そうよね。『隣となり町まちまでケーキ買ってきて』って我わがまま言ったり、病室で突然暴あばれ出したり、挙あげ句くの果てに『私と一いつ緒しよに自殺しない？』だものね」と京子先輩。

「かー、二人ふたりともわかってなーい。全然わかってなーい！」

　サヤカ先輩がその場でピョンピョン飛とび跳はね、下げ駄たをカンカンと派は手でに鳴らす。

「ユカリに健気さなんて必要ないのー。ひたすら横おう暴ぼうでいいのー。境遇が境遇だから、あれでオーケーなのー。むしろユカリのそれまでの人生を考えると……はぁ、泣けてくるわ」

「ユカリルートは二周やると印象が変わりますよね」

「おー！　いいこと言ったぞ、陽ひ香か理り！　さては陽香理もユカリ派だなー？」

「えへへ」と川野辺さんが照れ笑いを浮かべる。「個人的にはもっともっと我がままでもよかったし、もっともっと不幸な境遇のほうがよかったんですけどねー」

「カオルちゃんも同意見ですぞー。鬱うつ成分が圧倒的に足りなかったのだー」

　この一年生二人はどうもダークなシナリオがお好みみたいなんだよなぁ。

　一方、京子先輩とサヤカ先輩はハッピーエンド至上主義っぽいところがある。

　秋葉さんの趣しゆ味みは…………謎なぞだ。

「タツノオトシゴ先生はやっぱ神だわー。神ライターですわー。鬱展開のオンパレードなのにラストは清すが々すがしい気持ちになれるしさー。ラスト直前までは、胸の中にポッカリ穴が開いちゃうような、そんな落ち着かない展開なのに、最後はちゃんとその穴を埋めてくれるからなー」

「……キャラ萌もえについては意見が食い違っているようですが、その意見には同意せざるを得ません。今すぐタツノオトシゴ先生にファンレターを送りたい気分です」

「特にキズナシナリオは圧巻だったわよね」と京きよう子こ先せん輩ぱい。「まさかあんな手で来るとは」

「あらすじにしたらさー、『ヒロインにかかっている呪のろいを解くために主人公が奔ほん走そうする』ってだけの展開なんだけど、そこに至るまでの過程が秀しゆう逸いつだよなー」

「……私は主人公がキズナから本音を訊きき出そうとするシーンで号ごう泣きゆうしてしまいました」

「あそこは泣けるよな……（ぐしゅ）」

「印象深いシーンよね。それまでのキズナの痛烈な物言いが、全すべて主人公に対する優やさしさだとわかった瞬しゆん間かんの……あのなんとも言えない切ない気持ち……」

「京子先輩、それはきっと恋です」と川かわ野の辺べさん。

「恋なのだー」

　せっかく夏らしく浴衣ゆかたを着込んで出店を見て回っているというのに、みんなギャルゲー談だん議ぎに夢中になっている。……そういや、海に行ったときもこんな調ちよう子しだったよな。

　それにしても、『漆しつ黒こくラバー』に引き続き、『ＳＳＳ』も大だい絶ぜつ賛さんだな。

　たしかに……先輩たちが神ゲー扱いするだけのことはあり、シナリオにしても絵にしても音楽にしてもシステム周りにしても、非常に高い完成度で仕上がっていると思う。

　だけど──

　なんというか、モヤモヤしたもの、わだかまりのようなものが、プレイ後、おれの胸の中に残った。そのモヤモヤの原因が、シナリオによるものなのか、絵によるものなのか、それとも音楽なのか、システム周りなのか……。はっきりしたことはおれにもわからないのだが、未いまだにそのわだかまりは解消されていない。

「むふー。キズナがたこ焼きを頰ほお張ばっているＣＧを思い浮かべていたら本物のたこ焼きが食べたくなってきたのだー」

「お前はまだ食うつもりなのか……」

　ってか、たこ焼きはさっきおれのを横取りして食っただろうが。

「カオルちゃんの胃袋はこの程度の食事量では満たされないのだー。むっふ──」

「──カオル、待ちなさい」

　たこ焼きの出店を求めて駆かけ出した雪ゆき平ひらを京子先輩が呼び止める。

「むふー？　どうしたのだ、京子ちゃん？　まだ花火までは時間あるぞ？」

「カオル、私たちは部活動の一いつ環かんで花火大会に来ているのよ？　食べてばかりではダメよ。せっかく日常では味わえない特殊な空間の中にいるんだから、サヤカのシナリオ作りの刺し激げきになるような斬ざん新しんなネタを発掘しなさい」

　京きよう子こ先せん輩ぱいが自分のことは棚たなに上げて、雪ゆき平ひらの買い食い行為を非ひ難なんする。

　食べまくっていたのは自分も同じだろうに……。

「他ほかのみんなもそうよ。──金きん魚ぎよすくい、スピードくじ、射しや的てき……。なんでもいいわ。とにかくこの非日常の中から、使えそうなネタを搔かき集めるのよ」

　今さらのように本日の活動内容が部員たちに伝えられる。

「夏を題材にしたギャルゲー……」サヤカ先輩がポツリとつぶやく。「……『なつこい』みたいなレトロでノスタルジックな雰囲気のギャルゲーになりそうだなぁ」

「……サヤカ。私と射的で勝負しませんか？」

「ん？」と腕組みをしていたサヤカ先輩が顔を上げた。「射的勝負？」

「……はい。気分転換に……」

　原案に頭を悩ませているサヤカ先輩に気を遣つかったのだろう。

　秋あき葉ばさんが小声でそんなことを言った。

「ほぉー？　このあたしを『射的元げん帥すい』と知ってて、勝負を挑いどんでいるのかね？　地元の夏祭り会場を荒らしまくった小学生時代を思い出すぜー」

「……ふふっ。ダサい称号ですね。昔とった杵きね柄づかって奴やつですか？（爆ばく笑しよう）」

「吐ぬかせー！　あたしの射的の腕前を見たら、の●太た君くんだってひれ伏すぞー！」

　二人ふたりがプチコントを演じながら射的の出店に向かって並んで駆かけ出す。

　その後ろ姿に向かって京子先輩が、「遊ぶだけじゃダメよー」と声をかけた。

「……まったくもう」

　京子先輩がおれの側そばでため息をつく。

「ひかりー、金きん魚ぎよすくいをやるのだー」

「わっ、待ってよ、カオルちゃん」

　一年生コンビが金魚すくいの出店を目指して駆けていく。

　その場に取り残されたおれは京子先輩のうなじを見下ろしながら、

「おれたちはどうします？」

「あれをやりましょう」

　お姫ひめ様さま然ぜんとした京子先輩がビシッと『スピードくじ』の出店を指差した。

「椎しい名な。一番いいのを当てなさい」

「随ずい分ぶんと簡かん単たんに言ってくれますね」

　えーっと一番いいのっていうと──

「おそらく大当たりは後ろの棚たなの、あのてっぺんの箱はこね」

「あれって今流は行やってる３Ｄ対応の携帯ゲーム機きですよね？」

「当てなさい。それも一発でね」

「……あの手のくじってちゃんとアタリが入ってるんですかねぇ」

　疑いの眼まな差ざしで出店を眺めていると、

「ここで椎しい名なの『選せん択たく肢し心しん眼がん能力』が火を噴ふくわけよ」

「……え!?」

「さ、行くわよ」

　京きよう子こ先せん輩ぱいがおれの背中をドンと押す。

「はい、いらっしゃい！」

　お店に近づくと、ひげ面づらの親おや父じさんが笑顔えがおでおれたちを迎えてくれた。

　足元に『一回二百円』『三回五百円』と黒字でペイントされた看板が置いてある。

「ほら、椎名」

「……とりあえず一回」

　おれは財布から渋しぶ々しぶ百円玉を二枚取り出し、親父さんに手渡した。

　……ま、いっか。スピードくじならアタリを引けなくても金銭的な被害だけですむ。海で小学生をナンパしたときみたいに交番に連行される心配はない。

「それで？　選択肢は？」

「考えてなかったわ」京子先輩が真ま顔がおで言う。「箱はこの中からくじを引くだけなのよねぇ」

「えっと、右手で引くとか、左手で引くとか……」

「それでいいんじゃない？」

「投げやりですね」

「あ、でも、もう一つくらい選択肢が欲しいわね。うーん、そうねぇ。じゃあ、『逆さか立だちしながらくじを引く』っていうのはどう？」

「……却下で」

「どうしてよ？」

「……逆立ちは『ハズレ』だと、おれの直感がそう言っています」

　おれは咄とつ嗟さに噓うそをついた。

「だったら、『右手で箱の中を探って左手でくじを引く』にするわ」

「まあそれだったら……」





１【右手で引く】

２【左手で引く】

３【右手で箱の中を探って左手でくじを引く】






　そんなわけで、なんとも面おも白しろみのない選択肢が出そろった。

　……いや、別に面白い選択肢を用意する必要はないんだけど。

「んー、なんとなくですけど、『２』が正しいような気がします」

「左手で引く……ね？」

「はい」

　おれは頷うなずきながら、「自信ないけど」と内心でつぶやいた。

　今回は「ピンときた！」とか「おれの直感が……！」とかそういうインスピレーションのようなものがまったく働かなかった。……なぜだろうか？

　ともかくおれはくじを引いた。

　箱はこの中に左手を差し込み、適当なくじを引っ張り出す。

　くじはいわゆる『三角くじ』という奴やつだった。

　おれはドキドキしながら薄うすい紙製の三角くじを開いた。

　結果は──

「はーい。ざんねんしょー」

　親おや父じさんが棚たなの内側から昭和の香かおりが漂うアメリカンクラッカーを取り出した。

　──カチカチカチ。

　さっそくリング部分を手に握って上下させてみた。……虚むなしいだけだった。

「椎しい名な？　これは一体どういうこと？　どうして残念賞しようなのよ？」

「……さ、さあ……（カチカチカチ）」

「おかしいわね。椎名の『選せん択たく肢し心しん眼がん能力』が火を噴ふかなかったことなんて、これまで一度もなかったのに。……ギャルゲーの神かみ様さまに愛あい想そうを尽かされたのかしら……」

　京きよう子こ先せん輩ぱいがブツブツ言いながらお店を離はなれる。

　慌あわててあとに続くと、「……もしかしたら」と言って京子先輩がおれの顔を見上げた。

『ＳＳＳ』のメインヒロイン、愛あい瀬せキズナのようなつり上がった目がおれを射い竦すくめる。

「どうしたんですか？」

「椎名、次は金きん魚ぎよすくいよ」

「へ？」

「いいから行くわよ」

　自分の腕におれの腕を絡からめ、前に歩き出す京子先輩。

　ふんふんふん、と機き嫌げんよく鼻歌を歌っている。

　この曲はたしか『ＳＳＳ』のＥＤに流れる『永遠の果て』というボーカル曲だ。

「不ぶ気き味みだ……」

　何か思いついた風だけど、一体どんな悪わる巧だくみを思いついたのやら……。

　金魚すくいの出店には、先客として雪ゆき平ひらと川かわ野の辺べさんがいた。二人ふたりは左手にカラフルなお椀わんを、右手に薄うすい紙が貼はられたポイ（金魚をすくう道具）を握って金魚を追いかけ回していた。のろのろと反射神経の鈍にぶさを露ろ呈ていしている川野辺さんとは対照的に、雪平はバチャバチャと乱らん暴ぼうに水を搔かき回しながらぎゃあぎゃあ叫んでいる。

「お前、びしょびしょじゃねーか……」

「水も滴したたるいい女、なのだー」

「ただの濡ぬれネズミだろ」

「何をー！」雪ゆき平ひらがおれにつかみかかってきた。「くらえ！　ずぶ濡れ攻こう撃げき！」

「止やめんかい！」

　さっそく店先で不毛な争いが始まった。

　その後、京きよう子こ先せん輩ぱいの一いつ喝かつで雪平が静かになると、おれの出番が回ってきた。

「一回二百円か」

　お金を払うと、先ほどと同様、司令塔の京子先輩がおれに選せん択たく肢しを示した。

　方向を示す、「右」「真まん中なか」「左」というシンプルな三つの選択肢。

「……左かな」

　おれは直感に従い、未来の自分の行動を選択したが、今度も「絶対にいける！」という確かく信しんに満ちた選択ではなかった。

「ぷぷぷー！　たった数秒でゲームオーバーなのだ！　雄ゆう介すけはダサいのだ！」

　案あんの定じよう、早々にポイが破れて終了。雪平に大笑いされた。

「……ギャルゲーマスター椎しい名なの『選択肢心しん眼がん能力』はロリ巨乳小学生さえ攻略してしまう、恐ろしい能力のはず。こんな無様ぶざまな結果はとうてい認められません」

「そーだ、そーだ！　しーなに攻略できないものがこの世にあるはずがないー！」

　射しや的てき勝負が終わったのか、秋あき葉ばさんたちが金きん魚ぎよすくいの出店に姿を現した。

　二人ふたりとも口をそろえて、おれに対する不平不満を述べている。

「椎名君、どうしちゃったの？」と川かわ野の辺べさんまでおれの失敗に疑問を唱える始末。

　先輩たちも、川野辺さんも、おれを超能力者か何かと勘違いしてるんじゃないのか。

　そりゃ、海ではトントン拍子に小学生の女の子を攻略してしまったけど──いや、あれは攻略したと言えるのか？　たしかに悪い感触ではなかったけど……。

　視し線せんを地面に落とし、夏の海で刻んだ黒歴史を思い返していると、

「──さあ、椎名。次よ。次が本番よ……！」

　京子先輩が奇妙なことを言い出した。

「「「「「本番？」」」」」

　その場にいた五人が疑問の声をハモらせた。

「ふふふ、私は気づいてしまったのよ」

　京子先輩が目を輝かがやかせながら解説する。

「椎名の『選択肢心眼能力』は明めい確かくな攻略対象キャラがいないと、その効果を発揮することができない、ということにね──っ！」

「……なっ」

　何だよ、その理屈!?　明確な攻略対象キャラ……だと？

　驚きよう愕がくするおれとは裏腹に、おおー、とサヤカ先せん輩ぱいたちが感心したような声を上げる。

「種たね明あかしは以上よ。そういうことだから……椎しい名な」

　京きよう子こ先輩がおれの背後に回って耳元でささやく。

「最後は射しや的てきよ。見なさい、あそこに射的屋のおばさんがいるでしょう？　スピードくじと金魚すくいの失敗を生かして、今度はあの射的屋のおばさんを攻略するつもりで、射的に臨のぞみなさい。この方ほう法ほう論ろんで行けば次こそは上う手まくいくはずよ」

「……う、上手くいくって」

　上手くいっちゃまずいだろ！　……ってか、ご免こうむるぞ！　熟じゆく女じよキラーの称号を獲かく得とくするのは！　し、しかも、あの射的屋のおばさん……重量級っての？　推定バスト八十七センチの川かわ野の辺べさんを軽々と凌りよう駕がするミラクルバスト。百センチ超えは間違いないだろうけど、ウエストも同じくらいのサイズがありそうだぞ……。

「ほれほれー。しーなー。いってこーい！」

「雄ゆう介すけに汚名挽ばん回かいと名めい誉よ返上の機き会かいを与える！」

「カオルちゃん、それを言うなら、汚名返上と名誉挽回だよー」

「……『ギャルゲーマスター椎名～逆ぎやく襲しゆう編へん～』の幕開けですね……」

　みんなの期待の眼まな差ざしと、無責任なコメントが一いつ斉せいにおれに集中する。

「しーなー。ごーごー」

「雄ゆう介すけ丸まる、沈没を恐れるなー」

「ち、ちょっと……まっ!?」

　サヤカ先輩と雪ゆき平ひらがおれの両腕をつかみ、そのまま射的屋まで連行する。

「……いらっしゃい」

　射的屋のおばさんが愛あい想そうのない声で商売を始める。

　棚たなの上には可愛かわいらしいぬいぐるみや人形が並んでいたが、棚の隅っこに佇たたずむおばさんの顔はブルドッグのように厳いかつく、声は男性のように低く、そしてしゃがれ声だった。

「一回三百円」

　おばさんはそう言ってカウンター越しに射的銃をおれに手渡し、「コルク弾は三つ」と小さな透明な箱はこに入ったコルク弾をカウンターの上に無造作に置いた。そして、「お金」と言ってファンタジー漫まん画がに登場するオーガ族のような巨大な手を差し出してきた。

　……逆らえない。逆らったら殺される。

　おれは、「は、払います払います」と慌あわてて財布から小銭を取り出した。

「しーなー。コルク弾はこうやって詰めるんだぞー」

　経けい験けん者しやのサヤカ先輩が射的銃の先端にコルク弾を詰めながら、「あたしも凜りんも、一つも景品落とせなくってさー」と言って秋あき葉ばさんと顔を見合せた。

「椎しい名な、準備はいい？」

　京きよう子こ先せん輩ぱいが下げ駄たを鳴らしながらおれの背後に立つ。

　お金を払った以上、ここで逃げ出すのは不自然極きわまりない。

　……でも、まあ、心配することはないだろう。仮におれの射しや的てきが上う手まくいったとしても、この強こわ面もてのおばさんが、おれに惚ほれるとは思えないし、そもそもおれはお客の一人ひとりにすぎないわけで、おばさんだって商売で射的屋をやっているのだ。むしろ、射的の下へ手たなお客、景品を一つも落とさず帰るお客のほうが、おばさんにとっては上客のはずだ。

「──じゃ、椎名。最初の選せん択たく肢しね」

　京子先輩が例によって選択肢を示す。

　最初の選択肢は、『左上のカバのぬいぐるみ』『真まん中なかの段のルービックキューブ』『右上のポスト型貯ちよ金きん箱ばこ』の三つだった。さらに京子先輩はおれの耳元で、「景品を落とすことによっておばさんを攻略。景品を落とすことによっておばさんを攻略。景品を落とすことによっておばさんを攻略」という呪のろいの言葉を三度、繰くり返した。

　……そんなこと言われるとやる気が出るどころかげんなりするんですけど。

　とはもちろん言えず、

「……じゃあ、左上のカバのぬいぐるみを」

　おれはピンク色の二足歩行のカバに狙ねらいを定めた。

　引き金を引く直前、呼吸を一いつ瞬しゆん止め──

　一番いいタイミングで引き金を引いた。

　──ポンっ！

　軽快な音を発し、コルク弾がまっすぐ飛んでいく。

　そして、間かん髪ぱつ入いれずにカバのぬいぐるみに弾たまが当たった。

　コルク弾はカバの眉み間けんに見事命中。

　ヘッドショットという奴やつだ。

　カバのぬいぐるみはぐらぐらと前後に揺ゆれ動き、最終的に棚たなの上から転げ落ちた。

　おー、という先輩たちの歓声が背後で上がる中──

「ビューティフォー……」

　射的屋のおばさんが「ネイティブかよ！」と思わず突っ込みたくなるような発音で、おれの射的の成功を称たたえた。ついさっきまでは、「早く撃うてよ」みたいな顔をしていたのに、ヘッドショットを成なし遂とげた途端とたん、おばさんは笑顔えがおになった。

　──ええぇ。なんなのこのリアクション。……恐いんですけど。

　おばさんはおれと目が合うと、「グッジョブ」と言って親指を立てた。

　……日本人だよな？　どう見ても日本人だよな？

「やるねぇー。しーなー」「……のび太た君くんもびっくりです」「椎名君、すごーい」

　先せん輩ぱいたちの称しよう賛さんの声が背後で上がる。

　だけど、素直に喜べない。おばさんの過剰なリアクションが恐くて恐くて……。

「ほらほら、椎しい名な。まだ終わりじゃないわよ。あと二回、撃うてるでしょう？」

　引き続き京きよう子こ先輩が選せん択たく肢しを提示する。

　今度は、『左下のスポーツカーのプラモデル』『真まん中なか下の段の巨大サイコロ』『右下のブサイクなクマのぬいぐるみ』の三つだった。

　おれは自分の直感に従い、巨大サイコロを標的に選えらんだ。背後の京子先輩と、斜め前に立っているおばさんの視し線せんが気になってなかなか射しや的てきに集中できなかったが、引き金を引く直前に目を閉じて気持ちを落ち着かせることで、なんとか集中力を持続させることができた。

　──ポンっ！

　勢いよく飛び出したコルク弾はこれまたいいところに命中。

　巨大サイコロをぐらつかせ、またも一発で、棚の上から転がり落とした。

「ワンダホー。ワンダホー」

　射的屋のおばさんが興こう奮ふん気ぎ味みに歓声を上げる。

　ぴゅーぴゅーと指ゆび笛ぶえまで鳴らしている。その上、おれを舐なめるように眺め回し、先ほどよりも高い声で、「グッジョブ！」と言って親指を立てた。今にもカウンターを乗り越えて、おれに抱きついてきそうな雰囲気があった。

「ふふふ、第二関門突破ね」と背後で京子先輩がつぶやく。「椎名、次の一発であの巨大なぬいぐるみを……いえ、おばさんのハートを射い止とめなさい」

「……そんなバカな」

　射的を始める前は「大丈夫だろ」と高をくくっていたが、この射的屋のおばさんの豹ひよう変へん振ぶりをリアルタイムで目もく撃げきしてしまった今、そんな悠ゆう長ちようなことは言っていられない。

　……一刻も早く、一刻も早く……この場から離り脱だつするべきだろう。

　相手はロリ巨乳小学生ではない。

　ファンタジー漫まん画がに登場する屈強な大型モンスターなのだ！（比ひ喩ゆ表現）。

　あんな太い腕で抱きしめられたら間違いなく骨が折れる。

　そんな酷ひどい目に遭あうくらいだったら、あとで京子先輩に説教されたほうがなんぼかマシ。

　……そうさ。命を投げ打ってまで、嫌いなキャラを攻略することはない。

　おれにだって……おれにだって相手を選えらぶ権利はあるはずだ！

　──ササっ！

　おれは射的銃をカウンターの上に投げ置くと──

　出店の間を行ゆき交かう人込みの中に身を投じた。

「ああっ！　椎名、待ちなさい！」

　一いつ瞬しゆん、遅れて京子先輩の怒ど声せいと足音が追いかけてきた。

　しかし、おれはかまわず逃走を続けた。

　人波を器用に避け、出店のアーチを駆かけ抜ける。

　百メートルほど走ったところで、横道に逸それ、裏路地に入った。

　薄うす暗ぐらい裏路地を突っ走り、もう大丈夫だろう、と思ったところで足を止めた。

「ハァハァハァ……」

　街がい灯とうの下で息を整ととのえていると、

「──待てえええええ！」

　京きよう子こ先せん輩ぱいが下げ駄たをカンカン鳴らしながらなおも追いかけてきた。

　まずい逃げなきゃ、とおれは京子先輩に背を向けようとしたが、

「──椎しい名な、逃がさないわよ！」

　あっさりと京子先輩の細腕に捕まってしまった。

「くっ──」

　かなり体格差があるのに京子先輩の手を振りほどくことができない。

　……とんでもないバカ力だ。この人は本当に女なのか？

「まったくもう……どうして逃げるのよ？　せっかく椎名の『選せん択たく肢し心しん眼がん能力』の知られざる秘密が解明されそうだったのに」

「解明って……」

「重要なことよ。椎名の『選択肢心眼能力』にはまだまだ未解明な部分が多いんだから」

　そう言って京子先輩が背後の電柱に背中を預ける。

　おれは、ハァ、と濁にごった息を吐はき出し、京子先輩同様、電柱にもたれかかった。

　なんだかなぁ、と思う。

　こんな能力、ギャルゲーを作る上ではなんの役にも立たないのに……。

　海で小学生をナンパしたって、射しや的てき屋やの強こわ面もてのおばさんを攻略したって、ネタに困っているサヤカ先輩の手助けになるとはとうてい思えない。……どうせならシナリオとか絵とか音楽とかプログラムとか、みんながやっているみたいに実じつ践せん的てきな勉強がしたいよ。

「京子先輩、もう止やめにしませんか？」

「止めにする？　何を？」

「……おれのこの『選択肢心眼能力』を解明する作業を、ですよ」

「ダメよ。椎名の能力開発はＧ研における最重要課か題だいと言っても過言ではないのだから」

「先輩は……ただ面おも白しろがってるだけでしょう？　こんな能力、ギャルゲーを作る上ではなんの役にも立たないじゃないですか？　意味ないですよ。……ナンセンスです。おれは、一刻も早く先輩たちの役に立ちたいんです。もうお荷物にはなりたくないんです……」

　おれは日ひ頃ごろから思っていることを京子先輩にストレートにぶつけた。

　引かれてもいい。呆あきれられてもいい。何を言われてもいい。──そんな覚悟で。

　すると、京きよう子こ先せん輩ぱいは無言で電柱から身を離はなし、

「……椎しい名な──」

　ポンとおれの肩に手を乗せた。

「私はね、面おも白しろ半分で椎名の『選せん択たく肢し心しん眼がん能力』の秘密を追求しているわけではないの」

「……え？」

「椎名の特殊能力こそが、我われ々われＧ研の最終目的である、究極のギャルゲー……その高みへと導みちびいてくれると……私は信じているのよ。あなたの力は必ずＧ研の役に立つ。究極のギャルゲーを作る上でのヒントに、私たちの創作意欲を刺し激げきするカンフル剤に……あなたの力に込められた意味は一つだけではないのよ。いろんな意味があるの」

「……おれの力が」

「椎名、もっと自分の力を信じなさい。胸を張りなさい。……あなたにはあなたにしかできないことがある。この部にはあなたの代わりになる人間は他ほかにいないのよ？」

「……先輩」

　そうだった。京子先輩は思いつきで行動を起こす困った人ではあるけど、その思いつきは必ず究極のギャルゲーを作るという指針に基もとづいた思いつきなのだ。この人は、いつだって究極のギャルゲーを作るために試し行こう錯さく誤ごしている。今回だってそうだ。おれの能力を面白がっているわけではない。……ちゃんとおれのことを必要としてくれているんだ。

「すみません、京子先輩。さっき言ったことは撤てつ回かいします。おれが間違っていました」

「うんうん。わかればいいのよ、わかれば」

　京子先輩がくすっと笑いながらおれを見上げる。

　……何も迷うことはない。おれは黙だまってこの人についていけばいいんだ。

「さ、戻って仕切り直しましょう」

「……うん？　仕切り直す？」

「射しや的てき屋やに戻るのよ。──マダムキラーの称号……欲しいでしょう？」

「ま、マダムキラーの称号!?」

「ほら、行くわよ」

　京子先輩がおれの左腕を両手で捕まえる。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ。……お、おれの『選択肢心眼能力』は攻略対象が明めい確かくじゃないと意味がない……ってのはさっきのことでほぼ証明されましたよね？　べ、別に改めて検証する必要はないんじゃ……？」

「不十分よ。あの程度では攻略したとは言えないわ」

「え、でも……」

　──ひゅううううう、ド────ンっ！

　そのとき、一発の花火が黒い背景に軌き跡せきを描き、爆ばく音おんと共に巨大な丸い花を咲かせた。

「せ、先せん輩ぱい、花火が始まりましたよ。え、えっと……たしか神社の境けい内だいで花火を見る予定でしたよね？　……み、見ますよね？　花火？」

「──椎しい名な？　花火とギャルゲー、どっちが大事？　言われなきゃわからない？」

「あ、あああ……」

「さー、急いで射しや的てき屋やに戻るわよー」

　京きよう子こ先輩がおれの腕を引っ張り、人ひと気けのない路地裏を駆かけ出す。

　……何も迷うことはない。おれは黙だまってこの人についていけばいいんだ。

　さっきはそう思ったけど──

「射的屋のおばさんの求愛行動。……ふふふ、一体どんな結末が待っているのかしら」

　……全面的に信用するのも考えものだな。

　おれの力を必要としてくれているのは噓うそではないんだろうけど──

「この夏だけでロリコンマスターとマダムキラーの称号が手に入るなんて……椎名の成長は目覚ましいわね。ロリコン……マダム……次は何かしらね」

　や、やっぱり……面おも白しろ半分なんじゃ……？

　──ひゅううううう、ド────ンっ！

　おれの内心での弱気な声とは裏腹に、花火は大ボリュームで現実にこだましていた。
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　滅多めつたに部活動が休みになることはないＧ研だが、その日は川かわ野の辺べさんと雪ゆき平ひらと秋あき葉ばさんの三人に家の用事があるということで、久しぶりに休息日が設もうけられた。

　おれはその滅多にない休日を利用し、単身、秋あき葉は原ばらへ向かった。

　人と会う約束があったのだ。

　約束の相手は京子先輩……ではない。

　今日きよう、秋葉原で待ち合わせの約束をしているのは『おっぱいクライシス』というチャレンジャーな名前の同人ゲームサークルを主しゆ宰さいしている、夜よ桜ざくら美み月つきさんという一つ年上の女性だ。

　──三日前の夜。

　花火の音を聞ききながら射的屋のおばさんを改めて攻略し……結果、大型モンスター級のたくましさを備そなえたおばさんに一時間近くも追いかけられる羽は目めになったのだが、その逃とう走そう劇げきのあと、ボロボロの精神状態で我わが家に帰宅すると、ちょうど靴を脱いでいるときに、ましゅろんから電話がかかってきた。

「……もしもし」

『なんですの、その面めん倒どうくさそうな声は？　そんなにわたくしからの電話が嫌いやでしたの？』

「い、いや……そういうわけじゃなくて……」

　ましゅろんは根に持つタイプだから、誤解は早めに解いておくべき。

　そう思ったおれは射しや的てき屋やでの顚てん末まつをましゅろんに話して聞かせた。

　話が終わると、ましゅろんは途端とたんに態度を変え、

『さすがわたくしが見込んだ男ですわ！』

　とキンキンした声でおれの鼓膜を震ふるえさせた。

「えっと、それで……用件は？」

『最近、おたくのところのシナリオライターが原案のネタに困っている、という話を京子さんから聞きましたの。それで及ばずながら力ちから添ぞえを、と思いましてね』

「なるほど。そういうことか」

　サヤカ先せん輩ぱいは、スランプというわけではないのだが、京きよう子こ先輩が「究極！　究極！」とハードルを上げるものだから、究極の名に相応ふさわしい原案を用意しようと躍やつ起きになっている。合宿のときも、深夜に中庭で一人ひとり頭を悩ませていたし、昨日きのうなんかも、おれが部室に行くと、スカートも穿はかずにシャツ一枚で、ソファーの上に寝転がっており、「ふおー、ふおー」と豪ごう快かいな寝息を立てていた。どうやら夜通しでアイデアを練っていたようなのだが、残念ながら徹てつ夜やの甲か斐いもなく、原案が固まるどころか、有用なアイデアの一つも思い浮かばなかったらしい。

　この前の花火大会もシナリオのネタ集めのために出向いたようなものだったが、帰りの電車の中で、「アイデアまとまんねー」とサヤカ先輩はやはり思い悩んでいた。

「……えっと、でも、どうしておれに電話を？」

『わたくしに提案がありますの』

「提案が？」

「これは──ギャルゲーマスター椎しい名な、あなたにしかできないこと……ですのよ』

「……おれにしかできないこと？　それってどういう意味？」

　ましゅろんの話はこうだった。

　数週間前、深刻なバグを抱えた『風ふう花か雪せつ月げつ』というギャルゲーを攻略したことにより、ネット掲示板上で一いち躍やく有名になった『ギャルゲーマスター椎名』──つまりおれ──にある人物が興きよう味みを持った。冒頭で名前を挙あげた、『おっぱいクライシス』の代表、夜よ桜ざくら美み月つきさんだ。夜桜さんは以前からの知り合いで、『ギャルゲーマスター椎名』の正体を知っているであろう、ましゅろんにコンタクトを取った。ましゅろんは、京子先輩から「どんどん椎名の伝説を世に広めてちょうだい」と言われていたようで、「実はこういうことがあって……」とおれとましゅろんの一大決戦の詳細を一から十まで夜桜さんに話してしまったらしい。

『夜桜さんはあなたに「お会いしたい」と仰おつしやっていました』

「……え、いや、でも、いきなりリアルで顔を合わせるのはちょっと……」

『その判断は早計ですわ』ましゅろんが待ったをかける。『夜よ桜ざくらさんは高校生にして、将来有望なクリエーター。彼女が書くシナリオはプロ級ですから、会わない手はありません。彼女の話を聞けば、きっとＧ研のギャルゲー制作の参考になるはずですわ』

「へぇー、プロ級のシナリオ……。あー、提案ってもしかしてこのこと？」

『ええ、その通りですわ』

「なるほどね。そういうことだったら……」

　うーん、でもやっぱりリアルで顔を合わせるのは抵抗があるなぁ……。

「あ、そうだ。サヤカ先せん輩ぱいを連れていくってのはどうかな？　ほら、シナリオで悩んでるのはサヤカ先輩なわけだし、当事者がいたほうが──」

『それは止やめておいたほうがいいですわ』

「……どうして？」

『夜桜さんの目的はギャルゲーマスター椎しい名な……あなたと会うことなのです。女連れで異性のファンと交流を深めるアイドルなんていませんでしょう？　心証を悪くするだけですわ』

「そっか、そうだよね……。となると、やっぱり一人ひとりで行くしか……」

　って、何を弱気になってるんだ。

　先輩たちの役に立つ絶好のチャンスじゃないか。

　おれは内なる声に従い、夜桜さんとのオフ会に前向きに臨のぞむことにした。

　…………というのが数日前の夜の出来事。

　今日きよう、秋あき葉は原ばらに向かうことになった経けい緯いだ。

「──んっ、次か」

　車内アナウンスが流れた直後、各駅停車の電車が『桜さくら台だい駅えき』に到着した。

　本日の目的地は秋葉原だが、路ろ線せんが違うのでここで一いつ旦たん降りなければならない。

「ふぅ……」

　電車を降り、隣となりのホームのベンチに座って生なま温ぬるい風に当たっていると、

「あら、椎名じゃない」

　短いスカートを穿はいた京きよう子こ先せん輩ぱいがベンチに座るおれに駆かけ寄ってきた。

「……げっ」思わずそんな声が出てしまった。慌あわてて咳せき払ばらいをする。「ん、んんっ」

「何？　風か邪ぜでも引いているの？」

「……い、いえ、そういうわけでは……」

　話すとあーだこーだとケチをつけられそうなので、今回のこのプチオフ会のことは、京子先輩たちには何も話していない。夜桜さんは女性だという話なので、「ファンと会う？　調ちよう子しに乗ってんじゃないわよ！」と京子先輩には活かつを入れられそうだし、雪ゆき平ひらには、「下心か？　下心なのか？」と煽あおられるに決まっている。……かといって、「サヤカ先輩がネタに困っているみたいなので」と正直に話せば、また別の問題が生じるような気がする。

「椎しい名なはこれからどこに行くの？」

「……か、髪が伸びてきたので美容室に……」

「へえ、美容室に。男子って普通床とこ屋やさんに行くんじゃないの？」

「床屋は卒業しました。中一のときに色気づきまして」

「なるほどなるほど。男子は色気づくと美容室に通い始めるわけね」

　京きよう子こ先せん輩ぱいが感心したように頷うなずきながらおれの背中をポンポンと小刻みに叩たたく。

　どうやら、おれの言動に疑問を感じたりはしていないようだ。

「ん、電車が来たようね」

　京子先輩が右手からやってきた緑みどり色いろの電車に目を向ける。

　……しまった。もしかしたら京子先輩の行き先もおれと同じ秋あき葉は原ばらなのかも……。

　おれは重い腰を上げ、京子先輩のその後の動向をうかがった。

　すると、こちらの予想に反し──

「じゃあね、椎名。私は隣となりのホームだから」

　そう言って京子先輩がおれに小さく手を振った。

「先輩はどこに行くんですか？」

「気分転換にサヤカと渋しぶ谷やに洋服を見に行くのよ」

「あ、そうなんですか」

　おれの声はホームの喧けん騒そうに搔かき消された。

　直後、背後の二に番ばん線せんに電車が停車し、扉が開く音がした。慌あわてて前を向くと、「椎名！　今日きようのあなたのアンラッキーカラーは黒よ！　気を抜かないようにね！」という京子先輩の叫び声がおれの背中に届いた。おれは内心で、「……アンラッキーカラー？　黒？」と京子先輩の不吉な予言に眉まゆをひそめ、「噓うそでもいいから、もっと景気のいいことを占うらなってくれればいいのに」と不満に思った。




　三十分後、無事秋葉原駅に到着。

　夜よ桜ざくらさんとの待ち合わせ場所は電気街口の切符売り場付近。

『普段ふだん着ぎがコスプレの衣い装しように近いので、すぐに私だとわかると思います』

　昨日きのうの夜、夜桜さんからそんなメールが届いていた。

　普段着がコスプレ衣装って……と若じやつ干かん引いてしまったおれだが、渋しぶ谷やならともかく、秋葉原だったら多少アニメちっくな格かつ好こうをしていても変に注目されることはないかもな、とすぐに思考を切り替えた。

「……あれだ。絶対にあれだ」

　電車を降りて数分後、電気街口で夜桜美み月つきさんを発見した。

　夜桜さんは外がい壁へきに身を預け、視線を雲の多い灰はい色いろの空に向けていた。

　黒い髪、黒い服、黒い眼帯、黒いタイツ──全身黒ずくめだった。

　全身黒ずくめといったが、よく見ると一部のリボンやフリルなどは白で統一されている。

「……想像以上に……きつい……」

　夜よ桜ざくらさんは圧倒的な存在感を放っていた。

　ほとんどの通行人は彼女を一いち瞥べつしてから通り過ぎている。
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「……どうしよう」

　話しかけるのを躊躇ためらっていると、

　──ぶぅー、ぶぅー。

　マナーモードに設定していた携帯電話がメールを着信した。

　メールは夜桜さんからで、

『待ち合わせの場所に到着しました。わかりやすいように左目に眼がん帯たいをつけてきました。もしそれらしい人物を見つけたら、「あんたの魔ま眼がんでおれの左目の疼うずきを抑おさえてくれ！　早く！　手遅れになる前に！　こ、このままではおれは大切な人の命を奪うばってしまう！」と話しかけてください。そうしたら私は、「ダメだ。この魔眼は、一族の掟おきてにより、他人に見せてはいけないことになっているのだ。だが、永と遠わの愛を誓い合った伴はん侶りよに対しては、唯ゆい一いつ、魔眼を晒さらすことが許されている。……だ、だから、お前が私のパートナーになると誓うのなら……お前の望みを叶かなえてやってもいい（微妙にデレながら）」みたいなことを言います。合言葉のようなものですね。誰だれかが私の名前を騙かたってあなたに近づかないとも限りませんし、これくらいの用心は必要でしょう。どうぞそのようにご理解ください』

　と書いてあった。

「……何これ」

　長すぎるとか、覚えるのに手間がかかるとか、おれはそういうことを言いたいんじゃない。

　どうして、こんな恥はずかしいセリフを合言葉に選えらんだのか、ってことだ。

「どこから突っ込めばいいんだよ」

　邪じや気き眼がんとか中二病とか。設定の痛さからいって、その手の言葉が相応ふさわしいよな。

　……魔ま眼がんだけに。

　ただ、夜よ桜ざくらさんの場合、どこまでが本気でどこまでが冗じよう談だんなのか非常にわかりにくい。

　百パーセント冗談のような気もするし、真ま面じ目めに提案しているようにも感じられる。

「どちらにしろドタキャンするわけにはいかないからなぁ……」

　おれは夜桜さんから送られてきたメールを十回くらい読み返した。

　そして、セリフを暗記すると、携帯電話をジーンズのポケットにねじ込み、

「行くか……」

　勇気を振ふり絞しぼって眼帯少女に接近した。

　海でロリ巨乳小学生を、花火大会で射しや的てき屋やのおばさんを、それぞれ攻略したときの経けい験けん（主に開き直りの精神）が生きたのか、自分で思っていたよりも冷静に、『恥ずかしいセリフ』を口にすることができた。

「あんたの魔眼でおれの左目の疼うずきを抑おさえてくれ！　早く！　手遅れになる前に！　こ、このままではおれは大切な人の命を奪うばってしまう！」

　おれは眼帯少女を見つめながら、迫真の演技（自己評価）を披ひ露ろうした。

　どうだ見たか、と満足げに胸を張ると、

「頭、大丈夫ですか？」

　こいつ少年漫まん画がの主人公気取りかよ、きんもー☆　みたいな目で蔑さげすまれた。

「……うっ」

　こ、この蔑みの視し線せんはたまにダウナー系に変へん貌ぼうを遂とげる川かわ野の辺べさん以上にきつい。

　……って待てよ。今のセリフを提案してきたのはこの人じゃないか。なんでおれが変人扱いされなきゃならんのだ。まさか……この人、おれを謀はかったのか？

「あー、なんか、すみません」

　おれの内心を察したのか、夜桜さんが頭をボリボリ搔かきながら謝しや罪ざいの言葉を口にした。

「あのメール、冗じよう談だんのつもりで送ったのですが、まさか本気にするとは」

「……冗談なら冗談ともっとわかるように書いてくださいよ」

「ギャルゲーマスターさんはお優やさしいんですね。私のつまらない冗談にノリノリで迎げい合ごうしてくださるなんて。もしかして博はく愛あい主義者ですか？」

「……随ずい分ぶんと持ち上げますね」

　読めない。この人の性格が全然読めない。……初対面だから当然ではあるけど。

「ギャルゲーマスターさんは学校の部活動でギャルゲーを作っているそうですね？」

「ええ、まあ……」

　実際のところ、おれは制作のほうにはほとんど絡からんでおらず、実質雑用係みたいなものなのだが、説明するのが面めん倒どうだったのでそれは言わないでおいた。

「ましゅろんさんから聞いたのですが、メンバーはあなたを含めて六人いるとか。部長さんが制作指揮で、さらにシナリオライター、原げん画が家か、プログラマー、コンポーサー……そしてこの世のあらゆるギャルゲーに精せい通つうしているというギャルゲーマスター椎しい名な」

「内情、筒つつ抜ぬけですね」

　ましゅろんとは近いうちに個人情報の是ぜ非ひについて語り合うべきかもしれない。

「『フリコン』で特別賞しようを受賞したという話も聞き及んでいます」

「そんな話まで知ってるんですか」

「決して妥協を許さない、厳きびしい部長さんだそうですね？」

　予備知ち識しき半はん端ぱねぇな。ましゅろんが知ってることならだいたい知ってるんじゃないのか。

　それにしても、ましゅろんの話では、夜よ桜ざくらさんはおれ──ギャルゲーマスター椎名──のファンだということだったが……なんとゆーか、おれに対する興きよう味みが薄うすいというか、おれ個人よりもＧ研に興味があるように感じられる。

　……いや、別におれは、うふふきゃははな展開とか、恋愛的な期待を寄せていたわけではないのだが。うん、本当に。マジで。全すべてはサヤカ先せん輩ぱいのため……だから。ガッカリしたとか、期待して損したとか、そんなこと一切思ってないんで。

「椎名さん」

「……あ、はい？　なんですか？」

「立ち話もなんですし、場所を変えましょうか」

「そ、そうですね。えっと、どこに行きますか？」

「私の部へ屋やに行きましょう」

「……へ？」

　おれはマヌケな声を漏もらし、石像のように固まってしまった。

「実は私が暮らしているアパート、秋あき葉は原ばら駅えきから歩いてすぐのところにあるんですよ」

「へ、へえ、そうなんですか」

　私の部屋というからには一人ひとり暮ぐらしをしているのだろう。

　……だとしたら不用意な発言じゃないのか？　ある程度、素す性じようは知っているとはいえ、初対面の男を自分の部屋に誘さそうなんて、ちょっと不用心だと思うのだが……。それとも、今どきの高校生はこんなものなのか？　おれが遅れているだけなのか？

「椎しい名なさんは大変紳士な方だとましゅろんさんから聞いています」

「……え？」

「信用しているということです」夜よ桜ざくらさんはおれのほうをチラリと見た。「そうでなければ、初対面の男性を自分の部へ屋やに誘さそったりしませんよ」

「で、ですよね」

　サラリと言うなあ。年上だけあって自分との経けい験けん値ちの差を感じるよ。

「では行きましょうか」

　そう言って夜桜さんが歩き出す。

　慌あわてて隣となりに並ぶと、夜桜さんが再び口を開き、

「一つお願ねがいがあるのですが」

「お願い……ですか？」

「ええ。私が主催する同人ゲームサークルで現在制作しているギャルゲーの体験版を椎名さんにプレイして欲しいんです」

「体験版ですか」

「少し長めなので通してプレイすると二時間くらいかかってしまうと思います。初対面の椎名さんにこんなことを頼むのは心苦しいのですが……」

「あ、だからおれを自宅に？」

「はい。外だと落ちついてプレイできないでしょうから」

「たしかに」

「それでどうでしょう？　体験版、プレイしていただけますか？」

「断る理由はないですよ」

　いいぞいいぞ。おれにとっては願ってもない展開だ。この流れなら夜桜さんのサークルのこととか制作中のギャルゲーのシナリオについて言及しても不自然じゃない。

「そういえば、夜桜さんのサークルって何人くらいのスタッフがいるんですか？」

「いません」

「……え？　いませんって？」

「同人ゲームサークル『おっぱいクライシス』のスタッフは私一人ひとりだけなんです」

「え、じゃあ、一人で全すべての作業を？　シナリオも絵も音楽もプログラムも？」

「その通りです」夜桜さんが微妙に表情を硬くした。「変ですか？」

「い、いや、別に変ってことはないですけど……」

「一人のほうが気楽ですし、てっとり早いんですよ。他人と作業を共にすると、余計な摩ま擦さつが生じますから。たった一人の人間の作業の遅れが全体の遅れに繫つながりますし、途と中ちゆうで誰だれかが抜けると企画自体がお蔵くら入いりになってしまいます。集団作業って非効率的だと思うんですよ」

　かなり乱らん暴ぼうな意見──極きよく論ろんのような気がするが、夜よ桜ざくらさんの言葉は、作業が一向に進まない現在のＧ研の状況を、集団作業の弊へい害がいを、皮肉にも言い当てていた。

「特にシナリオは、途と中ちゆうで詰まったり、矛む盾じゆんを感じたりすると……惰だ性せいでは絶対に書き上げられません。シナリオは日々の積つみ重かさねが大事ですから。シナリオライターが逃亡した、という話は、この業界ではよく耳にする話です」

「……な、なるほど」

　喋しやべり方は相変わらず丁てい寧ねいだけど、内容のほうはかなり辛しん辣らつで、聞いていて耳が痛い。

　ギャルゲーの話になると、けっこう熱あつくなる人なのかな？

「あ、あの……」落ち着かない雰囲気だったのでおれは話題を変えた。「夜桜さんは、シナリオの才能に秀ひいでている……とましゅろんさんが言っていたんですが……」

「そうですね。絵や音楽は正直平へい凡ぼんの域を出ないと思います。ですが、シナリオにはちょっとした自信があります。客きやつ観かん的てきに見てもそうではないかと」

「ましゅろんさんが絶ぜつ賛さんしていましたよ」

「……そうですか」

　夜桜さんが一いつ瞬しゆん微笑を浮かべた──ような気がした。




　歩き始めて十分後──




「ここです」

　夜桜さんが見上げた建物は二階建ての小こ綺ぎ麗れいなアパートだった。

　区分的にはマンションではないが、新しん築ちくされたばかりのアパートのようで、設備等も最新のものが採用されているらしい。とはいえワンルームのアパートなので、京きよう子こ先せん輩ぱいの住まいとは豪ごう華かさが段違いだが、どちらかというと……いや、どう考えても異常なのは４ＬＤＫのマンションの最上階で暮らしている京子先輩のほうであって、一人ひとり暮ぐらしの定てい番ばんは夜桜さんのようにワンルームと相場が決まっている。

　──ガチャ。

　部へ屋やの中に入ると、夜桜さんが手動で鍵かぎをかけ、先に靴を脱いでスリッパを履はいた。

「どうぞ。このスリッパを使ってください」

　夜桜さんが傍かたわらにあったキャラクター物のスリッパをおれの目の前に置いた。

　そのスリッパには『漆しつ黒こくラバー』のカエデが飼っているネコの顔がプリントされていた。

「……どうも」

　おれは薄うす暗ぐらい玄関で靴を脱ぎ、そのキャラクター物のスリッパを履いた。

「ついてきてください」

　夜桜さんの背中を眺めながら細長い廊下を進む。

　……どんな部へ屋やだろう。やっぱりＧ研の部室とか京きよう子こ先せん輩ぱいの部屋みたいにギャルゲーグッズがそこかしこに置かれているのかな。

「ここです。お先にどうぞ」

　夜よ桜ざくらさんがドアを手前に開き、「どうぞどうぞ」とおれを奥の部屋に促うながす。

「……し、失礼します」

　緊きん張ちようしながら部屋の中に足を踏み入れると、

　──ドンっ！

　突然、背後から何者かに突き飛ばされた。

　もっとも、『何者か』といっても背後には夜桜さんしかいないわけで……。

「い、いきなり、何するんですか!?」

　四よつん這ばいの姿勢で背後にいると思われる夜桜さんを非ひ難なんすると、

「……口答えですか？」

　それまでとは打って変わって底冷えするような低い声を夜桜さんは発した。

「私に対する口答えが許されるのは『漆しつ黒こくラバー』のカエデと、『ＳＳＳ』のキズナだけです！」

　そう叫んでお尻しりを蹴け飛とばし、無様ぶざまに転がったおれを飛び越えると、「いい眺めです」と言わんばかりにおれの顎あごをつかんだ。

　なんというか……もはや別人のような所しよ業ぎようだった。

「よ、夜桜さん？　一体何を？」

「あなたはたった今から私の所有物になりました」

「……は？」

「私は美み月つき様さまの忠実なシモベです。私は美月様の忠実なシモベです。……はい、復唱」

「いやいやいや！　さも当たり前のように言わないでくださいよ！」

「口答えは許さないと……言いましたよね？　私、さっき言いましたよね？」

　いつの間にか夜桜さんの手にはロープが握られていた。

　……な、なんかヤバそうだぞ！　この展開は！

　おれは慌あわてて身体からだを起こし、部屋の奥に転がるようにして移動した。

　だが夜桜さんはすぐに追いかけてきて、「ガツン！」と蹴飛ばし、

「ふふふ。逃がしはしませんよ」

　慣なれた手つきでおれの両手両足をロープで縛しばり上げた。

　夜桜さんはロープを固く結びながら、「この日のためにカエデが主人公の手足を縛るシーンを三十回熟じゆく読どくしました。あのシーンのテキストはリアルでも有効だということがこれで証明されましたね」と言いながらニヤリと笑った。

「しょ、所有物ってさっき言いましたけど……どうしていきなりそんな話に？」

「決まっています」夜よ桜ざくらさんは余ったロープをハサミで断ち切り、「──私のものは私のもの、サヤカのものは私のもの……だからです！」

「……え？」どうしてここでサヤカ先せん輩ぱいの名前が？　ま、まさか……。「もしかして、サヤカ先輩と知り合いなんですか？」

「サヤカは中学のときの同級生で、古いにしえより定められた永遠のライバルです」

「い、古の定め？」

「私の脳内設定です。こういう追加設定があったほうが燃もえますから」

「……燃えますか」

「ふふふ、ギャルゲーマスター椎しい名ながいなくなればＧ研は内部崩ほう壊かいを起こすはずです。サヤカは所しよ詮せん一人ひとりでは何もできない女ですから、『この世の終わりだー』とかなんとか言いながら北を目指し、どこかの岬みさきから投身自殺を図ることでしょう。……そして、Ｇ研唯一のシナリオライターである赤あか羽ばねサヤカがこの世から消えた瞬しゆん間かん、私の人生の勝利を知らせるファンファーレが鳴なり響ひびくのです。これは定められた未来。私には聞こえるのです。『サヤカよりも美み月つきのほうがシナリオの才能あるよ。いや、マジで』というギャルゲーの神様の言葉が」

「……どんな妄もう想そうだよ」

「妄想？　何を言っているのですか？」

「というか──」

　おれは必死に身体からだを動かし、仰あお向むけになった。

　そしてダウナー系の『病みキャラ』と化した夜桜さんを下から見上げ、

「──夜桜さん、シナリオにはちょっとした自信があるんですよね？　……だったら！　正々堂々と勝負すればいいじゃないですか！　こんな卑ひ怯きような手を使わずに！」

「卑怯？」夜桜さんがおれの腹の上で踵かかとをぐりぐりさせた。「……私が卑怯？」

「そ、そうですよ！　こんな騙だまし討うちみたいなやり方は卑怯です！」

　おれは痛みに耐えながら強気な言葉を返した。

　と、その直後、

　──ガシャーン！

　背後の窓ガラスが派は手でに割れ、ガラス片が周囲に飛び散った。

　何事か、とおれが後ろに首を回すと、




「──椎名！　よく言ったわ！」




　窓の外、ベランダに京きよう子こ先輩が立っていた。

　おれと夜桜さんが啞あ然ぜんとする中、京子先輩は平然と部へ屋やの中に入ってきた。

　少し遅れてサヤカ先輩も姿を現し、「おーっす」とおれに片手を上げた。

「……な、なんで窓から？　ってか、先せん輩ぱいたち……どうしてここに？」

「駅で椎しい名なと会ったときにＧＰＳ機き能のう付きの小型盗とう聴ちよう器きを仕掛けておいたのよ」

「…………ま、マジっすか……」

　おれはため息をつきながら、後輩の休日を勝手に盗聴すんなよ、と不満に思ったが、それで助かったのだから文句は言えなかった。

「それにしても……拉ら致ち監かん禁きんとは穏おだやかではないわね」

　京きよう子こ先輩が腕組みをし、なおも怯ひるんだままの夜よ桜ざくらさんを牽けん制せいする。

「あ、あなたたちは……」

「どうもこんにちは。通りすがりの正義の味方です」

　ふふふふ、と京子先輩が余裕のある笑えみを浮かべながら夜桜さんに接近する。

　そして、なぜか懐ふところから一万円札を取り出し、

「まずはこれを渡しておきます」と言って夜桜さんに万札を手渡し、「取材費です」

「あー、つまり、この一万円でガラス代を弁べん償しようします、ってことですねー」

　サヤカ先輩が言葉足らずな京子先輩の説明に補足を加える。

「……相変わらず能天気ですね。サヤカ……」

　俯うつむいていた夜桜さんが顔を上げ、サヤカ先輩を睨にらみつけた。

「おおー。誰だれかと思ったら田た中なかさんじゃないですかー。ちーっす、久しぶりー」

「──や、止やめてください！　私を本名で呼ばないでください！」

「何言ってんだよー。田中は田中だろー。死ぬまで田中だー」

「ああああああもう！」

　夜桜さんが芋いも虫むしのように転がっているおれの尻しりを蹴けり上げる。

「いてええええ!?」

「だらしないわねぇ、椎名」京子先輩がおれの側そばに駆かけ寄り、「こんな女、自じ慢まんの『選せん択たく肢し心眼能力』を駆く使しして一いつ瞬しゆんで攻略してしまいなさいよ」

「……ムチャ言わんでくださいよ」

　ってか、あの能力は誰だれかのサポートがなければ効果を発揮できない仕様ですからね？

「サヤカ！　この私と……夜桜美み月つきと勝負しなさい！」

「えー？　田中と勝負？　やだよー」

「夜・桜・美・月！」

「んー？　夜よ・露ろ・死し・苦く？」

「それは暴ぼう走そう族ぞくの挨あい拶さつ！　しかも名前じゃありません！」

　ハアハアと荒い息を吐はき出しながら夜桜さんが壁かべに寄りかかる。

「京子先輩……夜桜さんとサヤカ先輩って一体どういう関係なんですか？」

「二人ふたりは同じ中学出身なのよ。私も話に聞いただけなんだけど、サヤカと昔から仲がいい凜りんが言うには、『……サヤカが書いた読書感想文が都との最さい優ゆう秀しゆう賞しようを受賞したとき、同じクラスの田た中なかさんもまた受賞したのですが、彼女は優秀賞止まりだったのです。田中さんはそれ以来、サヤカに一方的なライバル意い識しきをぶつけるようになりました。平和主義者のサヤカはまったく相手にしなかったのですが、無視されたと思ったのか、田中さんはたびたび激げき怒どしました。……要するに田中さんは思い込みの激はげしい困った人なのです』ってことらしいわ」

「……納なつ得とくです」ってか完全に私し怨えんじゃねーか。

「ちなみに今回の椎しい名なの単独行動はましゅろん経由で事前に情報を得ていたの」

「ああ……やっぱり……（ましゅろんめ！　謀はかったな！）」

「サヤカにも概がい要ようは伝えてあったんだけど、『夜よ桜ざくら美み月つきさん＝田中さん』という情報はお楽しみのために伏せておいたのよ」

　と言いながらサヤカ先せん輩ぱいたちに視し線せんを投じる。

「……サヤカ。今の私は、昔の私とは一味違いますよ」

「ほぅー？　どう違いますかー？」

「私はこの一年間、血が滲にじむような努力を重ねてきました。生活の全すべてをギャルゲーに捧ささげ、ギャルゲーと共に目を覚まし、ギャルゲーと共に目を閉じ、夢の中でもギャルゲーのヒロインたちと戯たわむれ……もちろん、ギャルゲーの制作にも精せいを出しました」

　夜桜さんはそこで目をくわっと開き、

「ふふふ、その結果、赤点を垂たれ流し、留年してしまいましたが……些さ細さいなことです」

　些細なことじゃねーだろ。大丈夫か……この人。

「私はこの一年で誰だれにも負けないシナリオ作りの極ごく意いを習得しました。それもこれも──サヤカ！　全てはあなたを打ち負かすためです！」

「へぇー」サヤカ先輩は冷静な態度を崩くずさない。「あたしに勝つために取った作戦が、うちの可愛かわいい可愛いギャルゲーマスターを拉ら致ち監かん禁きんすることですかー。田中はシナリオを書く素質よりもリアルヤンデレキャラになる素質のほうに恵まれてるんじゃないですかー？」

「ふん、もう挑発には乗りませんよ。……それから、椎名さんはあくまでもサヤカをおびき出すための餌えさです。サヤカがこの場に現れた今、彼はもはや用ずみです」

　しれーっと言いましたよこの人。しれーっと。

　ただ単に作戦が上う手まくいかなかったから、正攻法に切り替えただけなんじゃないのか？

　Ｇ研を内部崩ほう壊かいさせるとか、物ぶつ騒そうなこと言ってたし……。

「とにかく！　この私と勝負しなさい！　新生夜桜美月と！」

「えー、めんどくさー」

「やる気を出してください！　やる気を！」

「んなこと言われてもなー……。だいたい、勝負って何やるんだよー？」

「愚ぐ問もんですね。そんなのシナリオ勝負に決まっているじゃないですか」

「具体的なルールは？　題材とか」

「二次創作です」

「んー？　二次創作って元ネタは？」

「アルタイルが『ＳＳＳ』の二次創作のシナリオを募ぼ集しゆうしています。ユーザー限定の『シナリオコンテスト』と題しているのですが、大たい賞しようを取った作品は来年の春に発売される『ＳＳＳ』のファンディスクに収しゆう録ろくされるとのことです」

「へえー、そいつは初耳だなー。ファンディスクに収録かー」

　アルタイルというのは『ＳＳＳ』を開発したギャルゲーブランドの名前だ。アルタイルは多数のギャルゲーブランドを抱えるグラフィアスという会社の傘さん下かで、圧倒的な人気を誇るアルタイルはグラフィアスの看板ブランドと言える。

「どうです、サヤカ？　少しはやる気が出たんじゃないですか？」

「んー、でもなぁ、今は二次創作とかやってる場合じゃないんだよなぁ……」

　──議ぎ論ろんの元ネタとなる原案の立案。

　サヤカ先せん輩ぱいには夜よ桜ざくらさんとの勝負よりも優ゆう先せんすべきことがある。

　今のサヤカ先輩に二次創作のシナリオを考えるような余裕はないだろう。

　……と、ここで──

「その勝負、受けて立つわ」

　沈ちん黙もくを保っていた京きよう子こ先輩が渋しぶるサヤカ先輩を押しのけて前に出た。

「なんのつもりですか？　私はあくまでもサヤカに勝負を挑いどんでいるのですよ？」

「サヤカとＧ研は一心同体。つまり、サヤカの喧けん嘩かは我われ々われＧ研の喧嘩を意味するのよ」

　京子先輩は「それに」と付け加え、

「夜桜さん、椎しい名なに言っていたじゃない。──集団作業は非効率的だって」

「……多対一、ということですか」

　壁かべに寄りかかり腕組みをしていた夜桜さんが、「まあいいでしょう」と小声でつぶやき、カメラを意い識しきしたような華か麗れいな動作で右目の眼がん帯たいをおもむろに外した。

「何人集まろうが、この私の圧倒的なシナリオの前には無力です。精せい々ぜい、知恵を絞しぼって、無む駄だな議論を重ねてください。私は一人ひとりで『効率的』にシナリオを書き上げてみせますから」

　夜桜さんは効率的という言葉を強きよう調ちようし、丸めた眼帯をおれの顔面に投げつけてきた。

「大賞を取ったほうが勝ちです。それ以外の結果は全すべて引き分けとみなします」

「それでいいわ」京子先輩が余裕の表情で頷うなずく。「ところで……夜桜さんは、勝ち負けを決めるだけでいいのかしら。それだけで満足できる？」

「では条件をつけましょう」夜桜さんが横目でおれを見ながら、「私が勝ったあかつきには、ギャルゲーマスター椎名さんにはＧ研を辞やめていただき、私の所有物に……いえ、『おっぱいクライシス』の一員になってもらいます。──これでどうですか？」

「ええ、その条件でかまわないわ」

「……きょ、京きよう子こ先せん輩ぱい……」「きょーこー。安やす請うけ合いはよそーぜー」

　おれはサヤカ先輩と一いつ緒しよになって京子先輩の身体からだを揺ゆすった。

　しかし、京子先輩は、「二人ふたりとも黙だまってなさい」とおれたちを一いつ喝かつし、「夜よ桜ざくらさん」と視し線せんを眼がん帯たい少女──もう眼帯外してるけど──に合わせ、

「我われ々われＧ研が勝利したときには……夜桜さん、あなたが主宰する同人ゲームサークルのサークル名を『おっぱいクライシス』から『ギャルゲーマスター椎しい名なを崇あがめる会』に変更してもらいます。……さらに！　夜桜美み月つきというＨＮを捨てて、本名で同人活動をしてもらいます」

「本名で同人活動をするくらいだったら死んだほうがマシですね」

「そう。では死になさい」

「……だが断る！」即座にパロディネタで切り返す夜桜さん。「……桐きりヶが谷や京子さん。ましゅろんさんが言っていた通り、とてもクレイジーなお方です」

「ふふふふふふふっ」

「くくくくくくくっ」

「ふふふふふふふふふふふふふふふっ」

「くくくくくくくくくくくくくくくっ」

「ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっ！」

「くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくっ！」

　二人は競きそい合うようにして不ぶ気き味みに笑い合った。

　──おれの人権を無視して、勝手に取り決めしないでくださいよ！

　そんなことを言おうものならタッグを組んで襲おそいかかってきそうだった。

「……しーなー。どうすんだよー？」

「おれに言われても……」

　戦いの火ぶたは切って落とされた。

　……今回もまた京子先輩の独断によって。




◇シナリオコンテストの応おう募ぼ要項。

・募集内容──『Sad Sacrifice Stories』の二次創作シナリオ。ただし、全年ねん齢れい向けに公開できるもので、未発表の日本語の作品に限る。

・応募規定──テーマ・ジャンル自由。文字数制限なし。

・締しめ切きり──二〇ＸＸ年八月三十一日。

・その他──大たい賞しよう受賞者のシナリオは当ブランドから今冬に発売を予定している『Sad Sacrifice Stories』のファンディスク『Sad Sacrifice Stories～After～（仮）』に収しゆう録ろくされます。
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「ダメだー、さっぱりアイデアが浮かばねー」

　サヤカ先せん輩ぱいが頭を搔かきむしりながら部室のソファーに転がる。

　これで何度目だろうか。

　さっきから『パソコンの前に座る』→『悩む』→『ソファーに転がる』→『数分後、跳はね起きる』→『パソコンの前に座る』という行動を一定サイクルで繰くり返している。

　サヤカ先輩が頭を悩ませているのは、以前からアイデアを練っているギャルゲーの原案──のほうではなく、夜よ桜ざくらさんとの勝負の課か題だい、『ＳＳＳ』の二次創作だ。

　シナリオコンテストの最終的な締しめ切きりは、夏休み最後の日、八月三十一日。

　まだ時間的には余裕がある。

　しかし──

　作業に取りかかってすでに三日が経過しているにもかかわらず、サヤカ先輩はまだ一文字たりともシナリオを書いていない。

「ふあー、なんだか眠くなってきちゃったなー（ごろごろ、ごろごろ）」

「サヤカ！　寝ている場合ではないのだ！」サボり魔まの雪ゆき平ひらが自分のことは棚たなに上げてサヤカ先輩を非ひ難なんする。「このままシナリオが完成しなかったら、雄ゆう介すけがどこの馬の骨とも知れぬ女の性せい奴ど隷れいになってしまうのだぞ!?」

「性奴隷」なぜか喜き色しよくを浮かべる川かわ野の辺べさん。「椎名君が性奴隷……（ワクワク）」

「……い、いや、誰だれも性奴隷とは言ってないから……（くっ、突っ込みづらい）」

　おれの弱気な突っ込みは誰の耳にも届かなかった。

「ふあああぁー。ねみー、マジねみーっす」

「……サヤカがニート並みにやる気を失っています。これは由ゆ々ゆしき事態です」

「さーやーかー。やーるーきーをーだーすーのーだー（ゆさゆさ）」

「あうあうあうあうあうあうぅぅぅー（ぐらぐら）」

　サヤカ先輩は「やめてちょー」と雪平を振り払い、「そのうち本気出すからさー、今は寝かせといてよー」とソファーの上で寝返りを打った。

「……サヤカの『そのうち』は当てになりません」

「そうなんですか？」

　ため息をつく秋あき葉ばさんにおれがそう訊きくと、

「……はい」と神妙な顔で頷うなずき、「……あれは去年の夏休みのことです。サヤカは夏休み初日から遊びモード全開で、私が『……宿題は計画的に』と危き機き感かんを煽あおっても、『はいはーい。そのうち本気出しますよー』と能天気にアイスをペロペロ舐なめてばかりいました」

「サヤカ先せん輩ぱいって究極の気分屋ですよね」と川かわ野の辺べさん。「いい意味でも悪い意味でも」

「……残念ながらこのときは後者」秋あき葉ばさんがソファーの上のサヤカ先輩を見つめ、「サヤカは八月三十一日になっても感想文以外の宿題に手をつけていなかったのです」

「うわぁー」「……それは」「酷ひどいのだ」

　おれ、川野辺さん、雪ゆき平ひらの順で言葉が繫つながる。

「……私は持ち前のドＳ気質を発揮させ、サヤカを壁かべ際ぎわに追い詰め、『……どういうつもりなのですか？』と問い詰めました。するとサヤカはいけしゃあしゃあと、『たしかにあたしはそのうち本気を出すと言った。──しかし！　今回、その期限までは明言していない！　八月三十一日までに本気を出すとは一言も言っていないのだ！　……ふふふ、言葉のマジックよ。わかるかな、凜りんちゃん？　つまりだ、あたしがその気になれば、本気を出すのは、十年後、二十年後ということもありえるわけだ！　くくくくっ！』と偉えらそうに言い放ったのです。その後、『宿題写させて！』と泣きついてきたのは言うまでもありません」

「うわぁー」「……それは」「酷いのだ」

　再び同じ言葉の羅ら列れつが繫がる。

　川野辺さんの言う通り、サヤカ先輩って究極の気分屋だよな。

　調ちよう子しがいいときは上う手まく波に乗るけど、ダメなときはとことんダメ。一学期に作ったギャルゲーのシナリオはあっという間に仕上げたけど、今回は一向に前に進まない。

　──ガラガラガラ。

　と、そのとき、京きよう子こ先輩が図書室から戻ってきた。

「サヤカ。言われた通り、テーブルマナーの本を借りてきたわよ」

「ん～？」サヤカ先輩がソファーの上で寝返りを打つ。「あー、それもういいわー。主人公がキズナと高級レストランでデートする話はボツにしたからー」

「……なんですって？」

「そーゆーわけでー、おやすみー。夕方になったら起こしてくれー」

　サヤカ先輩が欠伸あくびをしながらそっぽを向く。

　……ひ、ひぇぇ。京子先輩相手にその投げやりな対応は自殺行為だと思うんですけど。

　せっかく京子先輩が率そつ先せんしてお使い役を引き受けてくれたのに……。

「サヤカ、起きなさい！　起きてシナリオを書くのよ！　根性をみせなさい……！」

　京子先輩が本格的に惰だ眠みんをむさぼり始めたサヤカ先輩の身体からだを左右に揺ゆさぶる。

　この三日間、京子先輩が寛かん容ような態度でサヤカ先輩を見守ってきたのは、サヤカ先輩が浮き沈みの激はげしい気分屋であることを理解していたからに違いないだろうが、『あー、それもういいわー』とか『夕方になったら起こしてくれー』とか、ここに来てサヤカ先輩がやる気の欠片かけらも感じない投げやりな態度を取ったから、おそらく堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたのだろう。

「Ｇ研の一員なら、もっとしゃきっとしなさい、しゃきっと」

「……どういう理屈だよぉー」

　サヤカ先せん輩ぱいが芋いも虫むしのようにくるんと寝返りを打って背もたれのほうを向く。

「まだ話は終わってないわよ。こっちを向きなさい（ぐいぐい）」

「なんだよー、うっさいなー」サヤカ先輩がクッションにしがみつく。「……ふん、京きよう子こは楽でいいよなー。指揮官はいつだって上から目め線せんで命令するだけでいいんだからさー」

「……なんですって？」京子先輩が目の色を変えた。「それ、本気で言っているの？」

「つーかさー、今回の勝負って実質京子がセッティングしたようなもんだろー？　あたしはやるともやらないとも言ってないわけだ。それなのに、決定事項みたいに書け書け書けってみんなで寄ってたかって攻こう撃げきしてさぁ。……こんな環かん境きようでやる気なんて出るわけないだろ」

「言いたいことはそれだけかしら？」

「なんだよ？　まだ言ってもいいのか？」

「そんなわけ……ないでしょう──っ！」

　京子先輩はそう叫んだ直後、野の良ら猫ねこの目つきでサヤカ先輩に飛びかかった。

「くっ……！」身体からだを反転させるサヤカ先輩。「不意打ちとは卑ひ怯きようなり！」

「愚かな！　現実はいつだって不条理なのよ！（右ストレート！）」

「おっと……（がしっ！）」

「……ついに始まりましたね。総合格かく闘とう技ぎ、『ONNANOKO!!!』が……」

　秋あき葉ばさんがここぞとばかりにビデオを回し始めた。
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「呑気のんきすぎますよ、秋葉さん……」

　ってか、ガチで喧けん嘩かしてるっぽいんですけど。

「……京子は腐くされ縁えんの私とは違い、サヤカとは高校に入ってからの付き合いなのですが、これまで二人ふたりは喧嘩らしい喧嘩をしたことがなかったように思います。……というか、サヤカがここまで不ふ貞て腐くされた態度を取るのは初めてかもしれません」

「だ、だったらなおさら止めるべきなんじゃ……」

　おれたちがソファーの上の乱らん闘とう騒さわぎを外野から見守っていると、

「ふっ！　京子の弱点はお見通しだ！（こちょこちょこちょ！）」

「ひゃ、ひゃめなさい！」

「ほれほれほれ！　ここがいーんだろー？　ほれほれほれ！（こちょこちょこちょ×５！）」

「ひゃ、ひゃ、ひゃ、ひゃめえええええ！」

　サヤカ先輩の脇わき腹ばらくすぐり攻撃に京子先輩が身み悶もだえする。

　──ドテン！

　直後、二人はもつれ合ったままソファーの上から転がり落ちた。上うわ履ばきが脱げ、ネクタイも取れかけ、シャツのボタンも外れ、スカートはヒラヒラはためいている。

「──くっ」

　その後、サヤカ先せん輩ぱいの魔まの手から逃のがれた京きよう子こ先輩は獰どう猛もうな野生動物を警けい戒かいする小動物のような素早すばやさで窓まど際ぎわに退たい避ひした。そして、ビシッとサヤカ先輩を指差し、

「サヤカ！　この程度の試練も乗り越えられないようでは、私たちが目指す、『究極のギャルゲー』には永遠にたどり着けないわよ」

「へんっ！　そりゃそうだ！　シナリオライターをやる気にさせるどころか、やる気を削そぐようなことばっか言う、ヘボいプロデューサー様さまがいる制作チームが『究極のギャルゲー』なんて作れるかっての！　人のせいにばっかすんなよ！　この幼児体型のドチビめ！」

「余計なお世話じゃあああああああ──っ！」

　鬼き神しんと化した部長様がサヤカ先輩に駆かけ寄り、胸むな倉ぐらをつかんで壁かべ際ぎわに追い詰める。

　と、その直後、「ゴツン！」と部室の硬い壁にサヤカ先輩が頭をぶつけた。

　さすがにやりすぎたと思ったのか、京子先輩が「あ」と声を漏もらし、動きを止めた。

「いってええ……」

　サヤカ先輩が頭を抱えながらその場からゆっくりと立ち上がる。

　秋あき葉ばさんが撮さつ影えいを中断し、「……大丈夫ですか？」と慌あわてて駆かけ寄ったが、

「大丈夫じゃない。……大丈夫なわけ……ないだろ……」

　サヤカ先輩が珍しくネガティブな感情を露あらわにし、らしくない言葉を口にした。

　秋あき葉ばさんが無言でサヤカ先せん輩ぱいと距きよ離りを取る。

　しん、と静まり返る昼下がりの部室。

　部室内の空気が急きゆう激げきに重みを増したようだった。

「む、むふー……」

　おちゃらけキャラの雪ゆき平ひらですら言葉を挟はさめないでいる。

　もちろんおれもかける言葉が見当たらず、その場に固まっているだけだった。

　その後、静かな怒りを湛たたえたサヤカ先輩は、「……帰る」とつぶやき、みんなに背を向けた。

「サヤカ？　逃げるの？」

　扉のほうへと歩き出したサヤカ先輩の背中に向かって京きよう子こ先輩が声をかける。

「帰るって言ってんの。誰だれだって部活が終われば帰るじゃん」

「今のＧ研はね、進むも引くもあなた次第なのよ？」

「……どうしてあたしに全すべての責任を押しつけようとするんだよ」

　サヤカ先輩は扉の前で立ち止まると、京子先輩のほうを振り返り、

「そんなにシナリオライターとしてのあたしに不満があるのなら、京子──自分でシナリオ書けばいいじゃん！　あたし抜きで二次創作のシナリオ書けばいじゃん！　どうせあたしなんて能無しの似え非せハーフですよ！　ふんだっ！」

　──バタン！

　サヤカ先輩は悪あく態たいの限りを尽くすと、荷物も持たずに部室を飛び出した。

　おれは「サヤカ先輩！」とあとを追いかけようとしたが、「椎しい名な！　放っておきなさい！」とすかさず京子先輩の静止の声が飛んだ。

「……やれやれ」秋葉さんが呆あきれ顔がおで京子先輩に視し線せんを注ぐ。「……追い詰められれば追い詰められるほど力を発揮する人間。──残念ながら、サヤカはそういうタイプではありません。プレッシャーがかかるとサヤカは本来の力を発揮することができないのです。先ほどの京子の対応はお世せ辞じにも褒ほめられたものではありません」

「私は間違ったことは一言だって口にしていないわ」

「きょ、京子ちゃんには優やさしさが足りない……のだー……」

「私もそう思います……」

　一年生二人ふたりが恐る恐る意見を述べる。

「みんなわかっていないわね。サヤカには甘い顔をしてはダメなのよ。あの子は能天気なところがあるから。他人に甘く、自分にも甘い……それがサヤカの欠点よ」

　──他人に甘く、自分にも甘い、サヤカ先輩。

　──他人に厳きびしく、自分にも厳しい、京子先輩。

　そうか。京子先輩とサヤカ先輩って実は正反対の性格をしているんだ。

　そう考えると今まで二人が対立することなく仲良くやってこられたのが不ふ思し議ぎな気がする。

「でも大丈夫。サヤカは必ず戻ってくるわ。……必ずね」

　京きよう子こ先せん輩ぱいは『必ず』という言葉を何度も強きよう調ちようした。しかし、その一いつ瞬しゆん後ごには、

「……サヤカが戻ってこなかったときは、椎しい名な？　潔いさぎよく夜よ桜ざくらさんの生いけ贄にえになってね？」

「い、生贄ってその表現は恐いから止やめてくださいよ……」

「生贄じゃなくて性せい奴ど隷れいだよね？（ワクワク）」

「……川かわ野の辺べさん、楽しそうだね」

「え？　そ、そんなことないよ？　し、椎名君くんが……いなくなるのは……その、嫌いやだし……」

　川野辺さんがおれから視し線せんを外し、照れたように俯うつむく。

「そーなのだー。雄ゆう介すけはＧ研に必要な存在なのだー。ストレスのはけ口である雄介がいなくなったら、みんなギャルゲー制作どころではなくなってしまうのだー」

　本心か冗じよう談だんか、雪ゆき平ひらがズレたことを言う。

「……Ｇ研の至宝であるギャルゲーマスター椎名の敵側への譲じよう渡とを阻止するためには、まず何よりもやる気を失ったサヤカを部に連れ戻さねばなりません」

「そ、そうですね。今はそれが最重要事項ですよね（あせあせ）」

　川野辺さんが露ろ骨こつにおれと距きよ離りを取り、秋あき葉ばさんの意見に大げさに頷うなずく。

　テンパってるなぁ。可哀かわい想そうだからそっとしておこうか。

「京子ちゃん、さっそく作戦会かい議ぎを開くのだー。……む、むふー？　京子ちゃん？」

「…………うん？　何？」

　京子先輩がパッと目を見開く。……ぼんやりとしていたけど大丈夫かな？

「サヤカを部に連れ戻す算さん段だんを練るのだー」

「……その必要はないわ」

　そう言って京子先輩が寄りかかっていた壁かべから身を離はなす。

「必要ないって、そんな無責任な……」とおれ。

「今日きようの部活はこれで終わりよ。各自、速すみやかに解散しなさい」

　京子先輩が自分の席に戻って荷物をまとめ、そそくさと部室を出ていこうとする。

「え、終わりって……まだお昼の二時です──」

　──バタン！

　よ、と言い終える前に部室の扉が閉まり、室内に生温かい微風が巻き起こった。

「……やれやれ」秋葉さんが先ほどと同じ『呆あきれ』のポーズを取る。「……京子は昭しよう和わの父親像そのままの人格です。頑がん固こ一いつ徹てつな生き方は傍そばから見ている分にはいいのですが……」

「ちょっと意地を張りすぎですよね、京子先輩」

「なのだなのだ！　あんな性格ではとてもじゃないが結婚は無理なのだ！」

　川野辺さんと雪平が秋葉さんの意見に同意を示す。

「雄介もそう思うだろう？　京子ちゃんは厳きびしすぎるだろう？」

「まあ、たしかに……」

　おれはそう言って一度は頷うなずいたものの、「待てよ」と思おもい止とどまった。

　今回はどちらかと言えばサヤカ先せん輩ぱいに問題があるような……いや、そうじゃない。

　さっき秋あき葉ばさんが言っていたじゃないか。サヤカ先輩はプレッシャーがかかると本来の力を発揮することができないって。……となればやはり問題なのは京きよう子こ先輩のほう……って、やっぱりそれも違う。つーか、おれはアホか。もう忘れてしまったのか。花火大会のときの京子先輩の激げき励れいの言葉を。あの人は、『あなたの力は必ずＧ研の役に立つ』と言ってくれた。おれを必要としてくれた。究極のギャルゲーを追い求めてまい進する京子先輩はいつだって本気。いつだって真剣。今回だって、サヤカ先輩の才能を誰だれよりも認めているからこそ、期待しているからこそ、あんなに激げつ高こうしたんだ。……うん、きっとそうだ。

「雄ゆう介すけ？　どうしたのだ、ボーっとして？」

「おれは京子先輩も……サヤカ先輩も、二人ふたりとも間違ったことは言ってないと思う」

「むふー？　何を言っているのだ雄介？」

「どちらの言い分も一理あると思うんだよ。サヤカ先輩は原案のことだってそうだけど、今回の二次創作だって、必死に頭を捻ひねってると思うし、京子先輩のほうは、いつものように『究極のギャルゲー』を作るためにはどうしたらいいのかってことを、真剣に考えているが故ゆえの発言だと思うから……」

「む、むふー！」雪ゆき平ひらの奇声が室内に反はん響きようする。「雄介は優ゆう柔じゆう不ふ断だんすぎるのだ！」

「八方美人とも言うよね」と川野辺さん。

「……まさか京子とサヤカを同時攻略するつもりですか？」と秋葉さん。

「そ、そんなんじゃありませんってば……」おれは慌あわてて否定した。「もちろん、このままでいいとは思ってません。ただ、今は誰だれが悪いとか、誰が正しいとか、そういうことを議ぎ論ろうしている場合ではない……とも思うんですよ」

「ではどういう場合なのだー？」雪平が頭をボリボリ搔かきながら訊きいてくる。

「それは、あれだよ。……おれたちはおれたちにできることをやればいいんだよ。二人ふたりが仲なか違たがいを起こしたのなら、その原因を外野から観かん戦せん者しや気分で追及するんじゃなくて、ちゃんと二人の間に入って、できる限りのフォローをしてあげるべき……だ」

「むふー。雄介もたまにはいいことを言うのだー」

「たまに、は余計だ」

　おれは雪平を一いつ喝かつし、その後、「そういうわけですから」と場を仕切り直した。

「ひとまず……京子先輩のフォローは必要ないと思うけど……問題はサヤカ先輩のほうじゃないかな？」

「そうだね」と川野辺さん。「サヤカ先輩、どうすればやる気になってくれるかな？」

「うーん、やっぱり、説得しに行くしか……ないのかな」

「むっふー、それしかないのだー。カオルちゃんの情じよう熱ねつ的てきな説得がＧ研の危き機きを救うのだー」

「よし、じゃあ。さっそく、サヤカ先せん輩ぱいの家に──」

「……ダメです」

「え？　ダメって何がダメなんですか？」

「……説得です」秋あき葉ばさんがおれの顔を正面から見つめてきた。「……サヤカはやる気を失っているのです。そんなサヤカに『やる気を出せ』と言っても逆効果です。ギャルゲーマスター、あなたがやろうとしていることは、先ほどの京きよう子こと同じ。言い方は京子よりもソフトかもしれませんが、『シナリオを書け！』も『シナリオを書いてください』も、サヤカにとっては同じ意味なのです。頑がん張ばっている人間に向かって頑張れと応援したところで、『もう頑張ってるよ！』と返されるのがオチです。これ以上、サヤカにかける言葉はないと思ってください」

　秋葉さんの言葉には有う無むを言わせぬ説得力があった。

　さすが親友。……よくわかってる。おれなんかよりもずっと冷静だ。

「説得がダメなら、一体どうやってサヤカをその気にさせればいいのだー？」

「八はつ方ぽう塞ふさがりだよね……」

「……それなのですが、私にいいアイデアがあります」

　秋葉さんがホワイトボードの前に移動し、黒のマーカーを手に握にぎる。

「りんりん、どんなアイデアなのだー？」

「……私たちとサヤカを繫つなぐもの、それは当然ながらギャルゲーに他ほかなりません。サヤカは今やる気を失っていますが、だからといってギャルゲーが嫌いになったわけではないのです。ここからが本題ですが──やる気を失っているサヤカを奮ふん起きさせるためには、まず……私たち自身がやる気を出し、ギャルゲーに対する情じよう熱ねつを燃もやすべきです。そして、私たちが身も心もやる気に包まれたらそのギャルゲーパワーを『目に見える形』に変換し、サヤカにぶつけるのです。そうすればきっとサヤカもわかってくれます。やる気を取り戻してくれます」

　なんだろう、ギャルゲーパワーって……。

「むふー。なるほどー、よくわからんのだー」

「……具体的な話に移りましょう」

　秋葉さんがホワイトボードに『作戦その１』と書き殴る。

「……一つ目の作戦は、『ＳＳＳ』の共通ルート及び各ヒロインの個別ルートを分析し、これぞ名場面と思うシーンを厳げん選せんし、それぞれのシーンのテキストを抽ちゆう出しゆつし、『ＳＳＳの名場面詰め合わせ』を作成する……というものです」

「参考資料ですね」とおれ。

「……今のサヤカに必要なのはこういった具体性のある資料だと思うのです。先ほどのギャルゲーマスターの言葉を借りるなら、観かん戦せん者しや気分で説得するのではなく……当事者意い識しきを持ってサヤカのサポートに徹てつする、ということですね」

「むふー。なるほどー、今度はよくわかったのだー」

「私もですー」

　一年生二人ふたりが顔を見合わせ頷うなずき合う。

「……この『作戦１』、『ＳＳＳの名場面詰め合わせ』は、私とギャルゲーマスターで作成します。サヤカにやる気を示す、という意味でも、これはできれば今夜中に完成させたいところです」

　今夜中か。まあ、徹てつ夜やは慣なれっこだし、なんとかなるだろ。

「むふー？　カオルちゃんたちは一体何をすればいいのだー？」

「……それは『作戦その２』です」

　秋あき葉ばさんがホワイトボードの空あいたスペースに『絵と音楽の力』と書き殴った。

「……お二人はそれぞれの得意分野を生かして、サヤカの食指が動くような絵や音を作ってください。立ち絵でも一枚絵でも、イメージＢＧＭでもアレンジＢＧＭでもけっこうです。数は必要ありません。何か一つ、サヤカの心を動かすようなものをお願ねがいします。これもできれば今夜中に。そして、『作戦その１』と『作戦その２』を合わせて、私が明日あした、朝一でサヤカに届けます。……この作戦で、サヤカがやる気を取り戻してくれるとは限りませんが、とにかく私たちは私たちにできることを全力で取り組みましょう」

「そうですね」

　おれが深々と頷くと、秋葉さんがホワイトボードを離はなれ、「……気合いを入れましょう」と言って三人の前に手を出した。雪ゆき平ひらがその手の上に、自分の手を重ね、「雄ゆう介すけー、陽ひ香か理りー、何やってるのだー。早く来いー」と言っておれたちを急せかした。

「こういうのって体育会系の儀ぎ式しきじゃないんですか？」

「えいえいおー、とかって言うんですよね」

「いいから、手を重ねるのだー」

「……重ねるのです」

　下から、秋葉さん、雪平、川かわ野の辺べさん、おれの順で手が重なる。

　手というものにはその人間の意思とか魂たましいが宿っているのだろうか。ただ手を重ねているだけなのに、他ほかの三人と身体からだをくっつけているような気分になってきた。

「……ギャルゲーマスター……かけ声をお願ねがいします」

「お、おれがですか？」

「雄介、世界一カッコいいかけ声を頼むー」

「椎しい名な君くんのセンスの見せどころだねー」

　こらこら。無む闇やみにハードルを上げるんじゃありません。

「え、えっと……それじゃあ………………」

　おれは考えに考えた末──

「──が、頑がん張ばるぞー。おー」

　世界一ダサいかけ声を苦くるし紛まぎれに捻ひねり出した。

「「「おー！」」」

　だが意外にも三人はおれのダサいかけ声に合わせてくれた。

「……ふぅ」

　四人の手が離はなれた瞬しゆん間かん、おれはふとあの日のことを思い出した。

　ましゅろんとのゲーム対決に敗北したときのことを──

　おれは川かわ野の辺べさんと雪ゆき平ひらに励まされ、ましゅろんへのリベンジを決意した。

　そして、三人で一致団結し、徹てつ夜やで作戦を練ったのだ。

　今のこの状況は、リベンジに燃もえたあのときの一体感によく似ている。

　……そうそう。二人ふたりがメイド喫きつ茶さに逃げ込んだおれを追ってきたんだよな。

　京きよう子こ先せん輩ぱいの命令があったとはいえ、あのときの二人は、私利私欲とか損得とか、そういうのを抜きにして、おれを必要としてくれた。噓うそ偽いつわりのない個人的な感情を、本心を、本音を、拙つたない言葉で吐と露ろしてくれた。

　おれは……嬉うれしかったんだ。

　二人から伝わってきたストレートな感情が。

　……一人ひとりでは、一人ぼっちでは決して味わうことができない。

　あの感覚は、集団の中にいるからこそ、仲間がいるからこそ、味わうことができるのだ。

『一人のほうが気楽ですし、てっとり早いんですよ。他人と作業を共にすると、余計な摩ま擦さつが生じますから。たった一人の人間の作業の遅れが全体の遅れに繫つながりますし、途と中ちゆうで誰だれかが抜けると企画自体がお蔵くら入いりになってしまいます。集団作業って非効率的だと思うんですよ』

　ふと、夜よ桜ざくらさんの言葉が脳のう裏りによみがえった。

『特にシナリオは、途中で詰まったり、矛む盾じゆんを感じたりすると……惰だ性せいでは絶対に書き上げられません。シナリオは日々の積つみ重ねが大事ですから。シナリオライターが逃亡した、という話は、この業界ではよく耳にする話です』

　そんなことはない。

　おれは心の中で必死に否定する。

　たしかに集団作業は人間関係のトラブルが絶たえない。

　でも、誰かが一時的にマイナスな存在になったとしても、他ほかの誰かのプラス分で、マイナス分を打ち消すことができる。そうやってお互いのミスを補おぎなうことができる。

　あのときはおれがマイナスの存在だった。

　そして今回はサヤカ先輩が……。

　だから──

　だから今度は──

　おれがサヤカ先せん輩ぱいの助けになる番だ。




　　　◇　◇　◇




「じゃあ、おれが共通ルートとキズナルート担当で、秋あき葉ばさんがユカリルートとアヤメルート担当ってことで」

「……異い論ろんはありません。ユカリルートとアヤメルートは私にお任せを」

　打ち合わせ後、さっそくテレビの前に移動し、ゲーム機きにディスクをセットした。

　傍かたわらにはノートパソコン。ＰＣゲームだったらテキストデータを抽ちゆう出しゆつするツールを秋葉さんが自作できるらしいのだが、『ＳＳＳ』はコンシューマー向けのギャルゲーなので、いちいちテレビ画面を見ながら各シーンのテキストをノートパソコンに入力しなければならない。

「──お茶ちやを買ってきたのだー！」

　作業開始から三十分後、買い出しに出ていた雪ゆき平ひらが部室に戻ってきた。

「おかえり」と液晶画面を見ながら声をかける。「お使いご苦労さん」

「むふー。これくらいなんてことないのだー」

　そう言って薄うすい胸を張りながらコンビニの袋を机の上に置いた雪平だったが……。

　この一時間後。

「──アイスを買ってきたのだー！」

　さらに一時間後。

「──おにぎりを買ってきたのだー！」

　さらにさらに一時間後！

「──二十四時間営業の本屋で『漆しつ黒こくラバー』の夢ゆめ川かわカエデの抱き枕まくらが付ふ録ろくについたギャルゲー雑誌を買ってきたのだ！　ちゃんと四人分買ってきたのだ！　カオルちゃん偉えらし！」

「…………お前はいい加減、仕事しろよ！　ってか、何度も買い出しに行くな！　一度にまとめて買ってこいよ！　そして今夜の作業にギャルゲー雑誌は必要ない！」

　一向に仕事に取りかかろうとしない雪平に、おれは痛烈な突っ込みを浴びせた。

　だが雪平はのほほんとしていて、

「むふふふー！　アホ雄ゆう介すけめ！　天才音楽家のカオルちゃんは買い出しの往復中に頭の中だけで、『ＳＳＳ』の日常ＢＧＭ、『ある日どこかで』のアレンジＢＧＭを作曲していたのである！」

「……な、なんだと？」

「すでに頭の中ではメロディラインもベースラインもその他の楽器のラインも完成しているから、あとはＤＴＭソフトを駆く使しして、打ち込み作業に没頭するのみなのだ！」

「……マジかよ」

　そういやこいつは天才型とか才能型に属する奇き想そう天てん外がいな奴やつだったっけ。

　見るからに作業をしているコツコツ型の川かわ野の辺べさんとは明らかにタイプが違うよな。

　性格に難なんがあって、常に言動に不安を抱えている雪平だが、そういった犠ぎ牲せいを払っているからこそ、音楽の神かみ様さまに愛されたのかもしれない。……そんな気がする。

「……ふー、線せん画が作業終わりー」

　川野辺さんがペンタブ（ペンタブレット）から顔を離はなした。

　元美術部員の川野辺さんはこれまで彩色以外はアナログでやっていたのだが、作業効率を向上させるため、夏休みに入った直後、ペンタブを購こう入にゆうし、ラフから着色に至るまで、全すべての作業をデジタルで行うようになっていた。

　現在、ギャルゲー制作のほうが企画の段階でストップしているため、Ｇ研での川野辺さんの仕事は実質ないに等しいのだが、よほど絵を描かくのが好きなのか、それとも少しでも技術を向上させようと試し行こう錯さく誤ごしているのか、休きゆう憩けい時間を含め、暇ひまな時間は必ずなんらかの絵を描いている。ペンタブの扱いにもだいぶ慣なれてきたようだ。

「……素す晴ばらしいパンチラです」秋あき葉ばさんが川野辺さんの線画を褒ほめ称たたえる。「……全ぜん年ねん齢れい対象のギャルゲーとは思えないエロさですね。微妙に18禁の領域に入っているような気がしますが、この絵を見ればサヤカもやる気を取り戻すことでしょう。私が保証します」

「えへへ」川野辺さんが照れ笑いを浮かべる。「『ＳＳＳ』ってストーリー重視の硬派なギャルゲーだからか、パンチラシーンがほとんどないんですよね。……あ、ちなみに、キズナが縞しまパンを穿はいているのは、主人公がデパートでキズナの誕たん生じよう日びプレゼントを選えらんでいるときに出てくる、『ぬいぐるみにする』『勇気を振ふり絞しぼって縞パンをプレゼントする』『たこ焼き一年分』。この三つの選せん択たく肢しが印象に残っていたからなんですよ」

「縞パンはネタ選択肢なのだー」

「……ですが、どの選択肢を選えらんでも好感度は下がらなかったはずです」

「そうなんですよー。ただ、縞パンをプレゼントに選ぶと、キズナに『死にたいの？』って言われちゃうんですよね。でも、この誕生日イベントが発生するのって物語の後半のほうで、このころにはもう主人公とキズナってラブラブな関係になってるんですよ。だから私は、主人公を『死にたいの？』と蔑さげすみながらも、プレゼントの縞パンをちゃんと穿いてくれる、律りち儀ぎなキズナを描かこうと思ったんです」

「……まさにプロの仕事。神のパンチラ。素す晴ばらしいシチュエーションです」

　秋葉さんはありったけの言葉で川野辺さんを称しよう賛さんすると、「……さて」と自分の席に戻り、

「……みなさん、この調ちよう子しで、明日あしたの朝までギャルゲーパワーを爆ばく発はつさせ続けましょう」

　直後、「「「おー！」」」と一年生三人の声が重なった。




　そして夜も更ふけ──




「……ゆーすけー。まだ終わらないのかー？」

　深夜三時──

　先に仕事を終わらせた雪ゆき平ひらが、寝そべっているソファーの上からおれに声をかけてきた。

　川かわ野の辺べさんはすでに夢の中。マットレスの上で寝息を立てている。

　秋あき葉ばさんも先ほど作業を完かん遂すいさせ、シャワーを浴びるため部室を出ていった。

「個別ルートよりも共通ルートのほうが長いからな。その分、ピックアップするシーンも多いんだよ。……つっても、もう最後のシーンだけど」

「よーやく終わりかー。今日きようは時間が特別長く感じたのだー」

「いやいやいや。とっくに日付またいでるから」

「うにゅー？　そーなのかー？」

　雪平が目を擦こすりながら寝返りを打つ。制服姿のまま寝転がっているので、スカートのめくれが微妙に気になるのだが、雪平のパンチラなんて、キズナのパンチラとは月とスッポン。川野辺さんが描いたキズナのパンチラのほうが、よほど色気がある。

　……二次元に敗北する雪平のパンチラって……。

　非オタクのおれが二次元キャラに軍ぐん配ばいを上げるなんてよっぽどだぞ。

「それにしても……」

　──愛あい瀬せキズナ。

『ＳＳＳ』のメインヒロイン。

　うーん、この前、全ルートをコンプしたときも思ったけど、やっぱり何か一つ物足りないっていうか、わだかまりが残ってるんだよなぁ。なんなんだろう、このモヤモヤ。

　──ガラガラガラ。

「……作業は進んでいますか？」

　秋葉さんが部室に戻ってきた。髪がしっとりと濡ぬれている。

「あ、はい。最後のシーンです。あと二、三、四……五行くらいですね」

　おれはバックログを見ながら残りのテキストを確かく認にんした。

「……では完成しましたら、入力したテキストデータを全すべてプリントアウトしてください。イラストのほうはすでに印刷が終わっていますので──」

「アレンジＢＧＭはこのＵＳＢメモリに入っているのだー」

　雪平がスカートのポケットからひねり出したＵＳＢメモリを秋葉さんに放り投げた。

　──パシッ！

　片手でキャッチした秋葉さんは、「……作業完了ですね」とおれに目め配くばせした。

　その後、プリントアウトした、『ＳＳＳの名場面詰め合わせ』はなんとＡ４用紙、百五十枚にも及んだ。大きめの字で印刷しているとはいえ、そうとうな文字量である。

「けっこうな量になりましたね」

「……『ＳＳＳ』には名場面があまりにも多すぎました……」

　秋あき葉ばさんが乱雑に束たばねられた原稿を机の上でトントンと整ととのえる。

「……さて、あとはこれをサヤカに届けるだけですね」

「サヤカ先せん輩ぱい、やる気出してくれますかね？」

「……そうですね」

　秋葉さんはまだ薄うす暗ぐらい窓の外に視し線せんを投じ、

「……あとはサヤカ次第でしょう。私たちに手伝てつだえるのはここまでです……」

　秋葉さんの横顔は真剣そのもので、いつもの飄ひよう々ひようとした雰囲気を身にまとった秋葉さんの姿はどこにもなかった。




　　　◇　◇　◇




　三日後──

　その日は朝から家の用事があったため、午前中は部活動に参加することができなかった。

　学校に着いたのはお昼の二時すぎ。

　いつもだったら「急がないと！」と部室まで全ぜん力りよく疾しつ走そうしているところだが、

「サヤカ先輩……今日きようも来てないだろうな」

　おれはゆったりとした歩ほ調ちようで渡り廊下を前に進んでいた。

『おれたちのやる気』はサヤカ先輩に伝わったはず……。

　そう思っていた。いや、そう思わずにはいられなかった。

　しかし──

　現実は残酷だ。

　あの徹てつ夜や明あけの朝からもう三日も経たっているというのに……。

　サヤカ先輩は未いまだに連絡一つよこさない。

　部室に顔を出さないのはもちろん、電話やメールも送ってこないのだ。

「……どうしちゃったんですか、サヤカ先輩……」

　視し線せんを足元に落とし、人ひと気けのない渡り廊下を進んでいると、




「おーっす。しーなー」




　サヤカ先輩がおれの背中をポンと叩たたき、駆かけ足あしで通り過ぎていった。

「……………………は？」

　おれは渡り廊下の真まん中なかで立ち止まり、部室棟に消えていくサヤカ先輩の背中を見送った。

　今のはなんだ？　夢か？　幻まぼろしか？　……って、そんなわけあるか！

「ちょ、ちょっと、サヤカ先せん輩ぱい！」

　おれは部室棟に飛び込み、廊下を全ぜん力りよく疾しつ走そうし、部室の扉を勢いよく開いた。

「あ、椎しい名な君くんだ。おはよう。もう午後だけど」

「……おはよう……って、呑気のんきだね、川かわ野の辺べさん」

　おれはソファーの上で踏ふん反ぞり返っているサヤカ先輩のもとに駆け寄った。

「……サヤカ先輩」

「んー」

　サヤカ先輩はギャルゲー雑誌に目を落としていた。

　おれが「サヤカ先輩」と何度か呼びかけると、「んあ？」と首を傾けた。

「んあ、じゃありませんよ。何平然と部室でくつろいでるんですか」

「いやいやいやー、決してくつろいでるわけじゃないぞー。これでも仕事中なんだぞー」

　そう言いながらサヤカ先輩がギャルゲー雑誌をおれのほうに向ける。

　──シナリオコンテスト、応おう募ぼ要項。

「それは……」

「応募要項をちゃんと読まずにシナリオ作りに取りかかっちゃったからさー、テーマとか文字数なんかの制限事項がないかどうか、今さらのように確かく認にんしてるのさー」

「ああ、なるほど…………って、ちょっと待ってください。今なんと……？」

「へっへっへー」

　サヤカ先輩が薄うす笑えみを浮かべながら足元のバッグをまさぐる。

　中から出てきたのは赤いクリップで固定された真新しい原稿の束たば。

「ほい、これ。『ＳＳＳ』の二次創作シナリオ。完成原稿、五十枚だぞー」

「ま、マジですか……」

　おれはサヤカ先輩からその原稿の束を受け取った。

　たいした厚みはないのに、不ふ思し議ぎと重みが感じられた。

「いやさー、しーなと凜りんが作った『ＳＳＳの名場面詰め合わせ』を読み込んでたら、創作意欲がメキメキ湧わいてきちゃってさー。すぐにパソコンに向かって、雪ゆき平ひらのアレンジＢＧＭを聴ききながら『ＳＳＳ』の世せ界かい観かんに浸ひたって、陽ひ香か理りの描かいたパンチラ絵をヒントにして、主人公とキズナを中心としたエンド後のエピソードを練りに練ったんだよー」

「それがこの原稿ですか」

「そそ」とサヤカ先輩がソファーの上で胡坐あぐらを搔かき、「他ほかの三人は読了済みだから、あとはしーなと京きよう子こだけだぜー。この原稿を読んでないのは」

「そうなんですか。……じゃ、じゃあ、さっそく読ませてもらいますね……」

　おれはサヤカ先輩の隣となりに腰かけ、受け取った原稿に目を落とした。

　面おも白しろくなかったらどうしよう、とネガティブなことを考えながら。

「最近の京きよう子こちゃんは重役出しゆつ勤きんが多すぎるのだー」

「うん。今日きようは特に遅いね」

　背後で雪ゆき平ひらと川かわ野の辺べさんがここにはいない京子先せん輩ぱいのことを気にしている。

　一年生二人ふたりはサヤカ先輩の原稿にどんな感想を抱いたのだろうか。

　サヤカ先輩に対しては辛から口くちになりがちな秋あき葉ばさんの感想も気になる。

　いかんいかん。今は目の前の原稿に集中しないと。

　おれは再び原稿を頭から黙もく読どくし始めた。

　……お、初しよっ端ぱなから飛ばすな……ぷっ……このセリフは笑える……。

　……キズナがまた妙なことを……と思ったら、こういう展開に繫つながるのか！

　……オチが見えないけど……見えないからこそ面白い……。

　十枚、二十枚、三十枚、四十枚、そして──

　気づけば五十枚の原稿をわずか二十分ほどで読破していた。

「これ、いい感じですよ。出だしからエンジン全開なのに、まったく上滑りしてないし、総そうじて話のテンポもいいですし、会話のやり取りも秀しゆう逸いつだと思います」

「お、嬉うれしいことを言ってくれるねー」

　サヤカ先輩がおれの脇わき腹ばらをうりゃうりゃと言いながら肘ひじで小突く。

「……私たちの評価とだいたい同じですね」と秋葉さん。

「会話のテンポの良さがサヤカの売りだとカオルちゃんは思うのです」と偉えらそうに雪平。

「サヤカ先輩らしいシナリオだと思います。……個人的な意見ですけど、こういうシチュエーションはすっごく好きです」と川野辺さん。「えっと、これ三日で書いたんですよね？」

「そだぞー」と笑いながらサヤカ先輩。「正直、自分でもびっくりしてるよー。まさかこんな短期間のうちにシナリオが完成するとは思ってなかったしさー」

　──ガラガラガラ。

　弛し緩かんした空気が部室全体を包み込む中、今回の騒そう動どうの引き金を引いた、Ｇ研のボス、京子先輩が「私が真しん打うちです」とばかりに姿を現した。

「……へえ」

　京子先輩の鋭するどい視し線せんが元気を取り戻したサヤカ先輩に注がれる。

　サヤカ先輩も「あ、きょーこ」と京子先輩を見返した。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、神妙な顔つきの京子先輩がかすかに笑顔えがおを浮かべ、

「──どうやら……スランプを脱出したみたいね？」

「おー」サヤカ先輩がソファーから立ち上がり、「みんなのサポートのおかげでなー」

「その顔だと原稿のほうも滞とどこおりなく完成したみたいね」

「当然っすよー」と言ってサヤカ先輩がおれに手渡した原稿を手元にたぐり寄せ、「読んでないのは、あと京きよう子こだけだぜー」

「そうなの」

　京子先せん輩ぱいは完成原稿を受け取ると、ゆったりとした歩ほ調ちようで自分の席に向かい、ギィ、と椅い子すを軋きしませながら着席し、前髪を垂たらしながら原稿を読み始めた。

「んー、しっかし、この前までの不調が噓うそみたいだぜー」

「……サヤカは浮き沈みが激はげしい女ですから（笑）」

「ですよねぇー。沈むときはとことん沈んじゃうからなー。あっはっはっはー」

「……まったく、乗りこなしの難むずかしい馬だぜ（爆ばく笑しよう）」

「お、言ったなー。根ね暗くら女おんなめー。こんにゃろー」

　サヤカ先輩と秋あき葉ばさんが仲なか睦むつままじい姉妹のようにじゃれ合い始めた。

　……いつもの風景が戻ってきたな。

　おれは原稿を読みふけっている京子先輩に視し線せんを合わせた。

　絶対に妥協を許さない、激げき辛から毒舌敏腕プロデューサー様さまも、さすがにこの原稿にはケチをつけられないだろう。誤字脱字なんかのストーリーに直接影えい響きようのない次元ではさすがになんらかの指摘があるかもしれないが。

　それから約一時間後──

　たっぷりと時間をかけて原稿を読み込んだ京子先輩が顔を上げ、

「読み終わったわ」

　と言って原稿をブックスタンドに立てかけた。

　そして──

　京子先輩の小さな口が残酷な言葉を発した。




「──ボツよ」




　ボツよ。ボツよ。ボツよ。ボツよ（エコー）。

「「「「「……えぇ？」」」」」

　京子先輩以外の五人の声が見事に重なった。




「──ボツです」




　微妙に語尾を変え、もう一度、同じ意味の言葉を発する京子先輩。

　おれたちはキズナルートのバッドエンドを目まの当あたりにしたような精神状態で、

「「「「「……えぇ？」」」」」

　と、再び声をそろえた。

　直後、真昼の部室に沈ちん黙もくの天使が舞まい降りた。

　京きよう子こ先せん輩ぱいの予想外の判決に、みんな絶句しているようだった。

　──カーカー。

　窓の外でおれたちをバカにするかのようにカラスが鳴いている。

　──バーカー、バーカー。

　安直な変換だが、おれにはそんな風に聞こえた。







[image: ]　ベストエンディングを目指せ！







☆前回までのあらすじ。

　サヤカ先輩の原稿がボツになった！




「どうしてボツなんだよ──っ！」

　サヤカ先輩が声を張り上げ、室内に舞い降りた沈ちん黙もくの天使を追い出しにかかる。

「納なつ得とくいかん！　納得いかんぞー！」

　うががああー、と謎なぞの奇声を発しながら京子先輩に詰め寄るサヤカ先輩。

　徹てつ夜や明あけでボサボサになった髪の毛が怒りを示すかのように逆さか立だっている。

「カオルちゃんもプンスカですぞ！　京子ちゃんはカオルちゃんの汗と涙の結晶を『ボツ』というたった一言の言葉で無に返すのか!?　冷血人間にもほどがあるのだ!?」

「……さも自分の功こう績せきみたいに言うな」おれは雪ゆき平ひらに突っ込みつつ、「納得がいかないのはおれも同じです。……京子先輩？　どうしてこのシナリオがボツになるんですか？」

「わ、私も納得がいきません……」と川かわ野の辺べさん。

　最後に秋あき葉ばさんが、「……京きよう子こ、私も異い議ぎを唱えさせてもらいます。さすがに今のボツ発言は聞き捨てなりません。何か正当な理由でもあるのですか？」と京子先せん輩ぱいを問い詰めた。

「理由ならあるわ」

　京子先輩が原稿を片手で持ち上げ、

「理由……それは──この原稿では夜よ桜ざくらさんに勝てないから、よ」

「な、なんだよそれ……」

「言葉通りの意味だけれど？」

　ますます不信感を強めるサヤカ先輩に対し、京子先輩はそれでも強気な姿勢を崩くずさない。

「まるで田た中なかの原稿を実際に目にしてきたかのような口ぶりじゃんか」

「目にしてきたのよ。……いえ、目にした、と言うべきかしら」

「な、なんだよー。その微妙な言い回しはー」

「──京子ちゃん！　探偵みたいに回りくどいことを言うのは止やめて欲しいのだ！」

「カオルちゃん、少しは考えようよぉ……」

「……新番組、高校生ロリ探偵京子ちゃん……」

　また部室内が騒さわがしくなってきたな。

　しんと静まり返っているよりはずっといいけど。

「──まずはこれを見て」

　京子先輩がマウスを操そう作さし、ブラウザを起動させた。

　全員が23インチの液晶画面の前に集まると、

「このページよ」

　と言って京子先輩が、背景が黒の陰いん鬱うつなページを開いた。




『同人ゲームサークル、おっぱいクライシスのＨＰにようこそ！　あなたは３７５６４人目のギャルゲーマニアです！』




「田た中なかの本拠地だなー」サヤカ先輩が画面を覗のぞき込みながら言う。「今年ことしの四月に開設して、もう四万近いアクセスがあるのか。始めたばかりにしてはにぎわってるなー」

「……３（み）７（な）５（ご）６（ろ）４（し）……ですか」

　秋あき葉ばさんがアクセスカウンターの数字を不吉な言葉に変換する。

　たまたまだとは思うが、夜よ桜ざくらさんの呪のろいが込められているような気がしてならない。

「夜桜さんはＨＰの開設と同時に『彼女たちの憂ゆう鬱うつ』という百ゆ合り風ふう味みなギャルゲーをフリーゲームとして公開したの。これがなかなか好評を博はくしたらしくてね、ましゅろんもブログやツイッターで絶ぜつ賛さんしているわ。シナリオだけならプロレベルだってね。ただ、題材がマニアックなのと、絵と音が地味なせいか、ネット上ではほとんど話題になっていないわ。小数のマニアだけがプレイしている、知る人ぞ知るギャルゲーって感じね」

　京きよう子こ先せん輩ぱいがゲームを紹介しているページを見せながら『おっぱいクライシス』の現状を簡かん単たんに説明してくれた。おれたちがサヤカ先輩のために資料を作成している間、京子先輩は京子先輩で敵情を視察していたようだ。さすが、抜かりがない。

「たしかにこの絵は……陽ひ香か理りとは比べ物になんないなー」とサヤカ先輩。

「でもでも、夜よ桜ざくらさんは一人ひとりでギャルゲーを作っているんですよね？　それってすごいことだと思います。全すべての作業を一人でこなすなんて、私には絶対真ま似ねできないですもん」

「マルチクリエーターのカオルちゃんなら可能ですがのー（むふー）」

「……じゃあ、一人でギャルゲー作れよ（ボソッ）」

「むふー!?　りんりんが冷めた視し線せんをカオルちゃんに!?」

「蔑さげすまれて当然だろうが」とおれ。

「きょーこ。田た中なかがシナリオの才能に恵まれてるのはわかったよ」

　サヤカ先輩が話を戻す。相変わらず『田中』の呼称を使っている。

「でも、だからといって、どうしてあたしの原稿がボツになるんだよー？」

「さっき言ったじゃない。夜桜さんのシナリオを──『目にした』と」

　京子先輩がマウスを操そう作さし、『おっぱいクライシス』の公式ブログを表示させた。

　そして、数日前に投稿されたエントリーをクリックする。




☆ボツシナリオ（八月二十一日）

　シナリオコンテスト用に書いた『ＳＳＳ』の二次創作です。

　また一から書き直すことにしたので、習作としてここに公開します。




「ぼ、ボツシナリオ……」

　サヤカ先輩が京子先輩の肩の上に顎あごをのせ、んー、と唸うなった。

「……これはじっくり読んでみたいですね」

　そう言って秋あき葉ばさんが自分の席に戻ってパソコンを立ち上げる。一年生二人ふたりも秋葉さんにならって自分の席のパソコンを起動させた。自分専用のパソコンがないおれは、秋葉さんに頼んで一いつ緒しよに見せてもらうことにした。




　一時間後──




　再び京子先輩の席の周囲に集まったＧ研のメンバー。

　ところが、みんなサヤカ先輩に遠えん慮りよしているのか、一言も口を開こうとしない。

　と、そんな中、シナリオを書いた張本人のサヤカ先輩が、

「京きよう子この言う通りだ。あたしの原稿はボツにするべきだ」

「え、でも、サヤカ先せん輩ぱい、すごく苦労して書いたのに……」

「陽ひ香か理りー。呑気のんきに鼻歌を歌いながら書いたシナリオだろうと、40度の高こう熱ねつに耐えながら書いたシナリオだろうと、面おも白しろいものは面白いし、面白くないものは面白くないんだぜー」

「……名言ですね。サヤカの成長がうかがえる一言です」

「サヤカは謙けん虚きよなのだー」

「うーん、でも、サヤカ先輩のシナリオ……私は面白いと思いますよ？」

　川かわ野の辺べさんがなおも食い下がる。『個人的な意見ですけど、こういうシチュエーションはすっごく好きです』と言っていたから擁よう護ごしたい気持ちがあるのだろう。

「面白いわ」と京子先輩。「陽香理の言う通り。サヤカのシナリオは面白い」

「え？」川野辺さんが素すっ頓とん狂きような声を発する。

「でも夜よ桜ざくらさんには勝てない。夜桜さんのシナリオはエンド後の日常を面白おかしく描えがいているだけのサヤカとは違って、笑いあり、涙あり、いろんな要素がバランスよく組み込まれているし、テンポのいい序じよ盤ばん、先の展開が気になる中盤……そして、ラストの盛り上がりも申し分ないわ。しかも、夜桜さんは『ＳＳＳ』の重要なテーマである自じ己こ犠ぎ牲せいについても、本ほん編ぺんとは違う角度から斬きり込んでいる。一部、説教臭くさいセリフが散見されるけど、ブログにアップされているこのシナリオはあくまでもボツシナリオ。応おう募ぼ原稿では改善されているでしょうね」

「……サヤカのシナリオが面白くないとは言いませんが、話の作り込みも、『ＳＳＳ』に対する情じよう熱ねつも、創作に対する真しん摯しな姿勢も、田た中なかさんのほうが数段上です。……どうやら、私たちの想定が甘かったようですね。もっともっとギャルゲーパワーを高めなければ（ブツブツ）」

「で、でもでも、コンテストの主宰者側が想定している二次創作ってサヤカ先輩が書いたような『おまけ扱い』できるシナリオなんじゃないですかぁ……？」

「陽香理、そういう問題ではないの。私たちは頭のどこかで『こんなものでいいだろう』と本ほん編ぺんに遠えん慮りよして、知らず知らずのうちに妥協していたのよ。──コンテストの応おう募ぼ要項には文字数についても内容についても制限事項は設もうけられていないのだから、もっと大胆な発想でシナリオ作りに臨のぞむべきなのよ」

「……大胆な発想か……」

　たしかにサヤカ先輩のシナリオは無ぶ難なんと言えば無難。

　面白くはあるが、小ぢんまりとしている。

　一方、夜桜さんのシナリオは、主人公とキズナが大おお喧げん嘩かするエピソードに、お互いがお互いを想おもう気持ちをさりげなく散りばめていて、『ＳＳＳ』の自じ己こ犠ぎ牲せいというテーマを本編とはまた違った形で表現している。このシナリオ、本編の中盤あたりにそのまま挿そう入にゆうしてもいいのではないだろうか？　というくらい出来がいい。

　何日か前、『ＳＳＳ』を発売したアルタイルが、前作（二年前）の発売後に行った今回と同様の形式のシナリオコンテスト、その結果を秋あき葉ばさんが回想していたのだが、受じゆ賞しようした作品は川かわ野の辺べさんがさっき言ったように『おまけ扱い』できるシナリオだったらしい。ならば今回も、応募者の大半は変に出しゃばったりせず、無難なシナリオをコンテストに送るだろう。

　しかし、そんな中に、夜よ桜ざくらさんの気合いの入ったシナリオが紛まぎれ込んだら……。

　審しん査さ側がわがどちらに軍ぐん配ばいを上げるか？

　それはおれが言うまでもないだろう。

「…………はー」

　話が一段落すると、サヤカ先せん輩ぱいが盛大なため息をついた。

「っていうか……これボツシナリオなんだよなー？」

「実際の応募原稿はこのシナリオのさらに上を行くクオリティだと思うべきね」

「ちくしょー。またフリダシに逆戻りかー」

　サヤカ先輩がソファーにダイブする。

　悔くやしそうではあるが、やる気は失っていないようで、

「とりあえず、話のスケールをもっと大きくして……（ブツブツ）……後ご日じつ談だんみたいなおまけシナリオじゃなくて本編を書くつもりで……（ブツブツ）……うーん、でもそれじゃあ、田た中なかと同じアプローチだしなあ……（ブツブツ）……」

　さっそく新しいシナリオのアイデアを練り始めた。

　スイッチが入ったみたいだな、としばらく様よう子すを見ていると、

　──がばっ！

　サヤカ先輩が急に跳はね起き、「発想の転換が必要だー！」と背伸びをしながら叫んだ。

「発想の転換？　どういうこと？」と京きよう子こ先輩。

「いやさー、スケールの大きな話を書くのはいいとしても、田中と同じアプローチでシナリオを書いても、田中を超えることはできないだろ？」

「まあそうね」

「だから発想の転換が必要なんだよ。あたしたちならではのアプローチで二次創作に臨のぞむべきなんだ。田中超えは必ひつ須す事項だからなー」

「発想の転換って、たとえば……世界が滅亡しちゃう、とかそういうインパクトのある設定をシナリオに組み込むってことですか？」

「うーん、そういうんじゃなくてさー」

　サヤカ先輩が川野辺さんの思いつきに首を振る。

「こう、なんてゆーか、シナリオの方向性がどうとか、そういう次元の問題じゃなくて、うーん、どう説明すればいいんだろ……」

「サヤカ、慌あわてないでいいわ。じっくり話し合いましょう」

　京子先輩がホワイトボードの前に移動し、『話のスケール』『発想の転換』『田中超え』などの言葉を箇か条じよう書がきにして書き出した。

　……発想の転換か。

　おれの脳のう裏りにふと『ＳＳＳ』をコンプリートした直後、胸中をわだかまったモヤモヤしたものが、再び渦うずを巻き、思考を阻害し始めた。どうしてこんなときに、と苦にが々にがしく思うが、意味のある思索なのではないか、とも思った。サヤカ先せん輩ぱいが口にした「発想の転換」という言葉がこのモヤモヤと何か関係しているのではないだろうか？

　……無関係のような気もするが。

　だけど、プレイ後ずっと引っかかっているこのモヤモヤの正体がわかれば、サヤカ先輩のシナリオ作りのヒントになるのではないだろうか、と思わなくもなかった。漠然とした単なる思いつきだが、考えてみる価値はあるような気がする。

　……とはいえ、これも難なん題だいだ。このモヤモヤはかなり曖あい昧まい模も糊ことしていて、自分自身、どこに疑問を感じているのかわかっていないのだ。ストーリーに疑問を覚えているのか、それともキャラクターか、絵か、音楽か、それともゲームシステムか──

「完全に行き詰まってしまったわね」

「うーん、そだなー」サヤカ先輩がソファーの上で正座をする。「こうなったら『漆しつ黒こくラバー』の真しんエンドみたいにさ、まったく新しいエンドでも捏ねつ造ぞうしてみるかー？」

　……真エンド？　まったく新しいエンド？

「そ、それですよ、それ──っ！」

　バラバラだった線せんが、サヤカ先輩の一言で一本に繫つながった。

　おれは慌あわててゲーム機きに駆かけ寄り、『ＳＳＳ』のゲームディスクをセットした。

「椎しい名な？　一体どうしたと言うの？」京きよう子こ先輩がおれの側そばに駆け寄る。

「すいません。まずは確かく認にんさせてください」

「その顔は……期待してもいいのね？」

「はい」

　おれが頷うなずくと、京子先輩が魅み力りよく的てきな笑えみを浮かべ、肩越しに画面を覗のぞき込んできた。

「……とりあえず──」

　ゲームを起動させると、セーブ＆ロードを駆く使しして、キズナルート、ユカリルート、アヤメルートの終しゆう盤ばんの展開を確認し、『ある比較』を行った。それが終わると、キズナルートの最後の選せん択たく肢しを表示させ、自分が立てた仮説が正しいかどうか注意深く検証を行った。

「雄ゆう介すけ？　キズナに萌もえている暇ひまがあったら、カオルちゃんに萌えたらどうなのだ？」

「……こんな雑ざ魚こは放っておいて私に萌えてください」

「最近の秋あき葉ばさん、やけにカオルちゃんに絡からみますねー」と呑気のんきに分析する川かわ野の辺べさん。

　おれは外野の会話を適当に聞き流し、確認作業を続けた。

　そして、五分後、ようやくみんなへの解説の準備が整ととのった。

「──椎しい名な、前に出なさい」

「あ、はい」

　おれはゲーム機きの電源を点つけっぱなしにしたままホワイトボードの前に移動した。

　そして、みんなの視し線せんを一身に浴びながら、説明を始める。

「いきなり結けつ論ろんから言いますけど、おれはコンテストに送る、『ＳＳＳ』の二次創作として、キズナルートの『トゥルーエンド』を作ることを提案します」

　──ざわざわ……ざわざわ……ざわざわ──

　なぜかざわつく室内。ちょっとわざとらしい。

「アリなのかー？　そういう大胆な試こころみはー？」

　言いだしっぺのサヤカ先せん輩ぱいが疑問を唱える。

「たしかに恐れ多い試みですけど、ギャルゲーは漫まん画がとか小説と違ってマルチエンディングなのが売りですし、そういうギャルゲーらしさを考こう慮りよした二次創作と捉とらえればアリだと思うんですよ。……それに相手は夜よ桜ざくらさんですし、これくらい大胆な発想で戦いに臨のぞまないと……」

「『トゥルーエンド』というのは本ほん編ぺんの途と中ちゆうから分ぶん岐きするシナリオと考えていいのよね？」

「もちろんです」おれは頷うなずき、「実はおれ、『ＳＳＳ』をコンプしてから、ずっと物足りなさを感じていたんです。モヤモヤしたものがわだかまっていて、でも、そのモヤモヤの正体がつかめなくて、すごくイライラしてたんですよ。……で、さっきサヤカ先輩が『新しいエンドでも捏ねつ造ぞうしてみるかー？』って言ったのをきっかけに、わだかまりの正体がはっきり見えてきて、モヤモヤが見事に解消されたんです」

「……それはつまり、キズナルートのエンドに不満があるということですか？」

「不満というか、あの『グッドエンド』を超える、もっといい話の締しめ方があるんじゃないのかってことです」

「え、えぇー」川かわ野の辺べさんが心細そうに悲鳴を上げる。「そ、それって、それって、夜桜さんどころか、シナリオライターのタツノオトシゴ先生を超えないと……いけないんじゃ？」

「そうなるわね」と京きよう子こ先輩が冷静に頷く。「椎名？　何か秘策があるの？」

「あるにはあります」

　おれはホワイトボードに、『バッドエンド１』『バッドエンド２』『ノーマルエンド』『グッドエンド』とキズナルートの四つのエンディングを書き並べた。と同時に頭の中でキズナルートの大おお雑ざつ把ぱな話の流れを復習する。

　キズナルートは物語前半の『友達ルート』と後半の『恋人ルート』の二パートに分かれる。

『魔ま女じよ』と呼ばれる謎なぞの転校生、愛あい瀬せキズナは関かかわった者に不幸をもたらす存在。

　昔から悪運の強い主人公はそんなキズナと友達になろうと、友人たちと力を合わせ、あの手この手でキズナに近づく。主人公は持ち前の悪運の強さを発揮し、降りかかる不幸をことごとく紙かみ一ひと重えで受け流す。そして、紆う余よ曲きよく折せつを経へて、キズナと友達になることに成功する。前半のストーリーはそんな感じだ。物語の分ぶん岐きはない。

　後半の『恋人ルート』に入ると、物語は一気にシリアスになる。主人公がキズナと友達以上の関係になることを望んだことにより、今まで以上の不幸が主人公を襲おそう。さらに、キズナに呪のろいをかけた張本人、アスモデウスなる悪あく魔まが、新任の女教師という仮の姿で主人公の前に現れる。そして、キズナが悪魔の呪いを受けたのは、主人公たち（昔から仲良くしている友達グループ）が小学校低学年のころ、興きよう味み本位で悪魔を召しよう喚かんし、代だい償しようが必要とも知らずに願ねがいを叶かなえてもらったことが原因であることを知る。実はキズナは主人公たちの元幼おさな馴染なじみで、みんなを守るために、自分一人ひとりだけが悪魔の呪いを受けた……という驚おどろきの真実が明かされる。

　物語は一気に加速し、前半に張はり巡めぐらされた様さま々ざまな伏ふく線せんが大きな意味を持ってくる。

　そして、物語は最終的に四つに分岐する。

『バッドエンド１』──主人公が呪いをかぶり死亡するエンド。

『バッドエンド２』──主人公をかばってキズナが死亡するエンド。

『ノーマルエンド』──キズナと友達以上の関係に発展しないエンド。

『グッドエンド』──悪魔教師と取引し、キズナにかかった呪いを半分に割り、主人公とキズナの二人ふたりで呪いを共有し、痛みを分かち合う、というエンド。

　四つ目の『グッドエンド』はグッドと言いつつも、あまりいい結末とは言えない。呪いを半分に割ったことで、呪いの効果は弱まり、また呪いを共有したことにより主人公はキズナとようやく結ばれるのだが（呪いを共有した者同士の場合に限り、呪いの効果は発動しない）、周囲の友達や家族に迷めい惑わくをかけたくない、という想おもいが二人ふたりにはあったようで、みんなに黙だまって故こ郷きようを離はなれてしまうのだ。もともと過か酷こくな設定だから、誰だれかが不幸になるのは目に見えていたが、おれはこのエンディングが最良のエンディングだとは思えなかった。

　──いや、最良ではない、ということに気づいたのは、サヤカ先せん輩ぱいの『真しんエンドを～』の発言があったからだ。サヤカ先輩の言葉がなければこの答えには永遠にたどり着けなかった。

「……とこのようにキズナルートには現状四つのエンドがあります。そして、おれはここに五つ目のエンド、『トゥルーエンド』を追加して、これを二次創作のシナリオにしたらどうかと考えているわけですが、さっき川かわ野の辺べさんが言ったように、この『トゥルーエンド』のシナリオは、夜よ桜ざくらさんはもとより、シナリオライターのタツノオトシゴ先生が書いた現状の『グッドエンド』をも超えなければいけません」

　おれはマーカーのキャップを閉めながら話を続けた。

「……で、ここまで偉えらそうに提案しておいてなんですが、おれは夜桜さんやサヤカ先輩みたいにシナリオを書く才能に恵まれているわけではないので、『トゥルーエンド』の具体的なストーリー案を提示することはできません」

「むふー！　なんという無責任な言い草！　雄ゆう介すけは所しよ詮せん口だけの男なのだ！」

　脊せき髄ずい反射的におれへの批判を開始する雪ゆき平ひら。予想通りのリアクションだ。

「雪ゆき平ひら、ちょっと待ってくれ。おれの話はまだ終わっていない」

「……なんですと？」小首を傾かしげる雪平。「言いいわけの押し売りはお断りだぞ？」

「たしかにおれにはシナリオを書く才能はありません」

　鬱うつ陶とうしい雪平から視し線せんを外し、先せん輩ぱいたちのほうへ目を向ける。

「だけど……おれには──」




「椎しい名なには『選せん択たく肢し心しん眼がん能力』がある。……でしょう？」




　話の先を読んだのか、京きよう子こ先輩がしたり顔で解答を口にした。

「んー？　どーゆーこと？　凜りん、わかるか？」

「……真実はいつも一つ……的なノリでしょうね……」

「なんじゃそりゃ！　なんじゃそりゃ！（ガシガシ）」

　サヤカ先輩と秋あき葉ばさんがいつもの調ちよう子しでプチコントを始める。

　おれは、「話続けますよ」と断りを入れ、

「さっきユカリルートとアヤメルートのエンディングを確かく認にんしたんですが、キズナルートのエンディングが四種類なのに対し、サブヒロインはエンディングがどちらも五種類。ユカリとアヤメには、キズナルートの『グッドエンド』に相当するエンドが二種類あるんですよ。しかも、最終分ぶん岐きの選択肢がユカリルートもアヤメルートもまったく同じで──」

　おれは再びマーカーを持ち、ホワイトボードに選択肢の文面を書き出した。





１【これ以上の答えはない】

２【もう一度じっくり考え直す】






「選択肢１は『グッドエンド１』に、選択肢２は『グッドエンド２』に到達します。どちらかと言えば『グッドエンド２』のほうがシナリオの満足度は高いと思います。……で、話をキズナルートに戻すんですが、キズナルートの終しゆう盤ばんの展開を思い出して欲しいんです。主人公とキズナが呪のろいをめぐって論ろん争そうを繰くり広げるシーンがありますよね？」

「呪いを分割して、二人ふたりで呪いを共有する、っていうアイデアを思いつくところだなー」

「そこなんですけど、主人公たちが結論を出す直前に、さっきホワイトボードに書き出した選択肢を出現させたら、話が上う手まいこと分岐するんじゃないかと思うんです」

「──思うだけなの？」

　京子先輩が真剣な面おも持もちでおれの曖あい昧まいな発言に突っ込みを加えてきた。

　その鋭するどい眼まな差ざしは、「自信がないの？」とおれに問いかけているかのようだった。

『私はね、面おも白しろ半分で椎しい名なの『選択肢心眼能力』の秘密を追求しているわけではないの』

　ふと思い出す。花火大会のとき、京きよう子こ先せん輩ぱいがおれにかけてくれた言葉を。

『椎しい名な、もっと自分の力を信じなさい。胸を張りなさい。……あなたにはあなたにしかできないことがある。この部にはあなたの代わりになる人間は他ほかにいないのよ？』

　……そうだ。

　京子先輩はおれを必要としてくれている。

　おれの能力がＧ研の役に立つと信じているんだ。

　……弱気になるな。前を向け。もっと胸を張るんだ。

「──いえ、必ず上手くいきます！　必ず、現状の『グッドエンド』を超える、最良のエンディングに到達します！　……おれの直感を信じてください」

　おれは消極的な心を捨て、ポジティブな姿勢でそう言い切った。

　すると、京子先輩が笑顔えがおを浮かべ、

「信じるも何も、私は最初からあなたの『能力』を信用しているもの」

　と嬉うれしいことを言ってくれた。続いてサヤカ先輩たちも、

「な、なるほどー！　ここでしーなの『選せん択たく肢し心しん眼がん能力』が生きてくるわけかー！」

「……ギャルゲーマスター椎名の『選択肢心眼能力』は三次元のロリ巨乳小学生や強こわ面もてのおばさんのハートすら射い止とめてしまう、恐ろしい能力です。……信しん憑ぴよう性せい高し」

「雄ゆう介すけの言葉は何一つとして信用できないが、雄介の『選択肢心眼能力』だけは信用してやってもいいのだー」

「……またカオルちゃん……そんなこと言って」

　説明が若じやつ干かん回りくどくなってしまったが、どうにか納なつ得とくしてもらえたようだ。

　さて……。

　おれの役目はここまでだ。

　ここから先、具体的にシナリオを練るのは──

「サヤカ？　……どう？　椎名の提案に乗ってくれる？」

「おっけー、おっけー！　あたしはしーなの直感を信じるぞ！　現状の『グッドエンド』以上のグッドな終しゆう焉えんがあるというのなら、このサヤカ先輩がその最良のエンドを探し出してやろうじゃありませんか！」

　サヤカ先輩はそう宣言すると、さっそくパソコンに向かい、うおおおおおー、と叫びながらものすごい勢いでキーボードを叩たたき始めた。

「……出ましたね。サヤカの究極秘ひ奥おう義ぎ、『十六連射』。一秒間に十六回、キーボードを叩くこの技を、サヤカが披ひ露ろうしたのは過去に二度だけです……」

「パクり臭くさい技なのだー」

　究極秘奥義の胡う散さん臭くささはともかく、サヤカ先輩の目は真剣そのものだった。

　一時はニートもドン引きするくらいやる気を失っていたのに……。

　でも、うん。

　サヤカ先せん輩ぱいはこういうハイテンションなノリのほうが似合うよな。




　　　◇　◇　◇




「ふおー、ふおー……ふぐぐ、雄ゆう介すけ、そのたこ焼きはカオルちゃんのだぞ……」

「……椎しい名な君くんが……椎名君が性せい奴ど隷れいに……性奴隷になっちゃうよぉ……（ムニャムニャ）」

　その日の深夜──

　マットレスに転がって抱き合うようにして眠っている雪ゆき平ひらと川かわ野の辺べさんが、妙な寝言をつぶやく中、サヤカ先輩が徹てつ夜や覚悟でシナリオ作りに励はげんでいた。

「うーん、うーん……あとちょっとなんだけどなー……」

「何を悩んでるんですか？」

　ちょうど京きよう子こ先輩と秋あき葉ばさんがコンビニへ買い出しに出かけていて、おまけに一年生二人ふたりは夢の中なので、今、サヤカ先輩の相そう談だん相手はおれしかいない。

「んーとな、主人公とキズナが『グッドエンド』以上に幸せになるには、どういう結末が望ましいかってことをずっと考えてたんだけど、やっぱり不幸の源はキズナにかかってる呪のろいだと思うんだよ。キズナの呪いが解ければみんな幸せになれるわけじゃん？」

「まあ、そうですね」

「だからさー、友達みんなで呪いを共有して、呪いの効果を最大限薄うすめてしまう、みたいな方法を取ったらいいんじゃないかって思ったんだよ」

「でもそれは……『ＳＳＳ』の自じ己こ犠ぎ牲せいというテーマに反する結末なんじゃ？」

「うん、わかってる。テーマもそうだけど、この展開は都つ合ごうがよすぎるよな。アイデア的にも現状の『グッドエンド』の呪いを分割するアイデアの応用でしかないし」

「そもそも性格の悪い悪あく魔ま教師がそんな取引に応じるとは思えませんしね」

　主人公たちの前に現れる、新任の女教師を装よそおった悪魔教師は他人の不幸を糧かてに生きている冷れい徹てつな性格の持ち主。無む慈じ悲ひな言葉を二人に投げかけるこの悪魔教師は借金の取り立てにやってくる強こわ面もてのお兄にいさんみたいなものだ。過か酷こくな設定がそこかしこに散りばめられた『ＳＳＳ』にご都合主義は一切通用しない。

「だよな……」

「逆に言えば悪魔教師が納なつ得とくできるような条件を提示すればいいんでしょうけど……」

「──お？」

　おれの何気ない意見にサヤカ先輩が、

「──おおーっ！」

　と、目をくりくりさせながら口を半開きにさせた。

「どうしたんですか？」

「──しーな！　それだ！　それだよ！」

「え？　それって？」

「つまりだなー」

　サヤカ先せん輩ぱいがカタカタカタとキーボードを慌あわただしく叩たたき出す。画面を覗のぞくと、ワープロソフト上に『お互いがお互いの記き憶おくを失う……』という文章が入力されていた。

「お互いがお互いの記憶を失う？　どういう意味ですか？」

「んー、なんて言えばいいのかねー」サヤカ先輩はなおもキーボードを叩きながら、「むぅー、一言じゃ説明できそうもないなぁ……」

「勝算はあるんですか？」

「そだなー。もうこのアイデアしかないだろー、ってくらいには自信あるかなー」

　妙な言い回しだったが、サヤカ先輩の目は自信に満ちあふれていた。

　ああ、これはもう心配いらないな。……あとはサヤカ先輩に任せよう。

　と、そのとき──




　──ガラガラガラ……。




「……話は全部聞かせてもらったぞ（ボソッ）」

　秋あき葉ばさんがドアの隙すき間まに顔を挟はさみ込み、室内にいるおれたちを凝ぎよう視ししていた。

　すっげー、シュール。つーか、これはある意味ホラーだろ……。

　常つね日ひ頃ごろから挙きよ動どう不ふ審しんで妙なノリの秋葉さんが、真夜中のテンションに身を任せたことで余計わけのわからないノリになっている。

「どうやら話の骨格はできあがったみたいね」

　京きよう子こ先輩が扉を横に滑らせ、隙間に顔を挟んでいた秋葉さんを墜つい落らくさせる。

「まー、大おお雑ざつ把ぱにだけどなー」

「締しめ切きりまであと四日しかないけど、間に合いそう？」

「間に合わせるしかなかろー！」

　サヤカ先輩が京子先輩から受け取った栄養ドリンクを片手にパソコンに向かう。

　……ここまで来たら是ぜが非ひでも完成させて欲しい。

　実際に文章を書くのはサヤカ先輩の仕事だけど、今回は部員一人ひとり一人ひとりの力が合わさったことで大きな力が生まれ、この最良のエンドに繫つながったんだ。最後の敵である、締め切りにも絶対に負けないで欲しい。




　　　◇　◇　◇




　四日後──

　シナリオコンテストの締しめ切きり日び、八月三十一日。

　何日か前、サヤカ先せん輩ぱいが「ネタネタネター！」と騒さわぎ出し、京きよう子こ先輩がネタ出しのために『通常言動禁止令』なんてものを公布し、雪ゆき平ひらの気き色しよく悪いキャラに触れたり、先輩たちにトナカイ役を命じられたり、久しぶりに酷ひどい目に遭あわされたが、なんとかかんとか山場を乗り切り、ついに今日きようのお昼すぎ、『ＳＳＳ』の二次創作が完成を見た。

「ばんじゃーい！　ばんじゃーい！」

「カオルちゃんの大勝利を記念した豪ごう華か絢けん爛らんなパーティーが今、幕を開ける～」

「えー、気が早いよ、カオルちゃん……」

「……りんりんの大勝利……（ボソッ）」

「秋あき葉ばさん……最近、キャラ壊こわれすぎでしょう……」

　おれは、やれやれ、と肩をすくめながらサヤカ先輩のパソコンを見やった。

　……結局、どんな結末になったんだろう。何度か概がい要ようを尋たずねてみたけど、「完成すればわかるってー」の一点張りだったから、内容のほうはまったく把は握あくしていないんだよな。

　期待半分、不安も半分。

　いや、さすがに期待する気持ちのほうが強いけど……。

「……大丈夫だよな」

　内心であれこれ考えていると、

「──騒さわがしい人たちですね」

　部室の扉が開き、思わぬお客きやく様さまが姿を現した。

　先頭に立っているのは京子先輩。

　そして、その背後には──夜よ桜ざくらさんとましゅろんがいた。

　無ぶ遠えん慮りよに乗り込んできた二人ふたりは背中合わせで対極的なポーズを取った。

　真まっ黒くろな衣い装しように身を包んだ眼がん帯たいルックの夜桜さんは床ゆかに視し線せんを落とし──

　華はなやかな貴族衣装を身につけたましゅろんは腰に手を当てたモデル立ち。

　後ろ向きな前向き、が武器の夜桜さん。

　前向きな後ろ向き、が厄やつ介かいなましゅろん。

　二人とも単純なようでいて、その実、かなり複ふく雑ざつな精神構造をしている。

「ちーっす、田た中なか！　久しぶりっす！」

「だ、だから、田中とは呼ばないでください！　お願ねがいですから！」

「眼帯キャラなのだー」

「眼がん帯たいキャラですね」

「……眼帯キャラ（ププッ）」

「まったくもう。……あっ」夜よ桜ざくらさんが秋あき葉ばさんの視し線せんに気づき、「秋葉凜りんさん。お久しぶりです。私のこと覚えていますか？」

「……すみません。家に帰ったら卒業アルバムを確かく認にんしてみます……」

「………………私、そんなに影かげ薄うすかったですかね……」

　──しんみり。

　せっかくましゅろんと二人ふたりで派は手でに登場したのにこの扱いは酷ひどい。

「んでー？　一体何しに来たんだよー？」

「……コンテストの前ぜん哨しよう戦せんです」

「ふえ？　前哨戦？」

　サヤカ先せん輩ぱいがボサボサの髪を撫なでながら目を丸くする。

「わたくしが、お二人の原稿を読んで、ジャッジを下す……ということになっていますわ」

「夜桜さんの提案なのよ」小柄な京子先輩が個性的な二人の間に立つ。「──審しん判ぱん役やくということだったら、ましゅろん以上に公平なジャッジを下せる人は他ほかにいないもの」

「公平なジャッジ……ねぇ」

「ちょっと。その微妙な間まはなんですの？」

　ましゅろんがずかずかとおれに歩み寄り、ビシッと人差し指を突きつけてきた。

　──うーん。下着売り場で遭そう遇ぐうしたときとはまるで別人だなぁ。

「わたくし、シナリオを見る目には自信があります」

　ましゅろんが片目を眇すがめ、ふくよかな胸を前に張る。

　キラキラしたオーラを発しているましゅろんはやはり夜桜さんとは対照的だ。

「サヤカ。そういうわけだから、完成したシナリオをプリントアウトしてちょうだい」

「おっけー。ちょっとまってけれー」

　サヤカ先輩がパソコンに舞まい戻ると、相棒の秋葉さんがすかさずプリンターを起動させた。

　働き者の川かわ野の辺べさんが用紙をプリンターにセットし、その間、怠なまけ者ものの雪ゆき平ひらは夜桜さんの眼帯を指差して、「カオルちゃんは黒い眼帯よりも白い眼帯のほうが好きです」と誰だれも訊きいていないのに自分の趣しゆ味みを語り出した。

「──それでは……先に夜桜さんの原稿から読ませてもらいますわ」

　サヤカ先輩のシナリオが印刷される中、ましゅろんがソファーに腰を下ろし、夜桜さんのシナリオを読み始めた。シナリオはちゃんと人数分、用意してあったようで、黒いクリップで綴とじられた分厚い原稿がましゅろん以外にも配られた。

　……ブログにアップされたボツシナリオもかなりの出来だったけど、あれをベースに改稿を重ねたとすれば、そうとう面おも白しろい原稿に仕上がっているはずだ。心して読み込まないと……。




「……ふぅ……」

　部室内に沈ちん黙もくが下りたって約四十分後、最初にましゅろんが夜よ桜ざくらさんの原稿を膝ひざの上に置いた。その約五分後、京きよう子こ先せん輩ぱいが「読み終わったわ」と顔を上げ、その後、数分間隔で、サヤカ先輩、秋あき葉ばさん、おれ、川かわ野の辺べさん、ちょっと遅れて雪ゆき平ひらの順に原稿から目を離はなした。

「さすが夜桜さんですわ。大変素す晴ばらしいシナリオです」

　審しん査さ員いんのましゅろんが、口を開くなり、称しよう賛さんの声を室内に響ひびかせた。

「これは本ほん編ぺんに匹ひつ敵てきするクオリティのシナリオですわ。そのまま本編の一エピソードとして使っても問題ないレベルだと思います。感心したのは自じ己こ犠ぎ牲せいというこの作品の核とも言えるテーマを二人ふたりの喧けん嘩かを通して上う手まく表現してあるところ、ですわ。こういうテーマを扱うと、キャラクターの行動がわざとらしくなったり、セリフが説教臭くさくなったりするものですけど、夜桜さんのシナリオにはそういった違和感が皆無です──」

　ノリノリで批評を続けるましゅろん。

　評価は上々。減点法だったら満点が狙ねらえるのではないだろうか。

　……京子先輩の予想通りだな。ブログにアップされていたボツシナリオは、一部のセリフが説教臭かったけど、この新しいシナリオではその問題点が見事に改善されている。ストーリーの流れはほとんど変わっていないけど、演出面がかなり強化されていて、より主人公に感情移入ができるよう、あらゆる点で工く夫ふうが施ほどこされている。

「予想以上の仕上がりね」と京子先輩。

「……妥協が一切感じられません」と秋葉さん。

「む、むふぅー。面おも白しろいのだー……」

「……キズナがすごく可愛かわいい……」

　一年生二人も夜桜さんのシナリオを絶ぜつ賛さんしていた。

　だが好意的な意見とは裏腹に表情のほうはさえない。

　……心配なのだろう。このシナリオにサヤカ先輩が勝てるのかどうか。

　──サヤカ先輩、大丈夫ですよね？　勝てますよね？

　おれは期待を胸にサヤカ先輩の様よう子すをうかがう。

「へー、やるじゃん、田た中なかー」

　どういう心境なのか、サヤカ先輩は夜桜さんに駆かけ寄り、「いいよ、いいよぉー」とグラビアアイドルの水着姿を撮さつ影えいするカメラマンみたいなことを言っていた。

「随ずい分ぶんと余裕がありますね？　それとも……負けを悟って開き直ったんですか？」

「なんだよ、田中ー。褒ほめてるんだから喜べよー」

「……まったく……この女は……（ブツブツ）」

　おそらくサヤカ先輩が能天気に振ふる舞まっているのは自信の表れなのだと思うが、いくら自じ己こ評価が高くても、それがそのまま読み手の評価に繫つながるわけではない。

「次はＧ研制作の、サヤカさんが書いたシナリオのほうを読ませていただきますわ」

　ましゅろんは印刷されたばかりの真新しい原稿を手に取ると、左右の脚を組みかえた。

「私たちも読みましょう」

　京きよう子こ先せん輩ぱいが事務的な動作で原稿をみんなに配って回る。

「…………読ませてもらいます（ブツブツ）」

　夜よ桜ざくらさんがサヤカ先輩の存在を意い識しきしながら原稿を受け取る。

　原稿が全員に行き渡ると、再び部室内に沈ちん黙もくが広がった。

　──パラパラ……パラパラ──

「こ、これは……」

　誰だれのつぶやきだろうか。

　しん、と静まり返った部へ屋やに震ふるえた声が反はん響きようした。

　──パラパラ……パラパラ──

　どうやらおれの心配は杞き憂ゆうだったらしい。

　最初のページ、いや、一行目の「キズナ、さようならは言わないよ」の一文にまずハッとさせられ、その途端とたん、原稿から目が離はなせなくなり、どうなるんだどうなるんだ、とドキドキしながら読み進めていると、あっという間に最後のページに到達していた。

　すごい。このシナリオは……すごいぞ。おれが『トゥルーエンド』を目指しましょう、とサヤカ先輩に提案したときに漠ばく然ぜんと思い描いていた結末を遙はるかに上回っている。

　期待以上。……いや、この上ない出来のシナリオだ。

　あとはましゅろんと夜桜さんがどう評価するかだけど──

　顔を上げると、ましゅろんがすでに原稿を膝ひざの上に置いていた。

　おれ以外のメンツの視し線せんもましゅろんに集中している。

　Ｇ研の五人はみんなニコニコしているが、夜桜さんだけは暗い顔をしていた。




「まさか……本ほん編ぺんの『グッドエンド』を超える『トゥルーエンド』を生み出すなんて……」




　ましゅろんの第一声は感嘆と共に吐はき出された。

「中ちゆう盤ばんの悪あく魔ま教師との駆かけ引ひきのシーンを読んでいるときは、『これはバッドエンドに向かっているのでは？』とひやひやしましたけど……最後の最後でひっくり返りましたわね」

『お互いがお互いの記き憶おくを失う……』

　サヤカ先輩があの日の夜に閃ひらめいたアイデア。

　おれはこのアイデアをどんな風に料理するのか不安で仕方なかったのだが、

　──キズナのことは諦あきらめる。離はなれ離ばなれになってもいい。一生会えなくなってもいい。だからキズナの呪のろいを解いてくれ。

　このセリフは、主人公がキズナの呪いを解くため悪あく魔ま教師に直じか談だん判ぱんするシーンに出てくる。サヤカ先せん輩ぱいが導みちびき出した答えでもある。主人公の諦あきらめの悪さに辟へき易えきしていた悪魔教師は主人公のこの提案に対し、「ようやく屈服する気になったか」と満足げに笑う。そして、「ここまで存分に楽しませてもらった。お前の提案を受け入れよう。だが……離はなれ離ばなれになるだけでは不十分だ。記き憶おくをいただく。自分が誰だれを愛していたのか、という記憶をな」と条件付きで主人公の提案を受け入れるのだが──

「お互いがお互いの記憶を失った上に、離れ離れになっちゃうわけですから……普通に考えてバッドエンドかなーって思っちゃいますよねぇ」

　川かわ野の辺べさんが息を弾はずませながら意見する。

「カオルちゃんはエピローグを読んで鳥とり肌はだが立ちましたー！」

「例のスクランブル交差点のシーンね」と京きよう子こ先輩が補足する。

「あそこってたしか冒頭で主人公と悪友が歩いている交差点ですよね」

「お、しーな。よくわかったなー」

　みんなが話題にしているスクランブル交差点のシーンは、キズナと離れ離れになったあとのお話で、主人公がそのスクランブル交差点の前で信号待ちをしているところから始まる。信号が青に変わると、主人公は複ふく雑ざつに交差した横断歩道を渡り始める。ちょうどクリスマスの時期で、街にはクリスマスソングが流れている。そんな季節感たっぷりのシチュエーションの中、向かい側からキズナが歩いてくる。お互いに相手の記憶を失っている二人ふたりは交差点のど真まん中なかですれ違う。そして、信号が点滅しかけたころ、主人公は何かに気づいて交差点の途と中ちゆうで立ち止まる。キズナも同じように立ち止まる。最後は二人の目と目が合い…………そこでストンと物語は幕を閉じる。

「……二人の目と目が合う。……これはつまり、二人の愛の力が悪魔教師の呪いを打ち破ったことを意味するわけです。完かん璧ぺきです。完璧な終しゆう焉えんです。……あふぅ」

　秋あき葉ばさんが腰をくねくねさせながら妙なつぶやきを漏もらした。

　かなり興こう奮ふんしているようだが……大丈夫か、秋葉さん。

　それはともかく──

　サヤカ先輩がこのような手法を選えらんだのは、あの日の夜、思い悩んでいたご都つ合ごう主義的な展開を回かい避ひするためだろう。主人公が悪魔教師との駆かけ引ひきに臨のぞんだのは、「たとえ離れ離れになっても、記憶を失っても、私たちはきっとまたどこかで出会えるわ」というキズナの後押しがあったからだ。

　……まさに二人の愛の勝利って感じだよな。目が肥こえているましゅろんが、「バッドエンドの予感」を脳のう裏りに描いたと言っているから、サヤカ先輩の目もく論ろ見みは成功したと言っていいんじゃないかな。

「コホン……」

　ましゅろんが咳せき払ばらいをして、全員の注目を集めた。

　いよいよ結けつ論ろんを口にするのか、と彼女のピンク色の唇を見つめていると、

「今回の勝負……わたくしが判定を下すまでもありませんわね」

　そう言って結論を濁にごし、

「夜よ桜ざくらさんのシナリオが原作の範はん疇ちゆうに収まってしまうシナリオだとしたら、サヤカさんが書いたシナリオは本ほん編ぺんの補完……いえ、『ＳＳＳ』の『完全版』があったとすれば、そこに『トゥルーエンド』……真のエンドとして収しゆう録ろくされてもおかしくないレベルのシナリオ……原作の価値を今以上に高める可能性を秘めた素す晴ばらしい二次創作ですわ！」

「いやいやー、それはさすがに持ち上げすぎだろー」

　サヤカ先せん輩ぱいが笑顔えがおで謙けん遜そんする。内心では飛び上るほど嬉うれしいのではないだろうか。

「あ、あああ……」

　直後、夜桜さんがソファーから立ち上がり、

　──パラパラパラ……。

　サヤカ先輩の原稿が手から滑り落ち、床ゆかに広がった紙の束たばが扇おうぎ形がたを描いた。

　夜桜さんはしばらく放心していたが、そのうち、電池を入れ替えた玩具おもちやのように迅じん速そくに身体からだを捻ひねり、キッ、と鋭するどくサヤカ先輩を睨にらみつけ、

「……い、一体どうやってこんなシナリオを……」

　夜桜さんがぼそぼそ言いながら壁かべに寄りかかる。

「あ、あらゆる要素が完かん璧ぺきに……（中略）……まさかユカリルートとアヤメルートの最終選せん択たく肢しをキズナルートに応用するなんて。……もしかしたらこのシナリオはタツノオトシゴ先生が書いたシナリオなのでは……（ブツブツブツ）」

　夜桜さんは長々とした分析を終えると、

「サヤカ！　このシナリオは本当にあなたが書いたのですか!?」

「お、おぉ……（血走った目で迫られて驚おどろいている）」

「こ、こんなシナリオ……私には絶対に書けない……」

　夜桜さんがサヤカ先輩の腕を握りしめたまま力なくつぶやく。

　そんな傷心の夜桜さんに京きよう子こ先輩が駆かけ寄り、

「夜桜さん。一人ひとりよりも二人ふたり、二人よりも三人なのよ」

「……え？」

「以前、あなたが言っていたように集団作業は、たった一人の人間の不ふ調ちようが、全体の不調に繫つながることがあるわ。それは否定できない。でもね、全員の力が無理なく合わさると、１＋１＝２という単純な数式では表すことのできない……一人では絶対に生み出すことのできない、素す晴ばらしいアイデアが生まれることがあるのよ」

　京きよう子こ先せん輩ぱいはなおも熱ねつのこもった演説を続け、

「つまり、一人ひとりよりも二人ふたり、二人よりも三人、三人よりも四人、四人よりも五人、五人よりも六人、六人よりも七人……」

　どんどん数が増えていく。増やしすぎだろ、とおれは内心で思った。

　どこまで増やすつもりだろうか、と傍ぼう観かんしていると、ついには三ケタの大台を突破し、

「──（中略）──九十八人よりも九十九人、九十九人よりも百人、そして、百人よりも……百人よりも……百人よりも──っ！」

「百人よりも？」素直に訊きき返す夜よ桜ざくらさん。「百人よりもなんなんです!?」

「──百人よりも……ギャルゲーマスター椎しい名ななのよ！」

「ぎゃ、ギャルゲーマスター椎名……？」

　呆あきれる夜桜さん。おれはもっと呆あきれている。

　せっかく……一人はみんなのために、みんなは一人のために、みたいな、ちょっといい話に持っていけそうな雰囲気だったのに、どうして最後の最後におれが出てくるんですか!?

　おれが非ひ難なんがましい視し線せんを京子先輩に送っていると、

「──椎名は十年に一人の逸いつ材ざいなのよ。ギャルゲーオタクが百人集まったって、二百人集まったって、百人乗っても大丈夫な物置が出現したって、椎名一人の前には無力なわけ。──だって、椎名には『選せん択たく肢し心しん眼がん能力』という誰だれにも真ま似ねすることのできない特殊能力が備そなわっているのだから──っ！」

[image: ]

「……せ、選せん択たく肢し……心しん眼がん能力!?」驚きよう愕がくする夜よ桜ざくらさん。「……か、カッコいい……」

「この『トゥルーエンド』とも言える本ほん編ぺんにはない新しいルートを生み出す原動力となったのは、うちのギャルゲーマスター椎しい名なに他ほかならないのよ」

「な、何言ってるんですか、京きよう子こ先せん輩ぱい……」おれは慌あわてて反はん論ろんした。「今回のことは、サヤカ先輩の努力と才能とギャルゲーにかける情じよう熱ねつのなせる業わざですよ。おれの力なんて……精せい々ぜい２パーセントくらいしか作用してませんって」

「おいおーい。しーなー。謙けん遜そんするなよー？」

「謙遜じゃなくて……って、サヤカ先輩が真まっ先さきに反論するべきでしょうが!?」

「えー、そんなのどうでもいいよー」

「……はぁ……なんでこうなるかな……」

　自分の功こう績せきを誇示しないのはいかにもサヤカ先輩らしいけど。

　というか、サヤカ先輩はもともと夜よ桜ざくらさんに対する敵対心が薄うすかったんだよな。

　途と中ちゆう、「田た中なか超えは必ひつ須す」と言っていたけど、今回のサヤカ先輩の戦いは、外部との戦いではなく、自分自身との戦いだったのだろう。

　いつまで経たってもアイデアがまとまらないギャルゲーの原案。

　そもそもアイデアすら出てこない二次創作のシナリオ。

　長い長いスランプ。

　一時は自宅に引きこもってしまったけど……。

　最終的には自分自身に打ち勝ち、無事、スランプから脱出を果たした。

「さすが我われらがしーなー。頼りになるー」

　苦しみを乗り越えたからこそ、辛つらい試練をくぐり抜けたからこそ──

　──だからこそ、今、こんなにも清すが々すがしい顔で笑えるのだ。

「あー、田中。……じゃなかった美み月つき」

　サヤカ先輩が名前の呼び方を意い識しき的てきに切り替えた。

　茶化ちやかしは一切入っていない。

「えーっとさ、技術的には、あたしの負けだと思うんだよ。ほら、あたしの文章って読みにくいところあるし、っていうか、基本的にあたしって勢い押しじゃん？　それにオリジナルあってこその二次創作だからな。自信作ではあるけど、ゼロから『ＳＳＳ』を創造した、シナリオライターのタツノオトシゴ先生を超えた……なんて大それたことは思ってない」

「…………」夜桜さんが控えめな視し線せんをサヤカ先輩に送る。

「へへ、あたしは美月の書いたシナリオ、けっこう好きだぜー」

「……サヤカ……」

　関係が悪化するんじゃないかと危き惧ぐしていたが、どうやらその心配は無用のようだ。

「…………にしてください」

「うん？　どうした？」

「…………子にしてください」

　夜よ桜ざくらさんが呪じゆ文もんを唱えるように同じセリフを何度も繰くり返す。

　なんだってー？　とサヤカ先せん輩ぱいがもう一度訊きき返すと、

「弟子にしてください──っ！」

　夜桜さんがくわっと目を見開き、くるっと百八十度身体からだの向きを変え、

「ギャルゲーマスター椎しい名なさん！　私をあなたの弟子にしてください！」

　身体の上下しない滑なめらかなすり足でおれに歩み寄ってきた。

「……え、ええ？」

　な、なんなんだ、この展開は！　と内心でビクついていると、

「雄ゆう介すけはカオルちゃんが育てた──っ！」

　雪ゆき平ひらが夜桜さんの進路を遮さえぎるようにおれの前で通せんぼした。

「雄介に弟子入りするのなら、まずはカオルちゃんを師と仰あおぐべきである！」

「……退どきなさい、このちんちくりんの貧乳娘……！」

「カオルちゃんはちんちくりんじゃないのだ！　あ、あと、貧乳はステータスなのだ！」

「……黙だまれ、モブキャラ！　ワシの魔ま眼がんが火を噴ふくぞ！」

　夜桜さんが雪平を片手で突き飛ばす。なぜか強こわ面もてのチンピラみたいな口く調ちようだった。

　ふぎゅうううー、と悲鳴を上げながら雪平がソファーに倒れ込む。

　もはや「弟子にしてください！」という雰囲気ではない。むしろ「弟子にしろやコラァ！　言うこと聞かねぇと、また拉ら致ち監かん禁きんしちまうぞコラァ！」という感じだった。

「──ちょっとお待ちなさい」

　と、雪平と入れ替わりにましゅろんがおれの前に立った。

「ギャルゲーマスター椎名が認める、唯ゆい一いつの弟子──それはこのわたくしですわ！」

「「ゆ、唯一の弟子!?」」

　驚おどろいたのは夜桜さんだけではない。

「ちょ、ちょっと、ましゅろんさん？　おれがいつ、ましゅろんさんを弟子に……？」

「あなたとの勝負に敗北した瞬しゆん間かん、わたくしは自動的にあなたの弟子になったのですわ」

「…………そんなアホな」

　単なる自称じゃねーか。ちゃんとおれの許可を取れよ。

「ましゅろんさん、あなた、そうとう強引な人ですね。椎名さん、呆あきれていますよ？」

　夜桜さんがため息をつきながらましゅろんと対たい峙じする。

「……お前が言うな」と秋あき葉ばさんの的てき確かくな突っ込みが入った。

「む、むふー。『カオルちゃん道場』に続々と弟子が終結しているのだー」

　復活した雪ゆき平ひらが、再び争いの中に身を投じる。

「しーなをめぐる四角関係かー。こりゃー、見物だぜー」とサヤカ先せん輩ぱい。

「カオスですねぇ……」と川かわ野の辺べさん。

　傍ぼう観かんしてないで誰だれか止めてくださいよ、とおれが小声で助けを求めると、

「三人とも不要な争いは控えなさい」

　頼もしい部ぶ長ちよう様さまが堂々とした歩みで仲裁に入った。

　しかし──

「ここは公平を期して、椎しい名なを三等分しましょう。それで万事解決よ」

　穏おん便びんな終しゆう焉えんと思いきや、物ぶつ騒そうな解決方法が飛び出した。

「……三等分ですか。『漆しつ黒こくラバー』のバッドエンドみたいですね……」

　夜よ桜ざくらさんが「じゃあ、それで」と言わんばかりに振り上げていた拳こぶしを引っ込めた。

　──逃げよう。今すぐ逃げよう。誰にも見つからない場所まで！

　猟りよう奇き的てきな解決方法に身を震ふるわせていると、

「三等分は現実的ではありませんわ。それよりも、一日を朝と昼と夜に分けて、八時間ごとに弟子が入れ替わるシステムにすればいいのですわ」

「むふー……。仕方ないのだー。その案で手を打つのだー。んー……むふー？　しかし、カオルちゃんは雄ゆう介すけの師し匠しようであって弟子ではないから、カオルちゃんの場合、一日のうち八時間だけ雄介の師匠をやるということになるのかー？　わけがわからないのだー？」

「私の割り振りは夜にしてください。……夜のほうが何かと便利ですから……」

　ふふふふ、と笑いながら夜桜さんがおれの背中を捕ほ捉そくする。

　抜き足差し足で部室から逃げ出そうとしていたおれの背中を──

「椎名さん？　どこに行かれるのですか？」

「え、えっとですね……」

　見りゃわかんだろ！　逃げてるんだよ！

　人を過労死させる鬼き畜ちくなシステムを開発しようとしてるあんたたちから！

　……とは言うべきではないだろう。うん、絶対に言うべきではない。

　部室の扉近くで立たち往おう生じようしていると、

「ざんねん！　しーなのぼうけんはここでおわってしまった！」

「……さあ、ギャルゲーマスター。可愛かわいい弟子のみなさんを正しいギャルゲー道に導みちびいてあげてください。……二十四時間、眠ることなく……」

　サヤカ先輩がおれの右側に、秋あき葉ばさんがおれの左側に、そして、眼がん前ぜんには京きよう子こ先輩が立っていて、「椎名、新しい試練の始まりよ」と息が吹ふきかかるような距きよ離りで言葉を発した。

　新しい試練──

　それは、二十四時間、眠ることの許されない、想像を絶する苦く行ぎよう。

「……い、い、いや──」

　いやだああああ！　二十四時間連続勤きん務むはいやだあああああ！

　夏休みの最終日、八月三十一日にまさかこんなオチが待っているなんて……。

　明日あしたからの新学期、不安でいっぱいだ。

　つーか、本当にやるのかよ……？







　衝撃のエピローグ







　八時間交替制（ただしおれは誰だれとも交替しない）の『二十四時間師し匠しようシステム』はわずか数日のうちに崩ほう壊かいした。奴ど隷れいのような生活から解放されたおれは、土日の間に二十七時間眠り続けるという偉業を成なし遂とげた。……いや、偉業でもなんでもねぇよ。

　と、それはともかく──

　二学期に入って一週間が経たったころ、『ＳＳＳ』の開発スタッフから一通のメールが届いた。

　たった一週間で選せん考こうが終わったとは思えないから、もしかしたら落らく選せんの通知かも──

　放ほう課か後ご、部室に集まったＧ研の六人は恐る恐るメールの文面に目を通した。

「こ、このメールは……？」

　メールはシナリオライターのタツノオトシゴ先生本人からのものだった。

　一行目からテンションの高いそのメールは、『なんじゃこりゃああああ[image: ]』と後ろにビックリマークが三つもついていた。

『まさかこんな気合いの入ったシナリオが届くとは思ってもみませんでした。しかも、下へ手たをすれば開発者に喧けん嘩かを売っていると思われてもおかしくない内容……もっとも、私はこういう大胆な試みが大好きですから、君たちのシナリオを高く評価しています。ところが……このシナリオを他ほかの開発スタッフに読ませたところ、「たしかに内容はいいけど……」とか「これは規格外だろ」とか「こんな長いシナリオをファンディスクに収しゆう録ろくできると思ってんのかよ？」とか、意外にも否定的な意見が多く、というか扱いに困ってるような感じなのですが、私のシナリオライターとしての権力（笑）で、必ずファンディスクに収録してみせます。君たちの「ＳＳＳ」への愛情と、ギャルゲーにかける情じよう熱ねつ、たしかに受け取りました。……ところで、ＰＮの「ギャルゲーマスター椎しい名なを讃たたえる会」とはどういう意味でしょうか？　同人サークルの名前ですか？』

　全員が最後までメールの文面に目を通すと、

「どうやら私たちのギャルゲーパワーがタツノオトシゴ先生に伝わったようね」

「すっげー。辛から口くちで有名なタツノオトシゴ先生がデレてるぞー！　デレメールだー！」

「……先生の生メール……生のテキスト……（ハアハア）」

「これもひとえにムードメーカーたる、カオルちゃんのおかげですな」

「カオルちゃんはムードメーカーじゃなくてトラブルメーカーだよ」

　女性陣が好き勝手に感想を述べる中、おれはサヤカ先せん輩ぱいの原稿を目まの当あたりにした夜よ桜ざくらさんのようにわなわなと身を震ふるわせながら京きよう子こ先輩の背後に回った。

　そして──

「…………ど、どういうつもりで……こんなＰＮを？」

「うん？」まもなく京子先輩がこちらを振り返り、「ＰＮ？　ああ、これは宣伝活動の一いつ環かんよ。この前のバグの一件でも、掲示板の書き込みに椎名の称号を使ったでしょう？　今回もギャルゲーマスター椎名の名を世の中に知らしめるいいチャンスだと思ったのよ」

「……確かく信しん犯はんかよ」

　おれは眩暈めまいと頭痛を同時に感じながら額ひたいを流れる脂あぶら汗あせを拭ぬぐった。

　これはまだ先の話になるが──

　サヤカ先輩が書いたシナリオが特別枠の『タツノオトシゴ賞しよう』を受賞し（おそらくサヤカ先輩のシナリオが選せん考こうする側にとって『規格外』だったからだろう）、シナリオコンテストの結果が公式ＨＰで発表された直後、先ほどのＰＮ＝おれの称号が、ウェブ上で話題となり、自称弟子のましゅろんや夜桜さんも、ブログやツイッター上でギャルゲーマスター椎名の布教活動を行い、京子先輩の思おも惑わく通りになるのだが……その話はまた今度にしよう。

　ちなみに夜桜さんは「まだまだ修しゆ行ぎようが足りません」と言って、せっかく書いたシナリオをコンテストに送らなかった。送っていれば何らかの賞を受賞していたのではないかと思うが、夜桜さんにとってはサヤカ先輩に勝つことが重要なのであって、賞を取ることはさほど意味のあることではないのだろう。

　さて──

　タツノオトシゴ先生からのメールをみんなで閲えつ覧らんした直後、

「──そうよ！」

　と言って京きよう子こ先せん輩ぱいがとんでもないことを口にした。




「みんな！　『究極のギャルゲー』を作る方法がわかったわよ！」




　部室にいた京子先輩以外の五人が、「え？」と首を傾かしげ、ガッツポーズをしている京子先輩に視し線せんを集中させた。「本当かよー？」とサヤカ先輩が疑問の声を飛ばすと、

「簡かん単たんな話よ。椎しい名なが、ギャルゲーマスター椎名として成長し、ギャルゲー制作に必要な特殊能力の全すべてを身につけ、レベルが99になったとき──我われ々われが目標に掲げる『究極のギャルゲー』は完成を見るのよ──っ！」

　京子先輩が「どうだ」とドヤ顔で部員たちを見回す。

　説明自体は至し極ごくわかりやすくシンプルなものではあった。

　だが──

「……プレッシャー……ハンパねぇ……」

　サヤカ先輩の気持ちが少しだけわかったような気がした。

「もう少し詳しく説明するわね」京子先輩の解説は続く。「椎名は今回、『ＳＳＳ』のキズナルートの最良のエンディングを見み出いだした。これは『選せん択たく肢し心しん眼がん能力』の応用でしょう？　つまり、椎名は最終的に『究極のギャルゲー』すらもディスカバーしてしまうわけよ」

「……ディスカバーって」

「この方ほう法ほう論ろんを用いれば、たとえば陽ひ香か理りの絵の欠点や、カオルのさらなる音楽性の向上、さらには凜りんのプログラムや背景の弱点なんかも発見できるはずよ」

「とゆーことは、カオルちゃんが圧倒的な音楽の力によって世界を平和に導みちびき、ゆくゆくはノーベル平へい和わ賞しようを受賞するステップを歩めるわけですなー」

「じゃ、じゃあ、私もそのうち、みかづき先生みたいな美び麗れいな絵を描かけるように……」

「……私の盗とう撮さつ技術もレベルアップするわけですね、わかります」

　三人とも急に目つきがかわったな……。

　……ってか、願がん望ぼうまみれじゃねーか。

「椎名！　手始めに陽香理が苦にが手てとする巨乳キャラの改善に努めなさい！」

「え、改善って……そんなのどうすれば？」

「クラスの女子を一列に並べて、その中から理想の巨乳女子を椎名の『選択肢心眼能力』によって見抜くのよ！　そして、巨乳プリンセスの称号を手に入れた、その巨乳女子に陽香理の絵のモデルになってもらうの！　おっぱいをいっぱいデッサンするのよ！」

「そ、そんな無茶むちやな……」

「平気よ、平気。おっぱいを観かん察さつしたいので女子のみなさん一列に並んでくださーい、って言えばいいのよ。──ね？　簡かん単たんでしょ？」

「んなこと言えるわけないじゃないですか!?」

「そ、そうですよ……無理ですよぉ」

　おれは川かわ野の辺べさんと二人ふたりで必死に反はん論ろんする。

　だが京きよう子こ先せん輩ぱいは、

「──部長命令よ！　言うことを聞きなさい！　……というか、陽ひ香か理り！　あなたは自分が巨乳なのに、どうして巨乳キャラを描かくのが下へ手たなのよ！　自宅で鏡かがみを見ながら練習すればいいでしょう!?　無む駄だに大きいおっぱい持ってるんだから！」

「え、ええぇー……」

「いやいや、きょーこー。自分の胸を見てもモチベーション上がんないってー」

「……サヤカの言う通りです。自分の胸など単なる脂肪の塊かたまりです」

「そんなことはどうでもいいのよ！」京子先輩が話を戻す。「椎しい名な！　陽香理！　まずは『選せん択たく肢し心しん眼がん能力』の精度を上げる訓練を行うわよ！　体たい育いく館かんに行って、巨乳女子の候補者をピックアップしなさい！」

「ま、マジでやるんすか」

「……椎名君……頑がん張ばろうね……（棒読み）」

　死んだ魚さかなのような目で川野辺さんがおれに目配せする。

「たしか今日きようはバレー部の女子が体育館を使ってるはずだぜー」

「……バレー部は天然のブルマーズです。ユニフォームのエロさに定評があります」

「体育館のあとはテニス部に行くのだー！」

「時間がもったいないわ！　みんな、まずは体育館に行くわよ！」

　おぉー、とおれと川野辺さん以外の三人がノリノリで返事をする。

　──おれが究極のギャルゲーマスターに成長したら、か。

　先輩たちの力になりたい。

　ギャルゲー制作を手伝てつだいたい。

　そう決めたのは自分だけど、非オタクの自分にとって究極のギャルゲーマスターを目指すという目標は、あまり自分的には好ましくないというか……不安でいっぱいというか。

　……ハア。

　二学期は今まで以上に苦悩の日々が続きそうだな。







　　　ＡＴＯＧＡＫＩ・ＭＡＳＴＥＲ！

　ご無ぶ沙さ汰たしております。作者の周す防おうツカサです。

　五ヶ月ぶりの刊行となります。またまたお待たせしてしまってすみません。

　今回はギャルゲーにおける「シナリオ」と、Ｇ研のムードメーカーとして明るさを振りまいている「サヤカ」にスポットを当てています。あの金きん髪ぱつの人も再登場し、さらに新たなライバルギャルゲーマーも現れ、そして椎しい名なが全員に足あし蹴げにされます（羨うらやましいことです）。

　一応、この三巻で夏休み編へんは終了です。続く四巻は……まだ刊行の予定が立っていない状態なんですが、その前に別の作品が夏ごろに刊行される予定です。というのも、昨年の十二月から「電でん撃げき文庫MAGAZINE」のほうで「レトロゲームマスター渋しぶ沢さわ」というギャルマスの姉妹作に当たる作品を連載させていただいておりまして、そちらのほうが文庫になる予定なんです。タイトルが似ていますが新作扱いです。ただギャルマスを知っているともしかしたらニヤリとする場面があるかもしれません。もちろん初見の方でも問題なく楽しめる作品になっています。夏ごろと言いましたが、この本がみなさんのお手元に届くころには具体的な発売日が決定しているはずです……たぶん。興きよう味みのある方は是ぜ非ひ是ぜ非ひ手に取っていただけたらと思います。




　さて。最後に恒例の謝しや辞じを。

　担当編集の三み木きさん、土つち屋やさん、今回も大変お世話になりました。毎度毎度同じようなことを言っているような気がしますが、本当に感謝しています（マジっす）。ただ……一つだけ謝あやまらなければならないことがあります。実は私、毎晩、就寝前に新宿方面に向かって土ど下げ座ざをしているのですが……最近、気づいてしまったんです。私が土下座をしている方角にあるのは新しん宿じゆくではなく秋あき葉は原ばらだってことに。……本当に申し訳ない。

　イラストレーターの彩さえ季きなおさん。今回も素敵すてきなイラストをありがとうございます。表紙も素敵ですが、口絵の三つ折りイラストが大変素す晴ばらしい！　ブルマをこの世からなくしてはいけない……と切実に思いました。今の十代の人たちはピンと来ないかもしれませんが、ブルマ直撃世代の私にとってあの紺こん色いろのブルマは魅み惑わく的てきなｋづｖめｑｚぺ……（作者の名誉を守るため今回のあとがきはここまでとさせていただきます）。




──このスペースはツッコミ用としてご自由にお使いください！──







──このスペースはツッコミ用としてご自由にお使いください！──





２０１１年３月上旬　周防ツカサ＠ツッコミ大歓迎
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周す防おうツカサ

細かすぎて伝わらないギャルゲーあるあるネタその３。明らかにハズレの選択肢だとわかっていても一応全ての選択肢を確認した上で正解の選択肢に進む──のはギャルゲーマーとして当然の心得だから今さら声を大にして言うことでもない。……と思っている人はもう手遅れです。
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彩さえ季きなお

埼玉県在住の絵描きです。おれ、この原稿が終わったらア○ガ○ＰＳＰやるんだ…（大量の積みゲーを隠しながら）
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